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様式第４［基本計画標準様式］ 

 

○ 基本計画の名称：山鹿市中心市街地活性化基本計画 

○ 作成主体：熊本県山鹿市 

○ 計画期間：平成２０年１１月～平成２５年３月（４年５月） 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

 

［１］山鹿市の概況 

 

（１）地勢 

本市は、熊本県の北部に位置し、北は福岡県・大分県、南は植木町・玉東町、西は和

水町、東は菊池市にそれぞれ接している。 

平成 17 年１月に山鹿市、鹿北町、菊鹿町、鹿本町及び鹿央町の１市４町が合併し、

新たな「山鹿市」となった。これにより、総面積は 299.67ｋ㎡（東西 21.5km、南北 26.7km）

となり、県全体の約４％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の北部は緑豊かな山林に覆われ、ここに源をなす岩野川、上内田川などの河川が

菊池川に注ぎ、本市中央部を東から西へ貫流している。本市の南部は菊池川流域を中心

とした平坦地で、田園地帯が広がり、その中心部に市街地をなし、幹線道路網が放射線

状に発達している。本市を縦断する国道３号と東西に延びる国道 325 号、443 号などの

結節点となる山鹿市街地は、地域交通のアクセス拠点となっている。 

 

（２）人口・世帯数 

平成 17 年国勢調査によると、人口は 57,726 人、世帯数は 19,313 世帯となっている。

20 年間(昭和 60 年～平成 17 年）で人口は１割近く減少、世帯数は逆に１割近く増加 

しており、世帯の小規模化が進んでいる。 

九州 

合併前 

山鹿市 
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また、年齢３階層別では、14 歳以下及び 15～64 歳の人口が実数、総数に占める割合

とも減少しているのに対し、65 歳以上の老年人口の実数、総数に占める割合が大きく増

加しており、高齢化の進んでいることがうかがえる。高齢化率は平成 17 年時点で 29％

であり、県全体の高齢化率(23.7％)を上回っている。 

少子化に加え、若い世代の進学や就職による市外への流出が、人口減少及び高齢化進

展の要因と考えられる。 

■人口(人)・世帯数(世帯) 

  昭和 60 年 平成２年 平成７年 平成 12 年 平成 17 年 

人口 63,234 62,150 60,991 59,491 57,726 

増減(%) - ▲1.7 ▲3.5 ▲5.9 ▲8.7 

14 歳以下 12,719 11,654 10,356 8,911 7,774 

割合(%) 20.1 18.8 17.0 15.0 13.5 

15～64 歳 40,052 38,563 36,751 34,945 33,157 

割合(%) 63.3 62.0 60.2 58.7 57.5 

65 歳以上 10,463 11,933 13,884 15,635 16,696 

割合(%) 16.6 19.2 22.8 26.3 29.0 

世帯数 17,867 18,151 18,591 18,963 19,311 

増減(%) - 1.6 4.1 6.1 8.1 

※増減(%)は昭和 60 年を 100%としたときの値            資料：「国勢調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）歴史 

奈良朝時代の肥後の風土を記した「筑後風土記」に「山鹿」の名が見られるが、約 800

年前に温泉が発見され、また菊池川の水運が発達したことなどから人々が集まって住居

を定めるようになったと言われている。江戸時代には参勤交代の宿場町として豊前街道

沿いを中心に栄え、温泉整備も進んだため多くの人が訪れる地となった。明治になって

温泉施設の近代化とともに山鹿旦那衆による芝居小屋「八千代座」が建設されるなど賑

わいを見せ、大正期には鉄道も開通した。（昭和 40 年に廃止。） 

現在は、温泉と灯籠で知られる田園観光都市である。 
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29.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和60年

平成２年
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（４）産業 

平成 17 年工業統計調査によると、市内総生産(158,473,318 千円)の産業別構成比は、

第１次産業が 6.7％(10,675,101 千円)、第２次産業が 20.6％(32,562,837 千円)、第３

次産業が 72.7％(115,235,380 千円)である。 

また、市内居住の就業者(28,644 人)の産業別構成比は、第１次産業が 20.6％(5,894

人)、第２次産業が 25.0％(7,160 人)、第３次産業が 54.4％(15,590 人)となっている。 

主な農産物はスイカ、メロン、ミカンであり、製造品では電気機械器具が出荷額

(63,598,610 千円)の 55.1％(35,031,750 千円)を占める。 

旧山鹿市の商業の状況は下表のとおりである。 

■旧山鹿市の商業の状況           （単位：店・人・百万円・㎡） 

卸売業 小売業 

商店数 従業者数 年間販売額 商店数 従業者数 年間販売額 売場面積 

68 400 14,508 400 2,263 32,723 51,126 

資料：「平成 16 年商業統計調査」 

（５）地域資源・観光 

温泉を中心とした観光都市であり、市内にはチブサン古墳、弁慶ケ穴古墳に代表され

る数多くの装飾古墳群や邪馬台国時代の県内最大の集落遺跡である方保田東原遺跡、大

和朝廷によって築かれた鞠智城等多くの国指定史跡を有している。 

また、江戸時代の参勤交代路であった豊前街道沿いには、坂東玉三郎舞踊公演が毎年

開催される明治の芝居小屋「八千代座」（国指定重要文化財）や山鹿灯籠民芸館等の歴

史ある建造物が立ち並び、古き良き時代の面影を今に伝えている。 

一方、美しい景観や渓谷が残る山間部は、豊かな自然に恵まれており、キャンプ場を

はじめトレッキングコース等体験型観光を楽しめるロケーションが点在する。   

近世の山鹿の中心地 

現都市計画マスタープランより 
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八千代座 灯籠まつり 

また、年間を通して多くの祭り、イベント等が開催されており、特に夏の山鹿灯籠ま

つりは延べ 30 万人の人出で賑わう。 

旧山鹿市における年間観光入込客数は、10 年間(平成８年～平成 18 年)で若干の増加

は見られるものの、ここ数年は 130 万人程度で推移している。しかしながら、経済波及

効果が高い宿泊客については漸減している。 

なお、平成 18 年の宿泊施設数は 37 軒で収容定員は 2,454 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■旧山鹿市の観光入込客数                            （単位：人） 

 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 

総数 1,156,854 1,291,704 1,249,620 1,194,756 1,222,242 1,265,842 1,306,978 1,299,743 1,289,517 1,332,307 1,305,433 

宿泊客 341,918 344,171 342,219 327,233 336,848 344,856 339,943 346,752 352,283 345,439 329,359 

日帰客 814,936 947,533 907,401 867,523 885,394 920,986 967,035 952,991 937,234 986,868 976,074 

資料：「熊本県観光統計調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）交通 

市内に鉄道はなくバスが主要な交通機関である。平成 17 年度に九州初のバスの駅と

して国道３号沿いに「山鹿バスセンター」が整備され、177 便/日の路線バス(九州産交

チブサン古墳 
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バス、産交バス、熊本電鉄バス）のほとんどがここに集まる。 

このことにより、これまで対策が求められていた乗換えの利便性向上、バス停統合に

よる混雑緩和、広域ネットワークの形成が図られ、利用しやすい環境となった。 

ＪＲの最寄り駅である玉名駅や阿蘇くまもと空港から本市中心部までの距離は約

20km。自家用車による所要時間は玉名駅から約 30 分、阿蘇くまもと空港からは 50 分程

度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年の市町村合併に伴い広がった市域のうち、公共交通が確保されていない地

域を中心に、平成 19 年度より「山鹿市予約制あいのりタクシー」及び「やまが市街地

循環バス」の試験運行を行っている。 

 

①山鹿市予約制あいのりタクシー試験運行 

平成 19 年６月１日～９月 28 日の期間において、次頁図ルートによる事前電話予約

制での試験運行を実施した。 

 

 

 

 

 

バス路線等概要図 
山鹿市域 

やまが市街地

循環バス 

鹿北地区 

山鹿地区 

山鹿あいのり

タクシー 

鹿央地区 

鹿本地区 

菊鹿地区 

《凡例》 
九州産交バス 
産交バス（山鹿
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ～肥後
大津間で電鉄
ﾊﾞｽと重複） 
熊本電鉄バス 
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②やまが市街地循環バス試験運行 

平成 19 年 12 月１日から下図ルートにおいて、試験運行を実施しており、現在も継

続中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市街地行き 帰　り 合　計

乗車人数 189人 177人 366人 市街地行き 1.93人

1日平均乗車数 3.78人 3.54人 7.32人 帰　 り 1.38人

１便当たり平均乗車人数



7 

［２］中心市街地の現状分析 

 

（１）中心市街地の概況 

本市が菊池川水運と豊前街道を中心に発展してきた歴史的背景から、中心市街地はそ

の結節点周辺地域である。現在も広域幹線道路である国道３号が南北に、国道 325 号が

東西に貫いており、主要な商業・文化・観光・行政・交通機能が集中する約 146ha の範

囲である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中心市街地に関する統計的なデータの概要・分析 

①人口・世帯数 

平成 10 年度からの人口、世帯数の推移を見ると、人口は８年間で 10％減少しており、 

世帯数では 2.3％とわずかながら減少している。世帯数の減少に比べ、人口の減少が大

きく、世帯規模が 2.36 人から 2.17 人と小規模化している。市全体に比べ人口の減少率

が大きく、世帯数は市全体では増加しているものの、中心市街地では減少していること

から、中心部が空洞化するいわゆるドーナツ化現象が起きているといえる。 

■山鹿市及び中心市街地の人口 

 年度 平成 10 平成 11 平成 12 平成 13 平成 14 平成 15 平成 16 平成 17 平成 18 

山
鹿
市 

人 口 61,628 61,389 61,250 60,866 60,520 60,100 59,785 59,382 59,000 

増減(%) - ▲0.4 ▲0.6 ▲1.2 ▲1.8 ▲2.5 ▲3.0 ▲3.6 ▲4.3 

中
心
地 

人 口 6,483 6,374 6,356 6,178 6,041 5,990 5,932 5,911 5,833 

増減(%) - ▲1.7% ▲2.0% ▲4.7% ▲6.8% ▲7.6% ▲8.5% ▲8.8% ▲10.0% 

※増減(%)は平成 10 年を 100%としたときの値                      資料：「住民基本台帳」 

中心市街地の現況

バスの駅 
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■山鹿市及び中心市街地の世帯数 

 年度 平成 10 平成 11 平成 12 平成 13 平成 14 平成 15 平成 16 平成 17 平成 18 

山
鹿
市 

世帯数 19,942 20,085 20,221 20,329 20,429 20,507 20,652 20,784 20,864 

増減(%) - 0.7 1.4 1.9 2.4 2.8 3.6 4.2 4.6 

中
心
地 

世帯数 2,744 2,741 2,769 2,720 2,691 2,694 2,695 2,699 2,682 

増減(%) - ▲0.1 0.9 ▲0.9 ▲1.9 ▲1.8 ▲1.8 ▲1.6 ▲2.3 

※増減(%)は平成 10 年を 100%としたときの値                      資料：「住民基本台帳」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②土地利用の状況 

中心市街地のほぼ全域が用途地域指定区域となっており、市内唯一の商業地域が中心 

市街地内にあり 38ha が指定されている。 

近隣商業地域は、全市 19ha のうち 13.5ha が中心市街地で指定されており、国道３号 

及び県道畑中山鹿線沿いは準工業地域となっている。 

また、市街地再開発事業により整備されたプラザファイブ※周辺は、高度利用地区

(2.3ha)、準防火地域(3.0ha)の都市計画が行われている。 

なお、都市計画公園は７カ所あり、合計面積は 1.55ha である。 

注）高度利用地区（2.3ha）は、平成 20 年 8 月 5 日に廃止 

 

 

 

 

※本書でプラザファイブ(P16～P17 プラザファイブの沿革を参照)を表現する場合、次のよう 

な使い分けをする。 

■プラザファイブ…温泉ビル、中央ビル、コンビビル（A,B,C）、住宅ビルの全てを指す。 

■温泉プラザ商店街…プラザファイブ内の商店で構成される組織名を指す。 

■プラザファイブ再生事業…プラザファイブのリニューアル事業（さくら湯の再建含む）の全てを指す。 

■プラザファイブの再整備…プラザファイブ再生事業のうち、商業ビルのリニューアルのみを指す。 

 

 

0
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人口・世帯数の推移

全市人口

中心市街地人口

全市世帯数

中心市街地世帯数
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■中心市街地の都市計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心部はプラザファイブを核とした中心商業地を形成しており、建物用途別現況図に

見られるように、商業施設、店舗併用住宅が集積している。同時に豊前街道沿いの歴史

的な町並みを残す歴史的環境地区となっており、八千代座や山鹿灯籠民芸館等の集客施

設の他、湯の端公園、中町公園(歩行者広場)等の憩い・潤いの空間も立地している。 

しかし、全体的に老朽家屋が多く、道路が狭隘で利用しやすい駐車場が少ないこと等

から中心部としてのポテンシャルは低下傾向にある。 

その周辺部には市役所をはじめ、県の鹿本総合庁舎、税務署、警察署、裁判所、検察

庁、法務局等の行政機関、老人福祉センター、青少年ホーム等の市民サービス系施設も

多く立地する。 

国道３号から菊池川周辺の西部地区は、沿道型の商業施設が立地しており、平成 17 年

には国道沿いに「バスの駅」(山鹿バスセンター)が整備された。 

宗方地区は、土地区画整理事業により計画的な都市基盤が整備されており、地区計画

制度を導入した「温泉商業地」が形成されているが、その機能集積が不十分で回遊性に

乏しく、魅力ある商業地、温泉地となっていない。 

 

 

 

○ａ 

○ｄ 

○ｂ 

○ｃ 

○ａ～○ｄは地価ポイント 
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■都市計画基礎調査による建物用途別現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地価の状況 

中心市街地の地価は、下に示すとおり、公示地価、基準地価とも下落している。 

ここ 10 年間(平成９年～平成 19 年)で見ると、住宅地では２割程度であるが、商業地 

においては約半分まで下落している。 

■地価の推移                （単位：百円／㎡） 

 平成9 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 

ａ 1,150 1,110 1,080 1,040 980 920 875 835 790 730 670 
ｂ 420 420 420 415 408 400 390 380 370 360 350 
ｃ 1,600 1,500 1,400 1,300 1,200 1,080 975 915 865 800 730 
ｄ 424 424 422 420 415 405 390 375 362 350 340 

＊国土交通省地価公示の標準地（前記 中心市街地

の都市計画図参照） 

○ａ花見坂 329 番９：法規制＝商業、利用状況＝

店舗兼住宅 

○ｂ宗方通 508 番１：法規制＝１低住専、利用状

況＝住宅 

＊都道府県地価調査の基準地（前記 中心市街地の

都市計画図参照） 

○ｃ西九日町 1616 番７外：法規制＝商業、利用状

況＝銀行 

○ｄ東原 935 番３：法規制＝１住、利用状況＝住

宅 

 

※グラフの値は平成 9 年を 100 としたときの割合 
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④交通量の状況 

中心市街地の歩行者(自転車含む)及び車両の通行量は、次ページのとおり推移してい

る。調査地点によりバラつきはあるものの、昭和 63 年から調査実施ごとに、歩行者、

車両いずれも概ね減少の傾向にあり、車両より歩行者の方が、平日より休日の方が減少

率は高い。 

平成 19 年の歩行者(合計)を昭和 63 年と比較した場合、平日で 40％、休日で 19％に

まで落ち込んでいる。同様に車両(合計)では、平日で 90％、休日で 65％となっている。 

■交通量調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査日：昭和 63 年 7 月、平成 6 年 9 月、平成 14 年 10 月、平成 19 年 8 月 

  歩行者・車両調査点 

  歩行者のみ調査点 

豊前街道（中町公園） 

325 号(湯の端公園) 

市役所前 

クルメヤ前 

花見坂 

九日町 

今井土産店前 

温泉通り 

国道 325 号 

山鹿バスセンター 

国
道
３
号 

豊前街道 

東
通
町
商
店
街 

堀
明
町
商
店
街 

上
広
町
商
店
街 

九
日
町
商
店
街 

温泉プラザ商店街 

温泉通り商店街 中
町
商
店
街 

下
町
商
店
街 

花
見
坂
商
店
街 
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中心市街地の歩行者通行量は年々減少傾向にあり、平日・休日合計の平均で見ると平

成 19 年は、4,426 人／日で 19 年前(昭和 63 年)の約３割である。 

また、調査地点別において前回調査より増加しているのは、平日が平成 14 年の市役前、

325 号(湯の端公園前）、九日町、豊前街道、温泉通りと平成 19 年の市役所前であり、休

日が平成 14 年の 325 号(湯の端公園前)と平成 19 年の市役所前と温泉通りだけである。 

平成 14 年においては、八千代座に近い調査地点で増加しており、要因として平成 13

年に完了した八千代座大修理の効果が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                資料：「商工会議所」 

 

 

 

 

 

歩行者

調査地点/調査年
昭和
63年

平成
6年

平成
14年

平成
19年

昭和
63年

平成
6年

平成
14年

平成
19年

昭和
63年

平成
6年

平成
14年

平成
19年

864 380 504 609 831 259 174 292 855 345 410 518
100% 44% 58% 70% 100% 31% 21% 35% 100% 40% 48% 61%
950 524 659 589 1,391 466 846 518 1,076 507 712 569

100% 55% 69% 62% 100% 34% 61% 37% 100% 47% 66% 53%
906 412 621 414 792 637 605 561 873 476 616 456

100% 45% 69% 46% 100% 80% 76% 71% 100% 55% 71% 52%
680 453 591 325 817 571 388 283 719 487 533 313

100% 67% 87% 48% 100% 70% 47% 35% 100% 68% 74% 44%
3,600 3,111 1,872 1,160 6,341 3,977 1,444 598 4,383 3,358 1,750 999
100% 86% 52% 32% 100% 63% 23% 9% 100% 77% 40% 23%

3,212 2,410 1,579 1,040 5,611 3,464 1,222 794 3,897 2,711 1,477 970
100% 75% 49% 32% 100% 62% 22% 14% 100% 70% 38% 25%
485 266 276 271 770 207 173 179 566 249 247 245

100% 55% 57% 56% 100% 27% 22% 23% 100% 44% 44% 43%
1,398 993 692 436 931 641 306 157 1,265 892 582 356
100% 71% 49% 31% 100% 69% 33% 17% 100% 71% 46% 28%

12,095 8,549 6,794 4,844 17,484 10,222 5,158 3,382 13,635 9,027 6,327 4,426
100% 71% 56% 40% 100% 58% 30% 19% 100% 66% 46% 32%

車　　両

調査地点/調査年
昭和
63年

平成
6年

平成
14年

平成
19年

昭和
63年

平成
6年

平成
14年

平成
19年

昭和
63年

平成
6年

平成
14年

平成
19年

3,609 3,144 2,060 3,576 4,732 4,140 4,012 1,926 3,930 3,429 2,618 3,105
100% 87% 57% 99% 100% 87% 85% 41% 100% 87% 67% 79%

8,145 8,288 8,060 7,084 7,827 8,232 7,683 7,491 8,054 8,272 7,952 7,200
100% 102% 99% 87% 100% 105% 98% 96% 1 1 1 1

1,088 1,085 756 1,077 1,321 1,305 1,259 684 1,155 1,148 900 965
100% 100% 69% 99% 100% 99% 95% 52% 1 1 1 1

1,241 1,224 724 946 1,392 1,244 1,312 621 1,284 1,230 892 853
100% 99% 58% 76% 100% 89% 94% 45% 100% 96% 69% 66%

1,667 969 858 1,396 1,484 1,210 1,187 886 1,615 1,038 952 1,250
100% 58% 51% 84% 100% 82% 80% 60% 100% 64% 59% 77%

2,652 1,868 1,500 2,561 3,241 2,551 2,912 1,327 2,820 2,063 1,903 2,208
100% 70% 57% 97% 100% 79% 90% 41% 100% 73% 67% 78%

18,402 16,578 13,958 16,640 19,997 18,682 18,365 12,935 18,858 17,179 15,217 15,581
100% 90% 76% 90% 100% 93% 92% 65% 100% 91% 81% 83%

注）　平日･休日合計の平均＝｛（平日合計×5日）＋（休日合計×2日）｝÷7日

　平日･休日合計の平均

　平日･休日合計の平均

合　　計

3. 九日町

4. 豊前街道
　（中町公園）

7. 温泉通り

8. 花見坂

1. 市役所前

2. 325号
　(湯の端公園）

　平　日 　休　日

合　　計

5. ﾌﾟﾗｻﾞﾌｧｲﾌﾞ
　ｸﾙﾒﾔ前
6 ﾌﾟﾗｻﾞﾌｧｲﾌﾞ
　今井土産店前

7. 温泉通り

8. 花見坂

4. 豊前街道
　（中町公園）

　平　日 　休　日

1. 市役所前

2. 325号
　(湯の端公園）

3. 九日町

■　山鹿市中心市街地交通量調査一覧　　(調査時間：10時～18時)
上段：実数　下段：昭和63年に対する比率
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⑤商業の状況 

中心市街地内の９商店街組織における小売業の指標は、下表のとおりである。 

中心市街地商店街の売場面積は、ピーク時の平成３年が約 20,000 ㎡であったが、そ

のうち約半分の 9,900 ㎡を温泉プラザ商店街が占めていた。 

しかしながら、平成 14 年１月に温泉プラザの核店舗であったサンリブが閉店したた

め、平成 14 年調査では、前回調査年から売場面積の急激な減少を示している。その後

もプラザファイブ内外で空き店舗が増加し、平成 16 年の売場面積は中心市街地商店街

で 7,500 ㎡、温泉プラザ商店街のみで 4,100 ㎡まで縮小している。 

中心市街地商店街の年間販売額は売場面積の縮小に伴い、平成 16 年ではピーク時の

平成３年 149 億円の３割にも満たない 42 億円へと減少している。核店舗をなくした温

泉プラザ商店街においてはもちろんであるが、その他の商店街においても同程度の販売

額減少をきたしている。 

一方、山鹿市全体では、平成６～16 年の間に商店数は減少しているものの、従業者数、

年間販売額は横ばい、売場面積については大きく増加(36.7％増)している。これに対し、

中心市街地の商店街全体では全ての指標が大幅に減少している。 

このことから、郊外における大型店の進出等、全体として店舗の大型化が進んでいる

ことが推察され、中心市街地の商業面でのポテンシャルが著しく低下していることがう

かがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「商業統計調査」     

 

 

■商店街別　商店数の状況 （店）

昭和63年 平成３年 平成６年 平成９年 平成14年 平成16年
山鹿市 857 783 692 638
旧山鹿市 577 569 531 486 436 400
中心商店街合計 211 236 223 175 155 141

下町商店街 25 23 19 10 14 12
九日町商店街 9 12 12 17 22 18
中町商店街 41 54 51 34 28 28
花見坂商店街 21 19 17 17 11 8
温泉プラザ商店街 61 62 60 57 46 45
上広町商店街 7 21 22 14 11 10
堀明町商店街 21 19 21 12 11 9
東通町商店街 14 14 12 8 ［7］ ［6］
温泉通り商店街 12 12 9 6 ［5］ ［5］

注）［　］は他の商店街分総数の平成9年から平成14年、平成14年から平成16年の増減率を基にした推計値

■商店街別　従業者数の状況 （人）

昭和63年 平成３年 平成６年 平成９年 平成14年 平成16年
山鹿市 3,289 3,617 3,661 3,304
旧山鹿市 2,299 2,354 2,401 2,587 2,509 2,263
中心商店街合計 828 995 919 717 589 474

下町商店街 65 55 45 27 58 34
九日町商店街 21 49 41 65 65 56
中町商店街 147 216 191 111 87 70
花見坂商店街 65 42 36 29 25 18
温泉プラザ商店街 374 347 329 279 172 182
上広町商店街 28 95 119 48 34 31
堀明町商店街 88 154 125 118 115 57
東通町商店街 20 19 17 24 ［20］ ［16］
温泉通り商店街 20 18 16 16 ［13］ ［10］

注）［　］は他の商店街分総数の平成9年から平成14年、平成14年から平成16年の増減率を基にした推計値
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資料：「商業統計調査」     

中心市街地及び周辺に立地する(していた)大型店等の一覧は次表のとおりである。 

中心市街地内には３つの大型店があり、そのうち、プラザファイブは売場面積が最も 

大きいが、平成 14 年に核店舗のサンリブが閉店している。また鶴屋山鹿店も同年に閉

店している。 

近年開店しているスーパーや家電などの大型店等は、中心市街地から東方向のロード

サイドに立地しており、広く利用しやすい駐車場や商品の豊富さ等が中心市街地の既存

商店との大きな差異といえる。 

■山鹿地区の大型店等の状況 

 店 舗 名 開店時期 売場面積 所在地等 

Ａ ニューダイエー 昭和46年11月 1,365 ㎡ 山鹿上広町 

Ｂ ゆめマート山鹿店 昭和 48 年７月 1,201 ㎡ 熊入町西田 

Ｃ プラザファイブ 昭和 50 年８月 13,161 ㎡ 山鹿広町 平成 14 年 1月ｻﾝﾘﾌﾞ閉店 

Ｄ 山鹿ヨーカ堂 昭和 55 年３月 964 ㎡ 鹿校通 平成 19 年 8月閉店 

Ｅ 鶴屋山鹿店 昭和63年10月 1,206 ㎡ 山鹿中町 平成 14 年 2月閉店 

Ｆ ハイパーモールメルクス山鹿店 平成７年 12 月 13,119 ㎡ 方保田 

Ｇ ゆめマート東山鹿店 平成８年 11 月 6,615 ㎡ 古閑十三部 

Ｈ しまむら山鹿店 平成９年 11 月 998 ㎡ 方保田 

Ｉ グッデイ山鹿店 平成12年12月 4,506 ㎡ 中 

Ｊ スーパーミカエル山鹿店 平成15年12月 999 ㎡ 山鹿桜町 

Ｋ ダイレックス 平成 19 年４月 1,256 ㎡ 鹿校通 

Ｌ 九州テックランド山鹿店 平成 19 年５月 3,317 ㎡ 方保田 

 

■商店街別　年間販売額の状況 （百万円）

昭和63年 平成３年 平成６年 平成９年 平成14年 平成16年
山鹿市 50,117 56,416 46,828 48,183
旧山鹿市 31,953 34,944 38,037 42,285 35,698 32,723
中心商店街合計 11,991 14,962 14,724 9,694 5,162 4,216

下町商店街 900 467 580 496 622 451
九日町商店街 156 242 218 346 355 414
中町商店街 1,613 2,799 2,354 1,265 944 718
花見坂商店街 559 635 327 296 186 142
温泉プラザ商店街 6,890 7,749 7,565 5,927 2,129 2,058
上広町商店街 433 1,573 2,458 528 310 218
堀明町商店街 950 957 883 551 464 91
東通町商店街 260 290 231 186 ［99］ ［81］
温泉通り商店街 230 250 108 99 ［53］ ［43］

注）［　］は他の商店街分総数の平成9年から平成14年、平成14年から平成16年の増減率を基にした推計値

■商店街別　売場面積の状況 （㎡）

昭和63年 平成３年 平成６年 平成９年 平成14年 平成16年
山鹿市 53,678 75,735 74,023 73,396
旧山鹿市 37,754 37,562 39,036 57,059 53,005 51,126
中心商店街合計 18,943 20,288 19,982 17,851 9,958 8,108

下町商店街 1,312 765 621 442 451 281
九日町商店街 409 442 496 610 852 636
中町商店街 2,286 4,334 3,949 3,323 1,869 1,424
花見坂商店街 922 648 568 551 506 441
温泉プラザ商店街 9,997 9,901 9,773 9,824 4,734 4,107
上広町商店街 1,750 2,267 3,016 1,433 377 407
堀明町商店街 1,127 791 989 519 528 290
東通町商店街 350 350 321 888 ［495］ ［403］
温泉通り商店街 790 790 249 261 ［146］ ［119］

注）［　］は他の商店街分総数の平成9年から平成14年、平成14年から平成16年の増減率を基にした推計値
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中心市街地の店舗数は、平成 10 年度で 480 店舗であり、そのうち空き店舗数が 74 店 

舗、空き店舗率が 15.4％であった。その後、平成 17 年度までは空き店舗対策事業が多

く実施されたことにより、空き店舗数は減少、空き店舗率についても大きな変動はなく、

平成 17 年度の空き店舗数は 53 店舗、空き店舗率についても 16.1％であった。 

しかしながら、平成 18 年度以降は空き店舗数、空き店舗率ともに増加しており、平

成 19 年度においては、空き店舗が 72 店舗、空き店舗率は 23.4％まで増加している。 

なお、店舗数は減少傾向にあり、平成 19 年度は 308 店舗まで減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き店舗の状況
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中心市街地 

■　中心市街地の空き店舗と対策の状況
単位：店

年度 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年
空き店舗① 68 74 82 75 68 61 58 56 53 62 72
商店街の店舗数② 487 480 401 401 380 380 352 324 329 317 308
空き店舗率（①／②） 14.0% 15.4% 20.4% 18.7% 17.9% 16.1% 16.5% 17.3% 16.1% 19.6% 23.4%
空き地空き店舗対策事業 1 2 4 13 16 28 24 23 19 14 15

備　考 注) 注) 注)
「資料：山鹿市商工課」

注1）　商店街空き地空き店舗対策事業において補助率･限度額等を拡大実施
注2）　商店街の店舗数②は商店街連盟加入会員数
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■ 歩行者通行量、商店街年間販売額、空き店舗数及び大型店の出店状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プラザファイブの沿革と再生事業  

【市街地再開発事業・九州第１号の温泉プラザ山鹿】 

プラザファイブは、昭和 50 年に九州初となる再開発ビル(温泉プラザ山鹿)として、

山鹿市中心市街地の広町地区に、市街地再開発事業、商店街近代化事業及び住宅地区改

良事業の３事業の合併施行により完成した。商業施設に公共施設である市民会館、温泉

施設「さくら湯」、温泉プール及び改良住宅を含む複合ビルである。 
（事業誌「栄えゆく温泉プラザ山鹿」より） 

【施設概要】 

■所 在 地:山鹿市山鹿１番地 

■構  造:鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造(10 階建) 

うち住宅部分(3 階～9 階) 

■住宅戸数:69 戸 

(うち市営住宅戸数 60 戸) 

■面  積:敷地 10,600 ㎡ 

延床 30,412 ㎡ 

(店舗・業務・公共施設) 

 

 再開発ビル全景(手前から温泉ビル、中央ビル、住宅ビル、コンビビル) 

 
中央ビル 

住宅ビル 

コンビビルＡＢＣ 

温泉ビル 
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S46.11 A. ニューダイエー

S48.7  B. ゆめマート山鹿店

S50.8  C. プラザファイブ

S55.3  D. 山鹿ヨーカ堂 閉店

S63.10 E. 鶴屋山鹿店

H7.12 F. ハイパーモールメルクス山鹿店

H8.11 G. ゆめマート東山鹿店

H9.11 H. しまむら山鹿店

H12.12 I. グッデイ山鹿店

J. スーパーミカエル山鹿店 H15.12
K. ダイレックス H19.4

L. 九州テックランド山鹿店 H19.5

核店舗サンリブ閉店(H14.1)

歩行者通行量

商店街年間販売額

空き店舗数

大型店の出店状況

閉店(H14.2) (H19.8)
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【プラザファイブ再生事業】 

平成 14 年に核店舗サンリブが閉店、温泉プールも営業を停止し、現在、全床面積の

約半分を占める 11,000 ㎡が空き床・休眠施設となっている。また、築後 30 年を経過

しているため施設及び設備の老朽化が著しく、耐震性や施設の維持管理においても問題

を抱えている。今回、温泉ビル全体を解体するとともに中央ビルの一部を解体し、残っ

たビルは商業施設としてコンパクト化、立体駐車場の新設、さくら湯再建用地の確保を

「暮らし・にぎわい再生事業」等により実施中。 

 

 

 

 

 

 

再生イメージ 

【再生後の施設概要】 

■所有形態：３筆２棟の区分所有建物 

[商業ビル]敷地面積 5,854.25 ㎡ 専有面積 6,808 ㎡ 

[住宅ビル]敷地面積 1,667.26 ㎡ 専有面積 4,611 ㎡ 

[さくら湯予定地]敷地面積 3,120.45 ㎡ 

■構  造：［商業ビル］鉄筋コンクリート造・鉄骨造（4 階建） 

［住宅ビル］鉄筋コンクリート造・鉄骨造（10 階建） 

■延床面積：［商業ビル］12,188 ㎡  ［住宅ビル］5,492 ㎡   

商業施設面積 7,800 ㎡ [商業ビル]6,800 ㎡ [住宅ビル]1,000 ㎡ 

■住宅戸数：69 戸（うち市営住宅 60 戸） 

 

【中心市街地活性化への事業効果】 

 事業効果は概ね以下の３点に集約される。 

(1)商業の活性化 

平成 14 年のサンリブ閉店以来、中心商店街の集客は急速に低下してきた。プラザフ 

ァイブ内においても空店舗が増加し、継続店も売上額の減少が続いている。 

当事業による商業施設のリニューアルによって、商業経営者の新陳代謝を図り、プラ

ザファイブを中心市街地の核店舗として復活させることが可能である。 

(2)コミュニティの再生 

当事業による公益施設の設置は、地区内 69 戸の住宅の居住環境の改善に資するとと

もに、中心市街地全体の福祉・交流機能の強化につながる。街なかでの福祉・交流機能

の充実は、地域の大きな課題である「コミュニティの再生」に寄与するものである。 

(3)シンボルゾーンの形成強化 

現在、山鹿市は、歴史的町並みを活かした芝居小屋のある都市として全国的に脚光を

浴びつつある。当事業によって、八千代座から千代の園酒造までの豊前街道の要となる

位置にさくら湯再建のための用地を確保することが可能となる。  
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⑥観光の状況 

中心市街地は、源泉を平安期に辿る「さくら湯」や江戸時代の建築様式を受け継いだ 

明治の芝居小屋「八千代座」、歴史ある伝統工芸を展示する「山鹿灯籠民芸館」、明治期

に創業した老舗の造り酒屋「千代の園酒造」等、豊前街道を軸に豊富な観光資源を有し

ており、それら歴史と文化を慈しみ、活用した観光地づくりを推進している。 

また、観光行事も一年を通し多彩な催しで賑わう。中でも「山鹿灯籠まつり」は、２ 

日間で延べ約 30 万人を集客する熊本県を代表する祭りである。 

このときに上演される山鹿灯籠踊りや山鹿太鼓を八千代座で披露するイベントが、秋 

(９～10 月)の「山鹿風情物語」と冬(１～３月)の「山鹿灯籠浪漫・百華百彩」であり、

入込客数についてはそれぞれ約 2,500 人、約 35,000 人である。 

山鹿灯籠浪漫・百華百彩は、舞台を八千代座から商店街まで拡げ、豊前街道沿いに山 

鹿傘や竹を使った灯りのオブジェが並べられる。この催しは、観光協会、商店街、大学

と行政が連携して行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 八千代座の沿革  

八千代座は、明治 43 年(1910 年)、山鹿の実業界により設立された八千代座組

合が建てた芝居小屋で、以後、歌舞伎をはじめ、新国劇、クラシック演奏会や市

の催し、学芸会に至るまで長年にわたり広く利用されていた。しかし、昭和 40 年

代になると庶民の娯楽が多様化し、経営不振により閉鎖状態に陥った。建物の老

朽化が進む中、昭和 55 年に組合から市へ建物が寄付され、昭和 60 年に市指定文

化財に指定された。このような状況の中で、翌 61 年に八千代座復興期成会が発足

し、老人会の「瓦一枚運動」をはじめとした募金活動で屋根瓦の葺き替えや一部

改築が行われると、昭和 63 年に国の重要文化財に指定され、平成元年から一般公

開が開始された。平成２年、市民による「坂東玉三郎舞踊公演」が開催されると

その評判が全国に八千代座の名を広め、復興の追い風となり、平成８年から５年

間かけて「平成の大修理」が行われた。工事では、建物の骨格だけを残し、可能

な限りの木材を再利用し再び組み直す半解体修理とともに耐震補強も行われ、安

全面での強化も図られた。平成 13 年春、新たな八千代座の歴史が片岡仁左衛門一

行の大歌舞伎によって幕を開け、現在は施設見学事業と各種の興行に利用されて

おり、毎年７～８万人の利用者がある。修復前は年間 3.5 万人程度の利用であっ

たことから、修復に伴い運営体制強化が図られ、観光集客施設としての位置付け

が確立されたといえる。今後、さらなる活用と集客を高めるため、町並みセンタ

ー(公演資料の展示など)、地域交流センター(高校等の演劇練習の場など)をはじ

めとした付近一帯の第２次整備事業を実施していく。 

百華百彩 灯籠まつり 
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地域交流センター(新築) 
木造 2 階土蔵風桟瓦葺 

八千代座(空調設備) 

賄い場(復元) 

旧事務所(復元) 

木戸前広場 
土庇復旧 

 

 

 

 

 

 

 

 
明治 44 年の八千代座こけら落とし       現在の八千代座内部 

                       （復元されたシャンデリアと天井広告画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次整備事業後のイメージ（ 計画期間内第２次整備箇所） 

その他、観光集客施設の利用者数は次表のとおりである。八千代座と同じく、豊前街 

道沿いに立地する山鹿灯籠民芸館や千代の園酒造資料館も八千代座の修復後に利用者

数が増加し、堅調に推移しているといえる。 

また、年間利用者数が延べ 20 万人に上るさくら湯は、プラザファイブ再生事業に伴

う再建計画を推進中であり、さらに広範囲からの集客が期待されるところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地内観光レクリエーション施設の利用者数

年度 平成8 平成9 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18
さくら湯(人） 218,988 201,180 233,904 235,668 223,917 225,336 220,819 201,738 210,020 212,374 200,945
前年比（％） － 91.9 116.3 100.8 95.0 100.6 98.0 91.4 104.1 101.1 94.6
山鹿灯籠民芸館(人） 38,737 38,159 34,718 24,838 33,845 41,005 51,882 37,798 28,528 41,181 34,869
前年比（％） － 98.5 91.0 71.5 136.3 121.2 126.5 72.9 75.5 144.4 84.7
八千代座・夢小蔵(人） 32,291 23,213 18,301 20,610 13,299 36,722 94,489 80,445 83,009 73,509 73,733
前年比（％） － 71.9 78.8 112.6 64.5 276.1 257.3 85.1 103.2 88.6 100.3
大宮神社燈籠殿(人） 13,290 16,521 14,374 12,872 11,217 14,593 10,038 8,478 10,285 9,178 8,935
前年比（％） － 124.3 87.0 89.6 87.1 130.1 68.8 84.5 121.3 89.2 97.4
千代の園酒造資料館(人） 5,052 7,537 11,011 8,367 6,491 15,275 14,870 12,980 12,849 23,331 27,969
前年比（％） － 149.2 146.1 76.0 77.6 235.3 97.3 87.3 99.0 181.6 119.9

 

 山鹿 灯籠民芸館 八千代座・夢小蔵  千代の園酒造 さくら湯 大宮神社燈籠殿  
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                    資料：「熊本県観光統計調査」 

⑦居住の状況 

「山鹿市住宅総合計画」(平成 19 年３月)によると、本市の空き家率は約 13％で、中 

心市街地でも郊外でも増加しており、中心部では駐車場への転用需要はあるが、防災・

防犯上の対策が求められている。住宅需要としては国道325号を中心とする地域で高く、

山鹿地域から鹿本地域へと拡大傾向にある。また、山鹿地域ではＵＪＩターン希望世帯

からの「温泉付き住宅」や「高齢者向け住宅」等の問い合わせが市内の不動産業者へ寄

せられている。 

しかしながら、全体としては、郊外への大型商業施設の立地や中心市街地には狭隘道 

路の多い密集市街地が残るため、住宅地は用途地域外へと拡がってきている。 

市営住宅は 57 団地 1,483 戸を有しており、そのうち中心市街地には３団地、90 戸が 

立地する。昭和 40 年代半ばから後半にかけて建設されたものが多く、老朽化が進んで

いる。市営住宅は申込み世帯が増加傾向にあり、入居倍率も２倍を超えている状況であ

る。 

 

（３）上位計画等 

①総合計画 

本市では、平成 17 年の新市発足を機に、平成 27 年度を目標年度とするまちづくりの 

指針を示した第一次山鹿市総合計画「まほろば創生・人輝く温もりの都市やまが」を策

定した。その中で、中心市街地については次のような課題と目標が記されている。 

施策体系別計画の「活力ある商業の振興」において、中心市街地は商業の衰退や居住 

人口の減少等による空洞化が進行しており、賑わいを回復するためにコミュニティとし

ての魅力向上や都市機能の集約・強化に努め、快適かつ個性的な空間とすることが課題

とされている。 
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そのため、具体的な商業の活性化として、個性的な商品構成・陳列、専門的な商品知

識の取得、顧客管理の強化、店舗改装、接遇改善等により魅力的な個店づくりを進め、

中心市街地から流出した消費者を回帰させるとしており、商工会議所(ＴＭＯ)、商工会

での専門研修会の開催、融資制度や助成制度等各種支援策の活用推進を挙げている。 

また、販売促進や宣伝強化のための施策について、関係機関と連携し検討を進めると

している。 

そして、賑わいのある商店街づくりの推進として、特にプラザファイブが実施する再

生事業を支援するとともに連携して事業実現を目指すこととされている。 

また、中心市街地の魅力を高めるために、居住機能の確保や居住を支える各種都市機

能・生活機能の充実を図り、暮らしやすいまちづくりを実現することが目標とされてい

る。 

次に「魅力ある都市の形成」の中では、中心市街地は集客力と活力の低下が続き空洞

化が顕著で、豊前街道ですでに実施された町並み整備に加え、今後は小路(しゅうじ)整

備による歴史的町並みの面的拡大が課題として挙げられている。 

そして、コンパクトなまちづくりを目指し、温泉や八千代座をはじめとする多くの歴

史的・文化的な資産を活かした、まちなみ整備事業とも協調した魅力ある都市空間づく

りを進め、豊前街道を軸としたまちづくりの継続により中心市街地の観光産業が他の分

野と連携して活性化の牽引役となれるようハード面から観光づくりを支援することと

されている。 

また、「住」をはじめとするさまざまな機能を中心市街地に集約することで少子高齢

化対応や財政負担軽減を図ることも目標とされている。 

 

②旧中心市街地活性化基本計画 

平成 10 年度に策定された中心市街地活性化基本計画(旧法による)では、以下のよう

な６つのテーマとその目標像を定めており、次図のような構想図に基づき具体的なテー

マ別の事業・施策展開の方針を定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ              目標像 

・ 温 泉 へ 行 こ う        資源の再構築 

・ 歴 史 に 浸 ろ う 

・ 歩きたくなるまちの交通環境をしっかり       価値の再構築 

・ 八千代座から発信しよう 

・ 商 売 を 考 え 直 そ う        暮らしの再構築 

・ 暮 ら し を 自 慢 し よ う 
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③山鹿市都市景観形成基本計画 

本市では、熊本県景観条例から移行した山鹿市景観条例において、景観形成施策を体 

系的に位置付けるとともに、平成８年度より事業採択された「身近なまちづくり支援街

路事業(歴みち事業)」をはじめとする各種まちづくり事業相互の効果的な連携を図って

いくために、本市における都市景観の形成に必要な基本的事項を定め、これを総合的か

つ積極的に推進していくための指針として「都市景観形成基本計画」を策定した。 

具体的には、重点的に都市景観の形成を推進すべき「都市景観形成地区」を指定し、 

地区特性に則した目標や基準等を定め、建築行為等に事前の届出を求め、地区景観と調

和を図るための努力や誘導を図っているところである。指定された４つのゾーンの内

「豊前街道沿道ゾーン」は、山鹿の代表的な町並みを保存する地区、町並み修景事業の

推進、景観形成建造物の指定・登録を進める地区とされている。 

その建造物については、本市にとって、良好な都市景観を形成する上で重要であり、

歴史的かつ文化的にも価値が高く、保存していく建造物及び、これと一体をなす工作物

に対して「登録制度」を導入し、山鹿市独自の方式としてきめ細やかな対応を図ってい

くとしている。 

「指定景観形成建造物」として 15 棟、「登録景観形成建造物」としては 56 棟、「その

他の景観形成建造物」として約 160 棟が候補となっている。 

これらを整備・保存するまちなみ整備事業の平成 19 年３月末日における実施状況は、 

次図のとおりである。 

 

中心市街地活性化構想図 
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（４）市民意向 

①都市計画マスタープラン策定に伴う市民アンケート調査結果 

当調査は、平成 19 年９月に実施されたものであり、山鹿市全域の 20 歳以上の市民３ 

千人を対象としている。有効回収数は 1,169 通である(回収率 39.0％)。 

この中で「山鹿市全体の活性化や魅力化に向けて、重点的に活用したり、整備したり 

すべき場所・資源は何だと考えるか」との設問に対し、「拠点ゾーン」として「プラザ

ファイブ～市役所～八千代座周辺を中心とした中心市街地」との回答が最も多く、

53.8％の回答率となっている。また、「豊前街道や八千代座など、歴史的な町並み、雰

囲気が残る地域」は 40.5％の回答率で３番目に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『将来の山鹿市の商業地』に関して、どんなことが重要だと思うか」との設問では、 

「各地域の日常生活に密着した商店街の維持・再生」が 42.5％、「山鹿市の顔として、

様々な生活利便施設が整った中心商業地の整備」が 38.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『将来の山鹿市の中心市街地』に関して、どんなことが重要だと思うか」に対して 

は、「商店街整備だけでなくイベントや周辺の歴史文化資源を利用した街歩きルートマ

ップの充実などソフト事業を組み合わせた中心市街地の活性化」が 41.9％で最も高い。 
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「『将来の山鹿市の観光地』に関して、どのようなことが重要だと思うか」との設問 

に対しては、「観光施設の整備よりも、各地域ならではの資源や歴史を活かした、個性

的な交流地域づくりを推進」と「新たな観光施設の整備よりも、既存観光施設の有効活

用や活性化を優先」がそれぞれ４割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に「『山鹿市の道路・交通の整備』に関して、大切な取り組みはなんだと思うか」 

では、「市街地・集落内における狭い道路の改善」が最も高く 36.1％、次に「商業地や

観光地などでの自動車利用に対応した環境整備(駐車場確保、案内板充実など)」が

26.4％と続く。 
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「『将来の山鹿市の町並み・景観』に関して、どんなことが重要だと思うか」との設問

では、「山鹿灯籠まつり、山鹿灯籠浪漫など観光要素を活かした観光戦略としての景観づ

くり」が 40.7％で最も高く、「豊前街道や歴史的町並みなど、各地域特有の生活文化を活

かした景観づくり」が 38.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別に「住んでいる地域は、山鹿市の発展を考える中で、どのような特徴を伸ばし、 

どのような役割を担っていくべきと考えるか」との設問に対し、山鹿地域では、「恵ま

れた観光資源や滞在環境を活かし、多くの人の『来訪を促進』する役割」が 44.5％と最

も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に「住んでいる地域において、今後も大切に守っていきたいもの、何らかの形で 

まちづくりに積極的に活用していきたいもの」を自由記入で求めたところ、山鹿地域の

回答は「温泉」、「灯籠まつり」、「八千代座」が上位３位となっている。 
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②居住意向（山鹿市住宅総合計画） 

「山鹿市住宅総合計画」(平成 19 年３月)において、住宅・住環境に関する市民意向

調査を実施しており(平成 18 年９月)、その概要は以下のとおりである。 

全体として、住宅・住環境に対する評価は高いが、古い持屋居住者が多いため「設備」 

「住宅の傷み具合」「住宅内の段差」等への不満や「子供の遊び場や公園」「身近な生活

道路」「買い物・通院等の利便性」等に対する不満が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、定住意向は高く、全体の約７割が「山鹿市に住み続けたい」としている。 

しかし、一方で若い世代ほどその比率は下がり、30 歳未満では４割強となっている。 

住宅施策に関する意向としては、「高齢者に対する住宅施策の充実」が上位に挙がって

おり、定住促進に必要な施策として「過疎化地域での住宅供給」「同居のための支援」「転

入やＵターン希望者への住宅斡旋」等が望まれている。前出の「⑦居住の状況」で市営

住宅の入居要望が高いことを記したが、意向調査でも半数近くが「新しい市営住宅が必

要」と回答している。 
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［３］将来の中心市街地に関わるまちづくりのあり方について市民の意向 

 

中心市街地の活性化を進めるにあたり、将来の中心市街地に関わるまちづくりのあり

方について、市民の中心市街地への出向状況、中心市街地及びその活性化に対する感じ

方･思い･考え、旧中心市街地活性化基本計画に基づき実施した事業･施策に対する評価

を把握するため、市民アンケート調査を実施した。 

以下、その分析結果である。 

 

１． 調査の概要 

① アンケート調査名 

「山鹿市中心市街地(プラザファイブ周辺)まちづくり＜市民アンケート調査＞」 

② 調査時期 

平成 19 年９月 

③ 調査方式 

郵送による配布･回収 

④ 対象者 

山鹿市民のうち、16 歳以上の 800 人を無作為抽出 

⑤ 回収率 

44.8％（回収数 358 票） 

 

２． 調査結果の総括 

・ 回答者は女性が約６割で、60 代以上が約半数を占めている。無職と会社員等がそれぞ

れ約１/４の比率で多く、居住地は山鹿地区(合併前の旧山鹿市)が 55％を占めており、

人口分布等からみて概ねバランスの良い回答者属性である。 

・ 中心市街地へ行く頻度や目的からみると、中心市街地へは日常的な来街が少なく、銀

行･病院･市役所等への必要目的で来るところと判断できる。 

・ 中心市街地に対する感じ方は、安心して歩けることや文化的雰囲気があることを感じ

ており、豊前街道とその沿道の歴史的な整備、八千代座における平成の大修理等の市

街地整備は効果があったと判断できる。しかし、商店街や商業に関わる事業は周知不

足等もあり、評価の低い項目もある。 

・ 中心市街地に住むことについては、中心市街地の居住者も非居住者もその大半が肯定

的とも否定的とも言えないようであるが、その次の意見として、中心市街地の居住者

は住み続けたい人が多く、非居住者は住みたくない人が多い。これは、現在の居住地

に対し、概ね満足していると考えられる。 

・ 中心市街地を魅力的なところにするための必要施設、交通環境の改善方法、活性化の

ために今後すべきことは、無料駐車場の整備と新しい魅力ある店舗や施設の立地が必

要と考える人が多い。 

・ 旧中心市街地活性化基本計画に基づいて実施した事業･施策に対する評価は、全般的に

ほぼ効果があったと評価できる回答である。ただし、商店街に関わる事業・施策につ

いては、評価が低い項目も見られ、今後対策が必要である。 
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３． 調査結果の詳細 

① 性別 

・男性が 41％、女性が 58％

の回答である。 

 

② 年齢 

・70 歳以上、60 代、50 代…

と年齢の高い層の順で回

答者が多い。 

・約半数が 60 代以上の回答

者で 47％になる。 

 

③ 職業 

・会社員等(公務員･役員含

む )と無職がそれぞれ

25％で最も多く、次に専業

主婦(夫)が 13％で続いて

いる。 

 

④ 居住地 

・山鹿地区の居住者が最も多

く 55％の回答である。 

・他の地区は回答者の割合が

比較的分散している。 

 

⑤ 中心市街地へ行く頻度 

・「ほとんど行かない」が最も多く 40％で、次に「月に１回」が 20％、「週に１回」が 12％

の順で多い。 

・「ほとんど毎日」は６％、「週に２～３回」は９％である。 

・日常来街が少ない状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無効
1%

男
41%

女
58%

無効データ
1%

７０歳以上
27%

６０代
20%

５０代
16%

４０代
15%

３０代
10%

２０代
7%

１０代
4%

無効データ
1%

山鹿地区
55%

鹿央地区
9%

鹿本地区
14%

菊鹿地区
11%

鹿北地区
10%

番号 選択肢文 度数 ％

1 男 145 41

2 女 208 58

無効データ 5 1

合計 358 100

番号 選択肢文 度数 ％

1 １０代 13 4

2 ２０代 24 7

3 ３０代 36 10

4 ４０代 55 15

5 ５０代 59 16

6 ６０代 73 20

7 ７０歳以上 96 27

無効データ 2 1

合計 358 100

番号 選択肢文 度数 ％

1 山鹿地区 197 55

2 鹿央地区 32 9

3 鹿本地区 51 14

4 菊鹿地区 39 11

5 鹿北地区 37 10

無効データ 2 1

合計 358 100

番号 選択肢文 度数 ％

1 ほとんど毎日 20 6

2 週に２～３回 34 9

3 週に１回 44 12

4 ２週間に１回 28 8

5 月に１回 70 20

6 ほとんど行かない 144 40

7
全く行かない（いったことが
ない）

11 3

無効データ 7 2

合計 358 100

6% 12% 8%9% 20% 40%

3% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日 週に２～３回

週に１回 ２週間に１回

月に１回 ほとんど行かない

全く行かない（いったことがない） 無効データ

番号 選択肢文 度数 ％

1 農林水産業 36 10

2 自営業 29 8

3
会社員等（公務員・役員含
む）

91 25

4 学生 11 3

5 専業主婦（夫） 45 13

6 アルバイト・パート 37 11

7 無職 91 25

8 その他 15 4

無効データ 3 1

合計 358 100

無効データ
1%その他

4%

無職
25%

アルバイト・
パート
11%

専業主婦
（夫）
13%

学生
3%

会社員等
（公務員・役

員含む）
25%

自営業
8%

農林水産業
10%
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⑥ 中心市街地に行く目的（複数回答可） 

・「銀行･病院･市役所等」が最も多く 52％で、次に「食品･雑貨等の日常の買物」が 26％

「飲食･レジャー･温泉」が 17％、「お祭り･イベント等の催し」が 16％の順で多い。 

・「銀行･病院･市役所等」が最も多いのは、中心市街地に公共公益施設等が集積している

ことを裏付ける半面、買物や飲食、レジャー等のコミュニティの場として魅力を失って

いることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 中心市街地に対する感じ方 

・『安心して歩ける』、『文化的雰囲気

がある』は、「そう思う」と回答し

た人が「思わない」と回答した人よ

り多く、中心市街地内の歩道の整

備、豊前街道とその沿道の歴史的な

整備、八千代座の平成の大修理とそ

の興行や見学利用が、市民にも浸透

しているようで、好印象となってい

る。 

・『車で行きやすい』、『景観が良い』、

『快適なところである』の項目につ    

いては、「思わない」が 40～50％で、

車の通り難い道幅の道路があるこ

と、整備の行き届いていない建物等

があることが理由として考えられ

る。 

・『遊び感覚がある』、『何となく引き

つけられる』、『賑やかで楽しい』、

『買物がしやすい』、『商品が豊富で

ある』、『流行に敏感な店が多い』、

『いろいろな用が済ませられる』の

項目については、「思わない」が約

60％で、商業の場としては、魅力を

感じないところとなっている。 

そう思う
どちら

でもない
思わな

い
わから
ない

無　効
データ

a) 車で行きやすい 70 68 171 22 1

b) 安心して歩ける 101 119 73 30 1

c) 景観が良い 52 114 132 21 1

d) 文化的雰囲気がある 102 109 90 21 1

e) 快適なところである 29 108 142 36 1

f) 遊び感覚がある 14 67 201 34 1

g) 何となく引きつけられる 18 81 191 29 1

h) 賑やかで楽しい 10 61 217 29 1

I) 買物がしやすい 35 74 198 19 1

j) 商品が豊富である 15 54 219 32 1

k) 流行に敏感な店が多い 13 53 214 39 1

l) いろいろな用が済ませられる 44 63 191 24 1

質問項目名

選択肢文

14

89

33

56

7

17

178

53

27

15

0 50 100 150 200

通勤・通学

食品・雑貨等の日常の買物

洋服等の買物

飲食・レジャー・温泉

塾・習い事・展覧会等

ぶらぶら歩き

銀行・病院・市役所等

お祭り・イベント等催し

その他

無効データ

（％は回収数に対する割合） 

21%

31%

16%

32%

9%

4%

6%

3%

11%

5%

4%

14%

21%

37%

36%

34%

34%

21%

25%

19%

23%

17%

17%

20%

52%

23%

41%

28%

45%

63%

60%

68%

61%

68%

67%

59%

7%

9%

9%

10%

12%

7%

7%

10%

12%

12%

6%

7%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a)車で行きやすい

b)安心して歩ける

c)景観が良い

d)文化的雰囲気がある

e)快適なところである

f)遊び感覚がある

g)何となく引きつけられる

h)賑やかで楽しい

i)買物がしやすい

j)商品が豊富である

k)流行に敏感な店が多い

l)いろいろな用が済ませられる

そう思う どちらでもない 思わない わからない 無効データ

番号 選択肢文 度数 ％

1 通勤・通学 14 4

2 食品・雑貨等の日常の買物 89 26

3 洋服等の買物 33 10

4 飲食・レジャー・温泉 56 17

5 塾・習い事・展覧会等 7 2

6 ぶらぶら歩き 17 5

7 銀行・病院・市役所等 178 52

8 お祭り・イベント等催し 53 16

9 その他 27 8

無効データ 15 4

合計 489 144
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・以上のことから、これまでの市街地で整備されたことに関する項目については、評価が

高いが、商店街や商業に関わる項目については、評価が低いものもあり、対策が必要と

考えられる。 

 

⑧ 中心市街地に住んでいる人に対して中心市街地

に住むことについての思い 

・「なんともいえない」が 61％で最も多く、「住み

続けたい」38％より多い。 

・「住み続けたい」理由は、生活に便利が良い、温

泉があるから、静かで良い、住み慣れている、

高齢なので等の記述が多い。 

・「出て行きたい」理由は、治安が悪いという記述

である。 

 

⑨ 中心市街地に住んでいない人に対して中心市街

地に住むことについての思い 

・「なんともいえない」が 51％で最も多く、次に

「住みたくない」が 45％である。 

・「住みたくない」理由は、不便、道路が狭く買物

等に不便、騒がしく落ち着かない、静かでない、

魅力がない、今のところが良いといったような

記述が多い。 

・「住んでみたい」理由は、便利だから、高齢にな

ったからという記述である。 

 

⑩ 中心市街地がより魅力的なところになるために必要な施設（複数回答可） 

・「駐車場」が最も多く 52％で、次に「スーパー」40％、「レストラン･カフェ(飲食店等)」

34％、「各種専門店」29％、「娯楽施設」29％、「劇場･音楽ホール」28％の順で多い。 

・「その他」では、無料の駐車場、温泉を中心とした施設、ショッピングモール等の記述

が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38% 61%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい 出て行きたい なんともいえない

4% 51%45%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住んでみたい 住みたくない なんともいえない

142

42

104

121

103

76

100

39

64

64

61

71

38

21

187

39

32

18

0 50 100 150 200

スーパー

コンビニ

各種専門店

レストラン・カフェ（飲食店等）

娯楽施設

医療・福祉施設

劇場・音楽ホール

フィットネスクラブ

文化・教育施設

公園・広場

図書館

多目的ホール・展示場

情報プラザ

公営住宅・マンション

駐車場

自転車置場

その他

無効データ（％は回収数に対する割合） 

番号 選択肢文 度数 ％

1 住み続けたい 31 38

2 出て行きたい 1 1

3 なんともいえない 50 61

合計 82 100

番号 選択肢文 度数 ％

1 住んでみたい 11 4

2 住みたくない 132 45

3 なんともいえない 151 51

合計 294 100

番 号 選 択 肢 文 度 数 ％

1 ス ー パ ー 142 40

2 コン ビ ニ 42 12

3 各 種 専 門 店 104 29

4 レス トラ ン ・カフ ェ（飲 食 店 等 ） 121 34

5 娯 楽 施 設 103 29

6 医 療 ・福 祉 施 設 76 21

7 劇 場 ・音 楽 ホ ー ル 100 28

8 フ ィットネ ス クラ ブ 39 11

9 文 化 ・教 育 施 設 64 18

10 公 園 ・広 場 64 18

11 図 書 館 61 17

12 多 目 的 ホ ー ル ・展 示 場 71 20

13 情 報 プ ラ ザ 38 11

14 公 営 住 宅 ・マ ン シ ョン 21 6

15 駐 車 場 187 52

16 自 転 車 置 場 39 11

17 そ の 他 32 9

無 効 デ ー タ 18 5

合 計 1322 369
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⑪ 中心市街地の交通環境を改善する方法（複数回答可） 

・「駐車場を増やすか利用しやすくする」が最も多く 69％で、次に「歩行者が安全で歩き

やすくする」42％、「市街地循環バスの実施など市内交通の利便性を高める」34％の順

で多い。 

・「その他」では、駐車場の無料化という記述が比較的多い。また、中途半端に改善する

より車両通行止めにして歩いて観光できるようにという記述も見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 中心市街地が活性化するために今後すべきこと（複数回答可） 

・「新しく魅力ある店舗や施設を立地させる」が最も多く 59％で、次に「核となる集客施

設を立地させる」40％、「遊び･健康･文化などの施設や機会を充実させる」37％、「観光

を充実させる」36％の順に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67

149

41

247

80

121

68

18

22

0 50 100 150 200 250 300

もっとバリアフリーにする

歩行者が安全で歩きやすくする

自転車が走りやすくする

駐車場を増やすか利用しやすくする

車が走りやすい道路にする

市街地循環バスの実施など市内交

通の利便性を高める

街路樹などの道路環境を充実する

その他

無効データ

62

112

142

130

133

63

211

57

22

17

0 50 100 150 200 250

住む人を増やす

まちなみ・景観を整える

核となる集客施設を立地させる

観光を充実させる

遊び・健康・文化などの施設や
機会を充実させる

お祭り・イベントなどを多くする

新しく魅力ある店舗や施設を立
地させる

新しく住みやすい住宅・環境を

整える

その他

無効データ

（％は回収数に対する割合） 

（％は回収数に対する割合） 

番号 選択肢文 度数 ％

1 住む人を増やす 62 17

2 まちなみ・景観を整える 112 31

3
核となる集客施設を立地させ
る

142 40

4 観光を充実させる 130 36

5
遊び・健康・文化などの施設
や機会を充実させる

133 37

6
お祭り・イベントなどを多くす
る

63 18

7
新しく魅力ある店舗や施設を
立地させる

211 59

8
新しく住みやすい住宅・環境
を整える

57 16

9 その他（具体的に） 22 6

無効データ 17 5

合計 949 265.1

番号 選択肢文 度数 ％

1 もっとバリアフリーにする 67 19

2
歩行者が安全で歩きやすくす
る

149 42

3 自転車が走りやすくする 41 12

4
駐車場を増やすか利用しや
すくする

247 69

5 車が走りやすい道路にする 80 22

6
市街地循環バスの実施など
市内交通の利便性を高める

121 34

7
街路樹などの道路環境を充
実する

68 19

8 その他 18 5

無効データ 22 6

合計 813 227
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⑬ これまでに中心市街地活性化のために実施されたことの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50%

72%

41%

44%

60%

40%

56%

16%

19%

63%

30%

8%

29%

24%

16%

14%

27%

15%

27%

26%

14%

28%

21%

19%

15%

4%

8%

12%

6%

9%

4%

14%

24%

9%

19%

23%

7%

12%

27%

20%

24%

25%

14%

23%

19%

12%

16%

28%

43%

31%

48%

45% 0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①ヤマダデンキ前から日輪寺前へ抜ける道路が整い、国道
325号（温泉プラザ前の道路）の交通量が減ったことで、車が

通行しやすくなったと思いますか

②スーパーミカエル山鹿店から国道3号への道路が開通した
ことで、人も車も通行しやすく、便利になったと思いますか

③八千代座周辺や豊前街道沿道の広場、灯篭型の照明、
外国語標記の案内板・行き先表示板が設置され、まちの中

が快適でわかりやすくなったと思いますか

④バスセンターに、路線バス・タクシー・自家用車が乗り入れ
られ駐輪場が出来たことで、バスが利用しやすくなったと思

いますか

⑤豊前街道の景観は、電線類を地中化したことにより、良く
なったと思いますか

⑥豊前街道沿いの建物の保存・修復は、良好だと思います
か

⑦下町（惣門横）や中町の広場にあるトイレは、設置されて
よかったと思いますか

⑧九日町商店街にあるコイン式駐車場は、便利だと思いま
すか

⑨商店街では、豊前街道八千代座祭りや空地・空店舗の利
活用等を実施していますが、そのことで商店街が賑わいを取

り戻したと思いますか

⑩八千代座での郷土芸能（灯篭踊り・太鼓等）の披露や坂東
玉三郎講演等各種イベントは、まちの賑わいに役立っている

と思いますか？

⑪「山鹿ＴＭＯだより」や「広報やまが」によるまちづくりに関
する情報は、十分市民に届いていると思いますか？

⑫共通商品券（福小判）は、利用しやすいと思いますか？

⑬小学生のさくら湯入浴体験や各種イベント時に実施されて
いるスタンプラリーツアーは、地域の郷土学習に役立ってい

ると思いますか？

そう思う どちらでもない 思わない わからない 無効データ

 ①ヤマダデンキ前から日輪寺前へ抜ける道路が整い、国道 325 号（温泉プラザ前 

の道路）の交通量が減ったことで、車が通行しやすくなったと思いますか 

②スーパーミカエル山鹿店から国道 3 号への道路が開通したことで、人も車も通行 

しやすく、便利になったと思いますか 

③八千代座周辺や豊前街道沿道の広場、灯篭型の照明、外国語標記の案内板・ 

行き先表示板が設置され、まちの中が快適でわかりやすくなったと思いますか 

④バスセンターに、路線バス・タクシー・自家用車が乗り入れられ駐輪場が出来た 

ことで、バスが利用しやすくなったと思いますか 

⑤豊前街道の景観は、電線類を地中化したことにより、良くなったと思いますか 

⑥豊前街道沿いの建物の保存・修復は、良好だと思いますか 

⑦下町（惣門横）や中町の広場にあるトイレは、設置されてよかったと思いますか 

⑧九日町商店街にあるコイン式駐車場は、便利だと思いますか 

⑨商店街では、豊前街道八千代座祭りや空地・空店舗の利活用等を実施していま 

すが、そのことで商店街が賑わいを取り戻したと思いますか 

⑩八千代座での郷土芸能（灯篭踊り・太鼓等）の披露や坂東玉三郎講演等各種 

イベントは、まちの賑わいに役立っていると思いますか 

⑪「山鹿ＴＭＯだより」や「広報やまが」によるまちづくりに関する情報は、十分市民 

に届いていると思いますか 

⑫共通商品券（福小判）は、利用しやすいと思いますか 

⑬小学生のさくら湯入浴体験や各種イベント時に実施されているスタンプラリー 

ツアーは、地域の郷土学習に役立っていると思いますか 

そ う 思 う
ど ち ら

で も な い
思 わ な

い
わ か ら

な い
無 　効
デ ー タ

①
ヤ マ ダ デ ン キ 前 か ら 日 輪 寺 前 へ 抜 け る 道 路 が 整 い 、 国 道 325号
（温 泉 プ ラ ザ 前 の 道 路 ）の 交 通 量 が 減 っ た こ と で 、車 が 通 行 し や
す くな っ た と思 い ま す か

174 68 54 53 1

②
ス ー パ ー ミカ エ ル 山 鹿 店 か ら 国 道 3号 へ の 道 路 が 開 通 し た こ と
で 、人 も 車 も 通 行 し や す く、便 利 に な っ た と 思 い ま す か

251 41 15 41 1

③
八 千 代 座 周 辺 や 豊 前 街 道 沿 道 の 広 場 、 灯 篭 型 の 照 明 、外 国 語
標 記 の 案 内 板 ・行 き 先 表 示 板 が 設 置 さ れ 、ま ち の 中 が 快 適 で わ
か り や す くな っ た と思 い ま す か

144 84 29 93 1

④
バ ス セ ン タ ー に 、 路 線 バ ス ・タ ク シ ー ・自 家 用 車 が 乗 り 入 れ ら れ
駐 輪 場 が 出 来 た こ と で 、 バ ス が 利 用 し や す くな っ た と 思 い ま す か

154 57 42 93 1

⑤
豊 前 街 道 の 景 観 は 、電 線 類 を 地 中 化 し た こ と に よ り 、 良 くな っ た
と 思 い ま す か

210 49 19 69 1

⑥ 豊 前 街 道 沿 い の 建 物 の 保 存 ・修 復 は 、 良 好 だ と 思 い ま す か 138 92 32 81 1

⑦
下 町 （惣 門 横 ）や 中 町 の 広 場 に あ る ト イ レ は 、 設 置 さ れ て よ か っ
た と 思 い ま す か

193 52 14 88 1

⑧ 九 日 町 商 店 街 に あ る コ イ ン 式 駐 車 場 は 、便 利 だ と 思 い ま す か 54 92 47 150 1

⑨
商 店 街 で は 、豊 前 街 道 八 千 代 座 祭 り や 空 地 ・空 店 舗 の 利 活 用
等 を 実 施 し て い ま す が 、 そ の こ と で 商 店 街 が 賑 わ い を 取 り 戻 し
た と 思 い ま す か

65 89 82 110 1

⑩
八 千 代 座 で の 郷 土 芸 能 （灯 篭 踊 り ・太 鼓 等 ）の 披 露 や 坂 東 玉 三
郎 講 演 等 各 種 イ ベ ン ト は 、 ま ち の 賑 わ い に 役 立 っ て い る と 思 い
ま す か

219 49 31 50 1

⑪
「山 鹿 ＴＭ Ｏ だ よ り 」や 「広 報 や ま が 」に よ る ま ち づ くり に 関 す る 情
報 は 、十 分 市 民 に 届 い て い る と思 い ま す か

105 96 65 81 1

⑫ 共 通 商 品 券 （福 小 判 ）は 、利 用 し や す い と 思 い ま す か 29 71 80 163 1

⑬
小 学 生 の さ くら 湯 入 浴 体 験 や 各 種 イ ベ ン ト 時 に 実 施 さ れ て い る
ス タ ン プ ラ リ ー ツ ア ー は 、地 域 の 郷 土 学 習 に 役 立 っ て い る と 思 い
ま す か

102 65 25 154 1

質 問 項 目 名
選 択 肢 文
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⑭ 自由意見 

回答者数は 133 人。主な意見は多い順に以下のとおりである。 

（駐車場について） 

・中心市街地に無料駐車場をもっと整備して欲しい。 

・無料駐車場がたくさんあれば市外の人や観光客も増える。 

・プラザファイブの駐車場を使いやすく、無料にして欲しい。 

・市役所、県鹿本総合庁舎等の駐車場については、休日は開放して欲しい。 

（施設等の整備について） 

・プラザファイブの再整備を早く望む。（このことに関連する意見は相当多い） 

・ショッピングモール、ショッピングセンター等を整備して欲しい。 

・新しくお洒落な店がもっと欲しい。 

・まちの中の施設をバリアフリーにして欲しい。 

（温泉について） 

・温泉のまちをもっと活かすべき。 

・さくら湯をもっと綺麗にして欲しい。 

・温泉旅館の評判を良くする。 

（観光について） 

・山鹿を楽しめる場所をもっと作る。 

・八千代座で若い人向けのライヴがあってもいい。 

・山鹿の商品開発で人を集める。 

（交通について） 

・バイパスが出来て、中心市街地へ来る人が少なくなったのではないか。 

・バスセンターが中心部から遠い。 

・高齢者のためにバス交通を充実して欲しい。 

（広報について） 

・まちなかの情報をもっと細かく流して欲しい。 

※その他の意見内容 

・まちづくりに関する全般的な意見 

・山鹿に住んでいることの感想 
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［４］旧中心市街地活性化基本計画の進捗状況と事業効果の検証 

 

１． 進捗状況について 

各事業･施策を進捗状況に応じて、次に示す進捗度に分類すると次表のような結果と

なる。 

■進捗度  

完 了･･･完了していると判断できる事業･施策 

未着手･･･着手できていないと判断できる事業･施策 

その他･･･完了でも未着手でもない事業･施策（未完了、件数が少、検討中等） 

 事業･ 

施策数 

進捗度 

完 了 未着手 その他 

市街地整備改善のための事業･施策 
29 

(100.0) 

6 

(20.7) 

6 

(20.7) 

17 

(58.6) 

商業活性化等のための事業･施策 
19 

(100.0) 

16 

(84.2) 

1 

(5.3) 

2 

(10.5) 

合 計 
48 

(100.0) 

22 

(45.8) 

7 

(14.6) 

19 

(39.6) 

注）（ ）内は構成比（％） 

 

２． 市街地整備改善のための事業･施策について 

完了の全部、着手済の一部の事業･施策については、各種の調査や市民アンケート結

果等から事業効果が概ね有りと検証できる。 

・ 八千代座の平成の大修理は、新楽屋建設や歩行者広場の整備等、周辺を含めた文化

拠点ゾーンの整備として中心市街地の活性化へ相当な効果があったと認められる。 

・ 都市基盤整備の事業･施策は、豊前街道周辺の歴史的地区での道路やポケットパーク

等の環境整備がほとんどであるが、これらの観光や散策･歩行のための快適性の向上

は、観光地や温泉街らしい情緒を醸し出しており、事業効果にも現れている。 

・ 居住環境整備の事業･施策では、豊前街道周辺の歴史的地区での町並み整備に関わる

建物の保存･修復･修景への助成を平成２年から開始し、地道ながらも行政・民間が

連携した取組みが高く評価され、平成 19 年度『美しいまちなみ大賞(国土交通大臣

賞)』を受賞するに至った。 

・ 進捗度の未着手の事業･施策は、小路(しゅうじ)の環境整備がまもなく着手見込みで

あり、街路整備については、着手にあたって周辺住民のコンセンサスや予算等が伴

わず着手に至らなかった。今後着手見込みの立たない街路整備については、その見

通しを踏まえて、善処していくことが今後の課題である。進捗度のその他の事業･施

策で、教育施設整備は、大学・専門学校の設置はなかったものの、市内高校ではス

ポーツやＩＴ等の専門コースが新設されるなど、ある程度の事業進捗は図られてい

る。これ以外については、着手はしているものの未完了や、町並み整備の建物修景

のように今後も整備が継続されるもの、プラザファイブの再整備のように事業化が

準備段階にあるものなどである。 
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３． 商業活性化等のための事業･施策について 

進捗度は、ほとんどの事業･施策が完了で、その事業効果は、市民アンケート結果等

から概ね有りと検証できる。 

・ 八千代座平成の大修理に伴う関連ソフト事業は、貸館事業、見学事業、イベント事

業等、各種に派生し事業効果を上げている。 

・ 商店街の活性化に関わる山鹿市の助成事業(ソフト事業、共同施設整備事業、空き地

空き店舗対策事業)は、平成９年から続けられており、商店街の現状維持に貢献して

いるものと考えられ、衰退の歯止めに一定の効果有りといえる。 

・ 全般的に温泉、八千代座、豊前街道をタウンレジャーで盛り上げる事業･施策でイベ

ント、マップ、情報誌といった事業･施策は、山鹿のパブリシティーを高めるために

一定の効果があったといえる。 

・ 進捗度の未着手の事業･施策では、歴史資源再生支援プロジェクトが、関係者間での

協議が成り立たず、古材の流通等そのシステム構築までは至っていない。進捗度の

その他の事業･施策では、八千代座運営戦略プロジェクトが、管理運営組織は決まっ

たが、友の会の設立までには至っていない。 

また、暮らしを支える情報提供プロジェクトは、店舗内にギャラリースペースを設

ける店が数件オープンするなど民間レベルの動きが見られ、今後は、行政サイドで

もそれらの機能を今計画の八千代座第２次整備(町並みセンター、地域交流センタ

ー)において、課題として引き継がなければならない。 

 

４． 事業効果の総括 

・ 旧基本計画の事業･施策では、八千代座や豊前街道を舞台とした山鹿風情物語や山鹿

灯籠浪漫・百華百彩の集客イベントを開催するとともに、豊前街道沿道建物のまち

なみ修景と空き地空き店舗活用を継続実施してきた。これらの事業･施策は、八千代

座周辺の九日町商店街の売上げ増加に貢献し、一時的ではあるが国道 325 号(湯の端

公園)･九日町･豊前街道(中町公園)の平日歩行者通行量の増加(平成６～14 年)、山鹿

灯籠民芸館の利用者の増加(平成 13･14 年)にも貢献した。また、“米”にまつわる酒

蔵、味噌蔵等の商家が建ち並ぶ下町商店街では、観光客向けに米米惣門ツアーが実

施されたことで千代の園酒造資料館の利用者が漸増し、一時的に下町商店街の売上

げも増加(平成９～14 年)している。 

一方、プラザファイブ及びその周辺商店街においては、変化する商業環境に適応し

た自助努力が十分でなかったことに加え、プラザファイブの再生事業についても複

雑な権利形態(区分所有建物)に伴う合意形成に時間を要したことで事業着手が遅

れ、売上げや歩行者通行量は減少のままである。 

以上のことから、旧基本計画の事業･施策は、八千代座、九日町商店街及び下町商店

街では効果的であったが、事業・施策の着手が遅れたプラザファイブ及びその周辺

では、効果が薄かったといえる。したがって、プラザファイブの再生や周辺商店街

への回遊性を考えた小路(しゅうじ)の環境整備、また、暮らしを支える情報提供プ

ロジェクトは、今回の計画に引き継ぐものであり、実現する必要がある。 
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［５］中心市街地活性化の基本的な方針 

基本的な方針の設定は、以下のチャートに示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、推進課題、テーマ、将来像(イメージ)の順で具体的に示す。 

 

 

 

 

前述の１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針のうち 

［２］中心市街地の現状分析 

［３］将来の中心市街地に関わるまちづくりのあり方について市民の意向 

［４］旧中心市街地活性化基本計画の進捗状況と事業効果の検証 

活性化のための与条件 

＊ 活性化の推進課題＊ 

①  交通環境の整備  

②  歴史的資源の活用と再生  

③ 暮らしやすい環境の充実   

＊活性化のテーマ＊ 

１．いつでも、行きやすい。  

２．いつでも、山鹿らしさがある。 

３．いつでも、だれでも暮らしやすい。 

 中心市街地の将来像（イメージ）  

－来て、観て、歩けば 、住みたくなる湯町
ま ち

－ 

基本的な方針 
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＊＊＊中心市街地活性化の推進課題＊＊＊ 

 

現在の人口減少社会において、少子高齢化、価値観の多様化、郊外大型店との競合な

ど、中心市街地を取り巻く環境は常に変化しており、これらの変化に柔軟かつ迅速に対

応することが求められている。 

本市においては、暮らしやすい中心市街地の実現に向け、プラザファイブの再生及び

中心市街地への円滑な交通アクセスを中心に「温泉」、「八千代座」、「山鹿灯籠まつり」

に代表される山鹿のアイデンティティを活用した個性あるまちづくりへの取り組みを積

極的に推進していく必要がある。 

したがって、次のような推進課題をもって取り組むこととする。 

 

① 交通環境の整備 

■ 交通アクセスの充実 

試験運行を行った市街地循環バス、あいのりタクシーを事業化することにより市民の

来街手段を増やし、中心市街地へ来るうえでの交通上の抵抗感を軽減するとともに、合

併支援道路等の整備により中心市街地へのアクセス向上を図る必要がある。 

■ 通行環境の整備 

中心市街地における観光客の足は、主に徒歩や人力車(既存)が考えられるが、その通

行環境については、観光気分を高め、歩きやすい良質なものとする必要があり、現在進

められている沿道の古い建物の整備と一体となった道路修景舗装のさらなる推進を図ら

なければならない。 

■ 駐車場の整備 

駐車場については、市民アンケートでもその対策が強く求められており、来街者の交

通手段が主に車であることを踏まえ、大型バスも駐車可能な利用しやすい駐車場の整備

が必要である。 

 

② 歴史的資源の活用と再生 

■ 八千代座のさらなる活用 

真夏、真冬の貸館閑散期においても快適な鑑賞環境を提供し、年間を通した利用促進

を図る必要がある。また、八千代座の機能を補完し、地域交流活動を支えるための関連

施設を整備することにより、周辺一帯を文化・観光ゾーンとして位置付け、交流人口の

拡大につなげる必要がある。 

■ さくら湯の再建による集客 

江戸時代に建てられた山鹿温泉のシンボル「さくら湯」を往時の姿に再建することに

より、湯の町山鹿のイメージアップを図り、誘客につなげる。 

また、同じ豊前街道沿いに立地する八千代座、山鹿灯籠民芸館、千代の園酒造資料館

等の観光施設とのルート化を図ることにより、来街者の回遊性を高め、滞在時間の延長

を促す。 

＊＊＊中心市街地活性化の推進課題＊＊＊ 
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■ 豊前街道周辺のたたずまいの維持、発展 

豊前街道に続いて、小路(しゅうじ)の整備を行うことにより、市民にも観光客にも親

しまれ、快適で潤いのある通行空間とする。また、道路環境の整備と併せて沿道の景観

を形成する建物も重要な役割を担うことから、現在推進中のまちなみ整備事業による豊

前街道周辺の面的なたたずまいの維持、発展が必要である。 

■ 祭り、イベントの継続 

中心市街地では、湯の恵みに感謝する春の「山鹿温泉祭」から 30 万人の人出で賑わう

夏の風物詩「山鹿灯籠まつり」、秋の夕べを優雅に過ごす「山鹿風情物語」、冬の町並み

を光のオブジェが彩る「山鹿灯籠浪漫･百華百彩」まで、一年を通して各種の催しが開催

される。これらの催しは、市民のみならず観光客も参加できる、いわゆる観光と文化の

コミュニティ活動であり、今後も継続的な推進が必要である。 

 

③ 暮らしやすい環境の充実 

■ プラザファイブの再整備による商業施設等の充実 

プラザファイブの再整備については、車社会に対応した広く使いやすい駐車場の整備

やバリアフリー化の一層の推進を図ることで次代への機能を兼ね備えた魅力的な商業施

設へとリニューアルを図る必要がある。 

また、子育て支援、高齢者・障害者福祉、市民活動サポート等、市民生活を豊かで快

適なものにするための機能を併せ持つ施設とする必要がある。 

■ 商店街支援制度の継続 

中心市街地の商店街は、プラザファイブを核に買物客を吸引してきたが、中心市街地

外縁部のロードサイドや隣接市町での吸引力の強い専門店･大型店の立地に加え、個店の

消費者嗜好に合った業態への転換の遅れ等により、経営は厳しい状況である。 

本市では、商店街に対し共同施設整備･ソフト事業への補助、空き地空き店舗への家賃

補助等を実施しているが、これらは販売額の減少及び空き店舗の増加に一定の歯止めを

かけており、商店街存続の一助となっていることから、今後も継続的な支援が必要であ

る。 

■ 住宅建設の促進 

人口減少が進む中心市街地におけるコミュニティ活動の維持と地元購買人口を確保す

るため、居住人口を増やす住宅建設の促進が必要である。 

■ 生活道路の整備 

歩いて暮らせるまちづくりの観点から、生活者が安全で快適に歩行できる生活道路の

整備を図る必要がある。特に、高齢化社会に対応した通行環境の整備は不可欠であり、

段差や傾斜が少なく、手すりが配置されるなどバリアフリーにも配慮しなければならな

い。また、要所に自転車･バイクの利用者のための駐輪設備を配置する必要がある。 
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中心市街地活性化のテーマ 

 

中心市街地活性化基本計画では、本市における中心市街地の現状と課題を踏まえ、次

のようにテーマを設定する。 

 

１． いつでも、行きやすい。 

中心市街地への主なアクセス手段は、自家用車、バスであることから、中心市街地と

郊外を結ぶ幹線道路の整備と併行して、交通サインの充実や利用しやすい駐車場の整備

を図ることにより、まちなか交通の利便性を向上させる。 

一方、高齢化社会への対応として、車の運転がしづらくなったお年寄りでも手軽に中

心市街地へ行きやすくする輸送機関の交通サービスを行う。 

また、豊前街道を軸に八千代座、山鹿灯籠民芸館、千代の園酒造資料館といった歴史

的観光資源を結ぶ、回遊性のある散策路を整備することにより、来街者の目を楽しませ、

歩きたくなる歩行空間を演出する。 

 

２． いつでも、山鹿らしさがある。 

山鹿のまちは、豊前街道を中心に栄えた宿場町で“山鹿千軒たらいなし”と言われる

ほどの豊富な湯量を誇る「温泉」、山鹿旦那衆の心意気が築いた明治の芝居小屋「八千代

座」、和紙と少量の糊だけでつくる伝統工芸品「山鹿灯籠」、歴史ある商家が軒を連ねる

「豊前街道」など独自の個性ある文化資源を数多く有しており、これらの宝を活用し、

個性あるまちづくりを推進する。 

また、頭上に灯籠を載せた女性達が優雅に踊る「山鹿灯籠まつり」は、他に類例のな

い山鹿独自の祭りであり、このような祭りを維持する心は、山鹿風情物語や山鹿灯籠浪

漫・百華百彩等、多くの祭りやイベントへ派生しており、これらのさらなる充実を図る

ことにより、四季折々の賑わいを創出し、市民や観光客に山鹿らしい雰囲気を感じても

らう。米米惣門ツアー、山鹿旅先案内人、八千代座案内人等による活動は、観光客に対

する山鹿らしいホスピタリティであり、その心を醸成することで観光地山鹿のイメージ

を高める。 

 

３． いつでも、だれでも暮らしやすい。 

中心市街地においては、生活環境の充実を図るため、既存商店街施設を再整備すると

ともに、不足業種の適正配置を行い、いつでも、買物や飲食がしやすい魅力ある商業空

間の形成を図る。 

医療、福祉、行政等のサービスについても、施設や内容のさらなる充実を図り、誰も

が安心して快適に暮らせるまちづくりを目指す。 

また、住宅建設や道路整備等を行うことにより、居住環境や交通環境の充実を図り、

利便性の高い、歩いて暮らせるまちづくりを目指す。 

 

＊＊＊中心市街地活性化のテーマ＊＊＊ 
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中心市街地の将来像（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊富な湯量を誇る「温泉」、全国で数少ない伝統ある芝居小屋「八千代座」、優雅

で幻想的な「山鹿灯籠まつり」等、これらの文化･観光要素を内包した中心市街地に

商業機能をはじめとした各種都市機能が集積立地していることと、中心市街地への

円滑な交通アクセスがあることで、目指す将来像（イメージ）『来て、観て、歩けば、

住みたくなる湯町（まち）』の実現を図る。 

温泉 

八千代座 

山鹿灯籠まつり 

等 

 

他地域からの円滑な交通アクセス 

  来て、観て、歩けば、住みたくなる湯町
ま  ち

   

中心市街地 

文化･観光要素 

市役所 

税務署 

裁判所 

県地域振興局 

等 

行政機能 

プラザファイブ 

商店街   

 等 

商業機能 

集 合 住 宅 

 等 

居住機能 

病院 

学校・保育園 

子育て支援施設 

  等 

福利機能 
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２．中心市街地の位置及び区域 

 

［１］位置 

位置設定の考え方 

山鹿市の中心市街地の位置は、古くは菊池川水運の集散地であり、豊前街道との結節

点である。現代においても、国道３号、325 号、443 号がつながる交通の要衝である。 

平成 17 年１月の１市４町合併後も、周辺地域を管轄する行政機能等が集積するところ

であり、豊前街道を軸に八千代座、市役所、プラザファイブなどが立地するエリアを本

計画における中心市街地とする。 

 

 

中心市街地の位置 

鹿央地区 

鹿北地区 

山鹿市域 

中心市街地 

山鹿地区 

菊鹿地区 

鹿本地区 
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［２］区域 

区域設定の考え方 

中心市街地の区域は、次の観点から、次図のように設定する。 

① 多様な都心機能の複合による魅力的な中心市街地の形成の観点 
豊前街道を中心に国道３号、325 号、443 号、旧３号沿いに集積する商業機能をはじめ、

菊池川沿い及び宗方通り沿いに集積する温泉･観光機能、旧３号沿いに集積する行政機能
等の配置を勘案する。 
② 中心市街地の魅力の要因である歴史資源及び自然資源との連携の観点 

歴史資源としての豊前街道･往還沿いの歴史的な町並み、その周辺に分布する寺社や八 
千代座、更に小路(しゅうじ)等の歴史的環境地区、更に伝統的な祭りである山鹿灯籠ま
つりにゆかりのある大宮神社等の配置を勘案する。 
自然資源としては、隣接する菊池川及び吉田川があり、この２つの河川環境について、

中心市街地と一体となった環境の改善と活用を目指して総合的な施策展開を進めること
を勘案する。 
③ 既存の関連計画との整合の観点 

都市計画マスタープランにおいて、全体のゾーニングの中で「都心商業地」と位置付
けられ、整備･改善による活性化の必要性が強く言われている区域を勘案する。   
また、現在策定中の都市計画マスタープランに係る市民アンケート調査でも、半数以

上かつ最も多くの回答者がまちづくりにおいて重要な拠点ゾーンとして回答している。 
以上の観点から、東側を宥明堂中村線、南西側を菊池川、北側を吉田川に囲まれた区

域とする。 
 

 

 

中心市街地の区域（平成20年3月） 

〔区域面積 146ha〕 

バスの駅 
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［３］中心市街地要件に適合していることの説明 

要 件 説 明 

第１号要件 

当該市街地に、相当

数の小売商業者が集

積し、及び都市機能が

相当程度集積してお

り、その存在している

市町村の中心として

の役割を果たしてい

る市街地であること 

（１）商業の集積 

当該市街地には、下町、九日町、中町、花見坂、プラザファイ

ブ、上広町、堀明町、東通町、温泉通の９つの商店街が組織され

ており、これらの商店街の合計店舗数は山鹿市全体の商店数の約

５分の１に相当する。 

特にプラザファイブは市内最大の売場面積を持つ大型店舗でも

あり、年間 20 万人の入湯者のある温泉「さくら湯」や市民会館、

市営住宅との複合施設で、市民のコミュニティ形成にとって中心

的施設となっている。 

（２）公共公益施設の集積 

当該市街地には、市役所、県鹿本総合庁舎、警察、税務署、裁

判所、検察庁、法務局等の行政機関、老人福祉センター、医療機

関、郵便局、銀行等の市民サービス施設が多く立地している。（P96

参照） 

さらに、国の重要文化財である「八千代座」をはじめ、歴史的

町並みが形成されている豊前街道や温泉施設等の観光集客施設も

集積している。 

このように、市域面積の５％に満たない地域に小売商業、行政・

文化施設等の公共公益施設が集積しており、様々な都市活動が展

開されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスの駅 

地区の現況図 
（平成 20 年 3月） 
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第２号要件 

 当該市街地の土地

利用及び商業活動の

状況等からみて、機能

的な都市活動の確保

又は経済活力の維持

に支障を生じ、又は生

ずるおそれがあると

認められる市街地で

あること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）商業活動の状況 

小売業については、当該市街地内の７商店街における商店数、

従業者数、年間販売額、売場面積のいずれも実数および全市に占

める割合が平成６年から平成 16 年の 10 年間で著しく減少してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）歩行者通行量の推移 

当該市街地の歩行者通行量については、昭和 63 年を 100 とした

場合、平成 19 年では、総数で平日が 40、休日が 19 と大きく減少

している。平成６年から平成 14 年にかけて若干増加したポイント

もあり、改修により八千代座が再オープンした影響によると考え

られるが、昭和 63 年に比べるといずれのポイントも減少してい

る。 

特にプラザファイブ付近での減少率は大きく、核テナントの撤

退とそれに伴う空き店舗の増加、施設の老朽化等によるものと推

察される。 

 

凡例 
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（３）空き店舗の状況 

当該市街地内の空き店舗数は、平成 11 年度に 82 店舗(空き店舗

率 20.4％)でピークとなり、その後、実数では減少傾向にあった

が、平成 18 年度には再び増加している。 

空き店舗率としては、平成 14 年度から平成 17 年度までは、16％

程度で推移していたが、平成 18、19 年度は増加し、平成 19 年度

は過去最高の空き店舗率で 23.4％となっている。これは、母数と

なる店舗数そのものの減少も影響している状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き店舗の状況
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第３号要件 

 当該市街地におけ

る都市機能の増進及

び経済活力の向上と

総合的かつ一体的に

推進することが、当該

市街地の存在する市

町村及びその周辺の

地域の発展にとって

有効かつ適切である

と認められること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地の活性化は、上位計画である山鹿市総合計画等との

整合性をもって進めることとしており、中心市街地の発展は、山

鹿市全域の発展に有効かつ適切である。 

 

○第一次山鹿市総合計画（平成 18 年３月） 

中心市街地については以下のとおり計画されている。 

コンパクトなまちづくりを目指し、温泉や八千代座をはじめ

とする多くの歴史的・文化的な資産を活かした、まちなみ整備

事業とも協調した魅力ある都市空間づくりを進め、豊前街道を

軸としたまちづくりの継続により、中心市街地の観光産業が他

の分野と連携して活性化の牽引役となれるようハード面から観

光づくりを支援する。また、「住」をはじめとするさまざまな機

能を中心市街地に集約することで少子高齢化対応や財政負担軽

減を図る。 

 

○山鹿市都市計画マスタープラン（平成 10 年９月） 

中心市街地については以下のとおり計画されている。 

本市の行政、文化、商業業務機能の中心性は維持、発展させ

なければならないし、観光拠点としての賑わいを再生しなけれ

ばならない。したがって、21 世紀の山鹿市を実現するうえで、

中心市街地の活性化及び魅力づくりは、本市にとって何より大

切である。 

１）山鹿市を代表する既存ストックの保全と改善 

本市は歴史と伝統のまちである。都心部の活性化は、これ

ら既存ストックの維持、発展に関わる。そのために山鹿市の

都心部を代表するプラザファイブ周辺の中心商業地の機能強

化・更新と豊前街道沿いの歴史的町並み保存を第一目標とし、

次の整備を推進する。 

①中心商業ゾーンの改善整備 

②豊前街道の歴史的町並み保存と市(いち)の再生 
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３．中心市街地の活性化の目標 

 

［１］活性化の目標 

中心市街地の活性化に関する基本的な方針より、活性化の目標を次のように設定する。 

 

＊活性化の推進課題①・②並びに活性化のテーマ１・２より＊ 

① 交通アクセスの向上で来街機会の充実を図り、山鹿のアイデンティティを活用して

来訪者の来街動機を増やす。 

＊活性化の推進課題③並びに活性化のテーマ３より＊ 

② 日常生活に必要な商業施設等の充実を図る。 

 

具体的な内容は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山鹿市では、高齢者等の通院･買物等で車を利用できない者の日常生活の移動手段を確

保するために、あいのりタクシー、市街地循環バスの運行を検討している。このうち、あ

いのりタクシーは平成 19 年６～９月の試行期間を経て、平成 20 年度に事業化を予定して

おり、市街地循環バスは平成 19 年 12 月から試験運行を継続中である。 

一方、中心市街地内では、観光客等の来訪者に山鹿の歴史的資源を活かした歩行環境を

提供するために、豊前街道の整備に加えて、小路(しゅうじ)の整備を計画している。 

また、中心市街地への来街動機としては、プラザファイブ再生事業によるさくら湯の再

建が計画されている。 

八千代座では、これまで利用し難かった夏場や冬場においても快適な環境での鑑賞を実

現するために空調設備の導入を行う。さらに、第２次整備事業として、市民の福祉向上を

図ることを目的とした交流促進の場となる地域交流センターや観光案内･演劇資料を展示

する町並みセンターの整備等が計画されている。 

また、米米惣門ツアー等の山鹿独自の生活文化等を活用した市民活動を奨励し育んでい

くとともに、山鹿灯籠まつりや山鹿灯籠浪漫・百華百彩等の個性ある祭りやイベントにつ

いては、今後もインターネット、雑誌、旅行代理店等を通じ、さらなる情報発信を行う。 

 

① 交通アクセス及び歩行環境の向上とともに来街機会の充実を図り、山鹿のアイデ

ンティティを活用して来訪者の来街動機を増やす。 

内容は以下のとおり。 

・ あいのりタクシー及び市街地循環バスの事業化 

・ 小路(しゅうじ)の整備 

・ さくら湯の再建 

・ 八千代座関連施設の整備 

・ 個性あるまちづくりに資する市民活動の促進 

・ 祭り、イベント等のパブリシティによる情報発信 
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山鹿市が目指す中心市街地は、温泉、歴史、文化等を活かした観光環境に加えて、誰も

が暮らしやすい居住環境である。 

これは、日常生活のための商業施設があり、医療、福祉、行政等のサービス施設が充実

し、様々な人が住める多様な住宅があり、それに合わせた道路、公園等の整備も充実して

いることである。 

商業面では、中心市街地商業の核施設であるプラザファイブの再整備や不足業種の再配

置を行うための空き地空き店舗対策事業が推進されている。 

医療･福祉では、各種病院を通じての介護サービスの充実があり、プラザファイブ再整

備に伴う、子育て支援･高齢者弱者向け施設･市民活動サポート等の市民サービス施設の設

置が予定されている。 

住宅については、市が所有していたプラザファイブ近隣の土地を住宅の用に供する条件

で売却し、周辺の町並みと調和した民間によるマンション建設の計画が進められている。 

道路等の住まい環境の充実については、地域住民の憩い、交流の場となる公園や生活者

が歩きやすい小路(しゅうじ)の整備計画がなされている。 

 

［２］計画期間の考え方 

本基本計画の計画期間は、すでに進捗している事業及び本基本計画で位置付けた事業が

完了し、事業の効果が発現する時期を考慮し、平成 25 年３月までの４年５月とする。 

 

［３］数値目標の設定 

活性化の目標に関するそれぞれの数値目標は、次に示す指標で設定する。 

活性化の目標 数値目標の指標 

① 交通アクセスの向上で来街機会の充実を

図り、山鹿のアイデンティティを活用し

て来訪者の来街動機を増やす。 

① 中心市街地の歩行者通行量 

② 日常生活に必要な商業施設等の充実を図

る。 
② 中心市街地商店街の年間小売販売額 

以下、それぞれの数値目標の設定である。 

 

 

② 日常生活に必要な商業施設等の充実を図る。 

内容は以下のとおり。 

・ 商店街空店舗対策の促進による不足業種の再配置 

・ 販売、医療、福祉、行政等のサービス施設の充実 

・ 民間による住宅建設の促進 

・ 小路(しゅうじ)の整備 
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① 中心市街地の歩行者通行量の目標値 

中心市街地の歩行者通行量の推移は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取り組みを行わなかった場合  

これまでの歩行者通行量の傾向

に基づく、次図の近似曲線を用い

た予測によると、平成 24 年には、

4,211 人／日まで減少すること

(平成 19 年から 215 人／日の自然

減）が予想される。 

 

 

 

 

 

このような状況を踏まえて、中心市街地の歩行者通行量の目標値を次のように設定する。 

 

（１）目標値の設定 

 

 

 

平成 14 年から 19 年(６年間)で約 30％減少という現状の傾向ではあるが、八千代座大修 

理(平成 13 年)の効果で、八千代座を中心として街の賑わいが見られた平成 14 年当時の歩

行者通行量まで今後 10 年間で回復させることを最終目標とし、本計画では約５年先の平

成 24 年を中期目標として、約 5,400 人／日(約 22％増)を目標とする。 

 

4,426 人／日 

（平成 19 年通行量） 

5,400 人／日 

（平成 24 年通行量） 

約 22％の増加 

●　中心市街地の歩行者通行量の推移（調査時間：10時～18時）

昭和63年 平成6年 平成14年 平成19年 昭和63年 平成6年 平成14年 平成19年
市役所前 864 380 504 609 100% 44% 58% 70%
325号(湯の端公園） 950 524 659 589 100% 55% 69% 62%
九日町 906 412 621 414 100% 45% 69% 46%
豊前街道（中町公園） 680 453 591 325 100% 67% 87% 48%
ﾌﾟﾗｻﾞﾌｧｲﾌﾞｸﾙﾒﾔ前 3,600 3,111 1,872 1,160 100% 86% 52% 32%
ﾌﾟﾗｻﾞﾌｧｲﾌﾞ今井土産店前 3,212 2,410 1,579 1,040 100% 75% 49% 32%
温泉通り 485 266 276 271 100% 55% 57% 56%
花見坂 1,398 993 692 436 100% 71% 49% 31%

合　　計 12,095 8,549 6,794 4,844 100% 71% 56% 40%
市役所前 831 259 174 292 100% 31% 21% 35%
325号(湯の端公園） 1,391 466 846 518 100% 34% 61% 37%
九日町 792 637 605 561 100% 80% 76% 71%
豊前街道（中町公園） 817 571 388 283 100% 70% 47% 35%
ﾌﾟﾗｻﾞﾌｧｲﾌﾞｸﾙﾒﾔ前 6,341 3,977 1,444 598 100% 63% 23% 9%
ﾌﾟﾗｻﾞﾌｧｲﾌﾞ今井土産店前 5,611 3,464 1,222 794 100% 62% 22% 14%
温泉通り 770 207 173 179 100% 27% 22% 23%
花見坂 931 641 306 157 100% 69% 33% 17%

合　　計 17,484 10,222 5,158 3,382 100% 58% 30% 19%
13,635 9,027 6,327 4,426 100% 66% 46% 32%

（資料：山鹿商工会議所）
注）　平日･休日合計の平均＝｛（平日合計×5日）＋（休日合計×2日）｝÷7日

平日･休日合計の平均

平日

休日

対昭和63年比人／日
調査地点

年別歩行者通行量

y = 15.8015740 x2 - 63592.0741712 x + 63984417.7055767

R2 = 0.9901522
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（２）増加分の算定 

（a）市街地循環バス運行事業による歩行者通行量の増加 

市街地循環バス運行事業は、中心市街地から国道 325 号沿線地域に点在する商業施設、

学校、会社、病院、市役所等への市民の移動と市街地観光客の移動も想定した交通機関で

ある。主に住宅地が広がる中心市街地の東方面との交通連絡が充実する。 

運行バスの平均乗客数、運行本数、中心市街地へのアクセスシェア、調査地点立寄り箇

所数を試験運行中の状況より設定し、歩行者通行量の増加数を見込むと次のようになる。 

歩行者通行量の増加数 

＝ (ｱ)運行バスの平均乗客数 × (ｲ)運行本数 

× (ｳ)中心市街地へのアクセスシェア × (ｴ)調査地点立寄り箇所数 

(ｱ)運行バスの平均乗客数 

現在の平均乗客数は、3.6 人であるが、これまでの１日最大利用者数／便が

6.38 人であることから、７人と設定 

(ｲ)運行本数 

試験運行の状況と同様に、１日あたり右回り４本、左回り４本の合計８本と

設定 

(ｳ)中心市街地へのアクセスシェア 

やまが市街地循環バス乗降調査結果 ＜調査日：H20.１＞によると、32.7％

の人が中心市街地で乗降していることから、プラザファイブのリニューアルや

さくら湯の再建等による集客施設の整備を考慮し、35％と設定 

(ｴ)調査地点立寄り箇所数 

やまが市街地循環バス利用者聞取り調査結果＜調査日:H20.８＞ によると、

中心市街地で降車した場合に歩行者通行量の調査地点を平均 2.09 カ所通過し

ていることから、市街地循環バスの利用者が中心市街地で降車した場合、平均 

2.09 カ所≒2.1 カ所立寄ると設定 

よって、歩行者通行量の増加数は、 

歩行者通行量の増加数 ＝ (ｱ) × (ｲ) × (ｳ) ×  (ｴ) 

         ＝ ７人 × ８本／日 × 35％ ×  2.1 カ所 
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さくら湯の再建
八千代座の第２次整備

の効果
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         ＝ 41.16 人／日  ≒  41 人／日 （a） 

 

（b）あいのりタクシー運行事業による歩行者通行量の増加 

あいのりタクシー運行事業は、４人乗り小型タクシー又は９人乗りジャンボタクシーを

用い、予約制の乗合方式で降車は山鹿市街地の指定したエリア内であればどこでも可能と

する交通機関である。基本的に路線バス廃止による代替又はバスサービスの無い地区で実

施する。あいのりタクシーの平均利用者数、中心市街地へのアクセスシェア、調査地点立

寄り箇所数を試験運行の結果より設定し、歩行者通行量の増加数を見込むと次のようにな

る。 

歩行者通行量の増加数 

＝ (ｱ) あいのりタクシーの平均利用者数 

× (ｲ)中心市街地へのアクセスシェア × (ｳ)調査地点立寄り箇所数 

(ｱ)あいのりタクシーの平均利用者数 

試験運行の結果によると、山鹿市街地への１日平均利用者数は 1.93 人であ

るが、今後運行地域が拡大される事に伴い、利用者の増加が見込まれる。本格

運行地域の人口が試験運行の地域人口の約 3.5 倍であることを踏まえ、７人と

設定 

(ｲ)中心市街地へのアクセスシェア 

試験運行 ＜H19.６～９＞の結果を見ると、29.6％の人が中心市街地で乗降

していることから、30％と設定 

(ｳ)調査地点立寄り箇所数 

試験運行の利用者への電話聞き取り調査＜調査日：H20.８＞によると、中心

市街地で降車した場合に歩行者通行量の調査地点を平均 1.59 カ所通過してい

ることから、あいのりタクシーの利用者が中心市街地で降車した場合、平均

1.59 カ所 ≒ 1.6 カ所立寄ると設定 

よって、歩行者通行量の増加数は、 

歩行者通行量の増加数 ＝ (ｱ) × (ｲ) × (ｳ) 

         ＝ ７人／日 × 30％ × 1.6 カ所 

＝ 3.36 人／日  ≒  ３人／日（b） 

 

（c）プラザファイブのリニューアルによる歩行者通行量の増加 

プラザファイブのリニューアルでは、現在、店舗面積 5,213 ㎡が約 7,800 ㎡になる予定

である。したがって、この店舗面積増床分約 2,600 ㎡(7,800-5,213)は、中心市街地の店

舗面積増加分となり、中心市街地周辺での大規模商業施設の出店予定がないことから、こ

の増加分は、顧客吸引力のアップにつながると考えられ、それによる歩行者通行量の増加

数を見込むと次のようになる。 

歩行者通行量の増加数 

＝ (ｱ)現在のプラザファイブの店舗面積あたり歩行者通行量 

 × (ｲ) 店舗面積増床分 × (ｳ)調査地点立寄り箇所数 

(ｱ)現在のプラザファイブの店舗面積あたり歩行者通行量 
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プラザファイブのクルメヤ前と今井土産店前の２カ所における平日(月～

金)･休日(土･日)の平均歩行者通行量(平成19年)をリニューアル前の店舗面積

で除した値で、以下のとおり 

【｛〔1,160 人/日(ｸﾙﾒﾔ)＋1,040 人/日(今井)〕× ５日 

＋ 〔598 人/日(ｸﾙﾒﾔ)＋794 人/日(今井)〕× ２日｝ 

÷ ７日 ÷ ２カ所】÷ 5,213 ㎡ ＝ 0.19 人/日･㎡ 

(ｲ)店舗面積増床分 

2,600 ㎡ 

(ｳ)調査地点立寄り箇所数 

プラザファイブ目的の顧客となるので、先のプラザファイブ内の歩行者通行

量調査地点２カ所に立寄ると設定 

よって、歩行者通行量の増加数は、 

歩行者通行量の増加数 ＝ (ｱ) × (ｲ) × (ｳ) 

＝ 0.19 人／日･㎡ × 2,600 ㎡ × ２カ所 

＝ 988 人／日 （c） 

 

（d）さくら湯の再建による歩行者通行量の増加 

プラザファイブの一角にあるさくら湯は、往時を偲ばせる明治期の姿に再建される予定

であり、現在の大衆色の強い浴場から観光要素を併せ持った温泉施設となる計画である。 

したがって、さくら湯の利用者数は 192,279 人(平成 19 年度)であるが、再建される新

たなさくら湯の魅力により、次表に示す過去 10 年間の利用者数で最も多かった平成 11 年

度程度の利用者数を見込めるものと考えられる。 

 

 

 

 

以上のことから、さくら湯再建の波及効果による歩行者通行量の増加数を見込むと次の

ようになる。 

歩行者通行量の増加数 

＝ (ｱ)さくら湯の年間利用者数の増加見込み数 

 ÷ (ｲ)年間日数 × (ｳ)調査地点立寄り箇所数 

(ｱ)さくら湯の年間利用者数の増加見込み数 

新たなさくら湯の魅力により過去10年間で最も利用者の多かった平成11年

度程度の利用を見込み、年間 40,000 人の増加と設定 

(ｲ)年間日数 

365 日 

(ｳ)調査地点立寄り箇所数 

観光要素も盛込んだ温泉となることから利用者の回遊性が考えられ、最も近

い観光施設である山鹿灯籠民芸館に立寄るとして、湯の端公園の１カ所を立寄

ると設定 

●　さくら湯の利用者数

年度 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19
さくら湯(人） 233,904 235,668 223,917 225,336 220,819 201,738 210,020 212,374 200,945 192,279
前年比（％） － 100.8 95.0 100.6 98.0 91.4 104.1 101.1 94.6 95.7
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よって、歩行者通行量の増加数は、 

歩行者通行量の増加数 ＝ (ｱ)  ÷ (ｲ) × (ｳ) 

＝ 40,000 人／年 ÷ 365 日 × １カ所 

＝ 109.58 人／日  ≒  110 人／日 （d） 

 

（e）八千代座第２次整備に伴う入館者数の増加による歩行者通行量の増加 

八千代座の管理資料館として平成４年８月 15 日に夢小蔵がオープンした。 

夢小蔵は、八千代座の歴史を辿る資料や実際に使用された小道具が数多く展示されてお

り、オープン後は次表のように八千代座の入館者数が増えている。 

● 夢小蔵オープン前後の八千代座の入館者数           （人） 

 平成４年度 平成５年度 

入館者数 30,049 41､748 

対前年増加数 － 11,699 

                   資料：「熊本県観光統計調査」 

 

八千代座の第２次整備事業では、空調設備の導入、広場整備、地域交流センターが建設

されることから、夢小蔵がオープンした時と同程度の八千代座入館者数の増加を見込むこ

とができる。 

以上のことから、八千代座の第２次整備事業に伴う入館者数の増加による歩行者通行量

の増加数を見込むと次のようになる。 

歩行者通行量の増加数 

＝ (ｱ) 八千代座の第２次整備事業に伴う入館者数の１日あたり増加数 

 × (ｲ) 調査地点立寄り箇所数 

(ｱ)八千代座の第２次整備事業に伴う入館者数の１日あたり増加数 

夢小蔵オープン前後の増加数 11,699 人／年を見込み、年間日数 365 日で除

して、32.1 人／日 ≒ 32 人／日と設定 

(ｲ)調査地点立寄り箇所数 

観光施設であることから利用者の回遊性が考えられ、最もポピュラーな観光

ルートである山鹿灯籠民芸館、八千代座を通るコースとして、九日町、湯の端

公園の計２カ所を立寄ると設定 

よって、歩行者通行量の増加数は、 

歩行者通行量の増加数 ＝ (ｱ) × (ｲ) 

＝ 32 人／日 × ２カ所 

＝ 64 人／日 （e） 

 

（３）中心市街地の歩行者通行量の目標値 

中心市街地の歩行者通行量の増加数は、次のとおりである。 

（a）＋（b）＋（c）＋（d）＋（e） 

＝ 41 人／日 ＋ ３人／日 ＋ 988 人／日 ＋ 110 人／日 

 ＋ 64 人／日 

＝ 1,206 人（増加数） 
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よって、中心市街地の歩行者通行量の目標値は、 

4,426 人／日 ＋ 1,206 人／日 － 215 人／日 ＝ 5,417 人／日 

（平成 19 年通行量）   （増加数）     （自然減） 

≒  5,400 人／日（約 22％の増加） 

（平成 24 年通行量） 

 

② 中心市街地商店街の年間小売販売額の目標値 

中心市街地商店街全体の商店数、年間小売販売額、売場面積等の推移は、次のとおりで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取り組みを行わなかった場合  

これまでの年間小売販売額の傾

向に基づく、次図の近似曲線を用

いた予測によると、平成 24 年に

は、温泉プラザ商店街は 1,774 百

万円／年、温泉プラザ商店街以外

の他商店街の合計は 632 百万円／

年まで落ち込むこと(平成 19 年か

ら合計1,248百万円(178百万円＋

1,070 百万円)の自然減）が予想さ

れる。 

温泉プラザ商店街年間小売販売額

y = -35.5 x + 73200.0

R2 = 1.0
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2012年(H24)：1,774百万円
［2007年(H19)より178百万円日減少（自然減）］

2007年(H19)：1,952百万円

注）特異値（サンリブ撤退(2002.1)の影響）を除外した 2002 年以降のデ

ータにて推計 

〈ｸﾞﾗﾌ 1〉 

●　中心市街地商店街の年間販売額、売場面積、売場効率の推移

昭和63年 平成３年 平成６年 平成９年 平成14年 平成16年

1988 1991 1994 1997 2002 2004

商店数 中心市街地商店街合計 211 236 223 175 155 141

（店） 温泉プラザ商店街 61 62 60 57 46 45

他商店街合計 150 174 163 118 109 96

同上指数 中心市街地商店街合計 89 100 94 74 66 60

（1991＝100） 温泉プラザ商店街 98 100 97 92 74 73

他商店街合計 86 100 94 68 63 55

年間販売額 中心市街地商店街合計 11,991 14,796 14,724 9,694 5,162 4,216

（百万円） 温泉プラザ商店街 6,890 7,749 7,565 5,927 2,129 2,058

他商店街合計 5,101 7,047 7,159 3,767 3,033 2,158

同上指数 中心市街地商店街合計 81 100 100 66 35 28

（1991＝100） 温泉プラザ商店街 89 100 98 76 27 27

他商店街合計 72 100 102 53 43 31

売場面積 中心市街地商店街合計 18,943 20,288 19,982 17,851 9,958 8,108

（㎡） 温泉プラザ商店街 9,997 9,901 9,773 9,824 4,734 4,107

他商店街合計 8,946 10,387 10,209 8,027 5,224 4,001

同上指数 中心市街地商店街合計 93 100 98 88 49 40

（1991＝100） 温泉プラザ商店街 101 100 99 99 48 41

他商店街合計 86 100 98 77 50 39

売場効率 中心市街地商店街合計 633 729 737 543 518 520

（千円／㎡） 温泉プラザ商店街 689 783 774 603 450 501

他商店街合計 570 678 701 469 581 539

1店当たり販売額 中心市街地商店街合計 57 63 66 55 33 30

（百万円／店） 温泉プラザ商店街 113 125 126 104 46 46

他商店街合計 34 41 44 32 28 22

（資料：商業統計）

注)　温泉プラザ商店街は、プラザファイブ
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このような状況を踏まえて、中心市街地商店街の年間小売販売額の目標値を次のように

設定する。 

 

（１）目標値の設定 

 

 

 

プラザファイブのリニューアルは、自体の売場面積の増加のみならず、周辺商店街の空

き地空き店舗対策の推進へと波及し、このことにより中心商店街の年間小売販売額の増加

を見込むことができる。中心市街地商店街全体の年間小売販売額をサンリブが閉店したも

のの、まだ商店街が元気だった平成 14 年当時の年間小売販売額まで、今後 10 年間で回復

させることを最終目標とし、本計画では約５年先の平成 24 年を中期目標として、約 4,300

百万円(約 18％増)を目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,654 百万円（推計） 

（平成 19 年小売販売額） 

4,300 百万円 

（平成 24 年小売販売額）） 

約 18％の増加 

注）特異値（郊外大型店のﾊｲﾊﾟｰﾓｰﾙﾒﾙｸｽ山鹿店(1995.12:13,119m2）及び

ゆめﾏｰﾄ東山鹿店(1996.11:6,615m2)の出店影響）を除外した 1997 年

以降のデータにて推計 

その他の商店街（温泉プラザ商店街以外の商店街）年間小売販売額

y = -213.885 x + 430969.115

R2 = 0.917
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〈ｸﾞﾗﾌ 2〉 

0

5,000

10,000

15,000

中心商店街 11,991 14,796 14,724 9,694 5,162 4,216 3,654 4,300 

1988

(S63)

1991

(H3)

1994

(H6)

1997

(H9)

2002

(H14)

2004

(H16)

2007

(H19)

[推計]

…
2012

(H24)

年

間

販
売

額

プ ラ ザ改修が

なかった場合

プ ラ ザ改修が

あ った場合

(百万円)

平成24年
目標 　4,300百万円



57 

（２）増加分の算定 

(a) プラザファイブのリニューアルによる年間小売販売額の増加 

プラザファイブのリニューアル後の売場面積は 7,825 ㎡となる計画であるが、そのうち

物販店舗は 6,100 ㎡が予定されている。営業を継続する既存店舗 1,600 ㎡に対して 4,500

㎡が誘致店舗である。 

売場効率はリニューアル効果を考慮し、サンリブやその他の物販店が多数営業していた

平成９年当時の 603 千円／㎡･年と見込むと以下のようになる。 

年間小売販売額の増加額 

＝ ｛(ｱ)リニューアル後の売場面積（物販店舗） 

 × (ｲ)平成９年水準の中心市街地商店街合計の売場効率｝ 

 － (ｳ)平成 19 年温泉プラザ商店街年間小売販売額（推計値） 

(ｱ)リニューアル後の売場面積 

6,100 ㎡ 

(ｲ)平成 9年水準の中心市街地商店街合計の売場効率 

603 千円／㎡･年 ＝ 0.603 百万円／㎡･年 

(ｳ)平成 19 年温泉プラザ商店街年間小売販売額（推計値） 

〈グラフ 1〉の平成 19 年  ＝  1,952 百万円／年 

よって、年間小売販売額の増加額は、 

年間小売販売額の増加額  ＝｛(ｱ) × (ｲ)｝ － (ｳ) 

＝｛6,100 ㎡ × 0.603 百万円／㎡･年｝ － 1,952 百万円／年 

＝ 1,726 百万円／年 （a） 

 

(b) その他の商店街による年間小売販売額の増加 

その他の商店街では、プラザファイブのリニューアルの影響と豊前街道の活性化によ

り、平成 19 年の小売販売額を維持するとし、商店街空き地空き店舗対策事業を拡大実施

年度以外で最も対象店舗数の多かった平成 15 年度並みに実施したと仮定すると、年間小

売販売額の増加額は次のようになる。 

年間小売販売額の増加額 

＝ (ｱ) 平成 19 年の 1店あたり年間小売販売額 

 × (ｲ) 商店街空き地空き店舗対策事業の対象店舗の増加数 

(ｱ)平成 19 年の 1店あたり年間小売販売額 

平成 19 年の温泉プラザ以外の商店街商店数を〈グラフ 2〉の年間小売販売額

と同様に近似式で求めると平成 19 年の商店数（推計値）＝ 73 店(Ａ)となる。 

 

 

 

 

したがって、平成 19 年の１店あたり年間小売販売額 

＝ 平成 19 年温泉プラザ商店街以外の商店街年間小売販売額（推計値） 

÷ 平成 19 年の商店数（推計値） 

1997 2002 2004 2007
（H9) (H14) (H16) (H19)

商店数（店） 118 97 85
近似式による
商店数（店）

119 96 87 73

注）近似式　Y（店数）＝-4.615X（西暦年数）＋9335

年
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＝〈グラフ 2〉の平成 19 年数値 ÷ (Ａ) 

＝ 1,702 百万円 ÷ 73 店 ＝ 23 百万円／店･年 

(ｲ)商店街空き地空き店舗対策事業の対象店舗数の増加数 

その他の商店街(温泉プラザ商店街以外)の小売業で、商店街空き地空き店舗

対策事業の拡大実施年度以外で最も対象店舗数の多かった平成 15 年度の８店

と設定する。 

よって、年間小売販売額の増加額は、 

年間小売販売額の増加額 ＝ (ｱ) × (ｲ) 

＝ 23 百万円／店･年 × ８店 

＝ 184 百万円／年 （b） 

 

（３）中心市街地商店街全体の年間小売販売額の目標値 

中心市街地商店街合計の平成 19 年小売販売額（〈グラフ 1〉と〈グラフ 2〉の平

成 19 年の合計） ＋ （a） ＋ （b） － 自然減 

＝（1,952 百万円＋1,702 百万円）＋1,726 百万円＋184 百万円－1,248 百万円 

（平成 19 年小売販売額）     （増加数）  （増加数）  （自然減） 

＝ 4,316 百万円 ≒ 4,300 百万円（約 18％の増加） 

（平成 24 年小売販売額） 

 

［４］フォローアップについて 

① 中心市街地の歩行者通行量 

事業の進捗状況について毎年度確認し、必要に応じて事業を促進するための措置を講

じていくとともに、計画期間の中間年度にあたる平成 23 年度には数値目標の達成状況を

検証し、必要に応じて目標達成に向けた改善措置を講じていく。また、計画期間の最終

年度終了後についても再度検証等を行う。 

 

② 中心市街地商店街の年間小売販売額 

事業の進捗状況について毎年度確認し、必要に応じて事業を促進するための措置を講

じていくとともに、計画期間の中間年度にあたる平成 23 年度には数値目標の達成状況を

検証し、必要に応じて目標達成に向けた改善措置を講じていく。また、計画期間の最終

年度終了後についても再度検証等を行う。 
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４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施

設の整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項 

 

［１］市街地の整備改善の必要性  

（1） 市街地の整備改善の必要性 

現状分析 

本市の中心市街地は、古くから全国有数の温泉地として名を馳せ、江戸時代は参勤交

代路である豊前街道第一の宿場町として栄えてきた。現在も、国道３号と国道 325 号が

交差する交通の要衝であり、商業、観光、行政、娯楽など様々な市民生活を支える拠点

となっている。 

しかしながら、近年のモータリゼーションの進展や大型店の郊外立地等により、都市

機能が郊外へと拡大しており、中心性を失いつつある。 

こうしたことから、本市では平成 10 年度に策定した旧基本計画に基づき、豊前街道及

び界隈の歴史的町並みの魅力を活かした、賑わいと交流のあるまちを目指して道路･公園

等の環境整備とその沿道の整備を推進してきた。 

具体的な取り組みとしては、身近なまちづくり支援街路事業(歴道事業)による電線類

の地中化や街路灯の整備、歩行者広場等の環境整備、また、建物の修景を促進するまち

なみ整備事業等が挙げられる。 

以上のような取り組みが奏功し、平成 19 年度には「美しいまちなみ大賞」(国土交通

省)を受賞するなど、本市の中心市街地は、独自の魅力を打ち出した魅力ある空間形成が

図られている。 

しかし、一方で慢性的な駐車場不足や不親切で分かりにくい交通サインの整備は喫緊

の課題である。また、歩行空間の整備においても、豊前街道は整備が完了しつつあるが、

街道から一歩入った小路(しゅうじ)については未整備であるため、回遊性に乏しく、観

光客をはじめとする来街者にとって魅力ある歩行空間となっていない。 

事業の必要性 

現状分析を踏まえて、中心市街地への幹線道路、来街者用駐車場及び車両用サインの

整備等により、中心市街地へのアクセスの向上を図る。 

また、豊前街道、小路(しゅうじ)、公園及び歩行者用サイン等を整備することにより

魅力ある歩行空間を創出し、観光客等の回遊性を高める。 

このような事業を実施することは、中心市街地への来街を促進し滞在時間の延長が図

られるため、中心市街地の活性化に必要な事業である。 

 

（2） フォローアップの考え方 

事業の進捗状況について毎年度確認し、必要に応じて事業を促進するための措置を講

じていく。 
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［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：公園･都市

計画公園泉田公園

整備事業 

山鹿市  中心市街地内に魅力的

な都市空間と地域住民の

憩いの場の創出を行うと

ともに市街地内の回遊性

を高める事業であること

から、中心市街地の活性化

に必要である。 

○支援措置名 

社会資本整備総合

交付金（都市再生整

備計画事業(山鹿中

央地区）） 

○実施時期 

平成21年度 

～平成23年度 

 

実施場所：山鹿市

泉町 

事業概要：面積

1,515㎡ 

実施時期：平成21

年度～平成23年度 

事業名：高質空間

形成施設･都市計

画道路西中町泉町

線整備事業 

山鹿市  道路の改修を行い、歩行

者の安全性を確保し、歩い

て暮らせるまちづくりを

目指すものであり、中心市

街地の活性化に必要であ

る。 

○支援措置名 

まちづくり交付金 

○実施時期 

平成20年度 

～平成21年度 

 

実施場所：山鹿市

中町 

事業概要：延長290

ｍ 

実施時期：平成20

年度～平成21年度 

事業名：高質空間

形成施設･金剛乗

寺参道線整備事業 

山鹿市  豊前街道を軸に歴史的

資源を結ぶ回遊性のある

散策ルートとして整備す

るとともに、地区内住民に

も配慮した歩行者優先の

道として整備するもので

あり、中心市街地の活性化

に必要である。 

○支援措置名 

まちづくり交付金 

○実施時期 

平成20年度 

 

 

実施場所：山鹿市

九日町 

事業概要：延長171

ｍ 

実施時期：平成20

年度 

事業名：高質空間

形成施設･裏雨屋

小路線整備事業 

山鹿市  豊前街道を軸に歴史的

資源を結ぶ回遊性のある

散策ルートとして整備す

るとともに、地区内住民に

○支援措置名 

まちづくり交付金 

○実施時期 

平成20年度 

 

実施場所：山鹿市 
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九日町 も配慮した歩行者優先の

道として整備するもので

あり、中心市街地の活性化

に必要である。 

～平成21年度 

事業概要：延長136

ｍ 

実施時期：平成20

年度～平成21年度 

事業名：高質空間

形成施設･宗方口

線整備事業 

山鹿市  豊前街道を軸に歴史的

資源を結ぶ回遊性のある

散策ルートとして整備す

るとともに、地区内住民に

も配慮した歩行者優先の

道として整備するもので

あり、中心市街地の活性化

に必要である。 

○支援措置名 

まちづくり交付金 

○実施時期 

平成21年度 

 

 

実施場所：山鹿市

下町 

事業概要：延長156

ｍ 

実施時期：平成21

年度 

事業名：高質空間

形成施設･中町小

路線整備事業 

山鹿市  豊前街道を軸に歴史的

資源を結ぶ回遊性のある

散策ルートとして整備す

るとともに、地区内住民に

も配慮した歩行者優先の

道として整備するもので

あり、中心市街地の活性化

に必要である。 

○支援措置名 

社会資本整備総合

交付金（都市再生整

備計画事業（山鹿中

央地区）） 

○実施時期 

平成22年度 

 

 

実施場所：山鹿市

温泉通り 

事業概要：延長95 

ｍ 

実施時期：平成22

年度 

事業名：高質空間

形成施設･院の馬

場線整備事業 

山鹿市  豊前街道を軸に歴史的

資源を結ぶ回遊性のある

散策ルートとして整備す

るとともに、地区内住民に

も配慮した歩行者優先の

道として整備するもので

あり、中心市街地の活性化

に必要である。 

○支援措置名 

社会資本整備総合

交付金（都市再生整

備計画事業（山鹿中

央地区）） 

○実施時期 

平成24年度 

 

 

実施場所：山鹿市

下町 

事業概要：延長140

ｍ 

実施時期：平成24

年度 

事業名：高質空間

形成施設･石丸口

線整備事業 

山鹿市  豊前街道を軸に歴史的

資源を結ぶ回遊性のある

散策ルートとして整備す

るとともに、地区内住民に

も配慮した歩行者優先の

道として整備するもので

あり、中心市街地の活性化

○支援措置名 

社会資本整備総合

交付金（都市再生整

備計画事業（山鹿中

央地区）） 

○実施時期 

平成22年度 

 

実施場所：山鹿市

中町 

事業概要：延長133

ｍ 
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実施時期：平成22

年度 

に必要である。 

 

 

事業名：高質空間

形成施設･玄小路

線整備事業 

山鹿市  豊前街道を軸に歴史的

資源を結ぶ回遊性のある

散策ルートとして整備す

るとともに、地区内住民に

も配慮した歩行者優先の

道として整備するもので

あり、中心市街地の活性化

に必要である。 

○支援措置名 

社会資本整備総合

交付金（都市再生整

備計画事業（山鹿中

央地区）） 

○実施時期 

平成23年度 

 

 

実施場所：山鹿市

日吉町 

事業概要：延長286 

ｍ 

実施時期：平成23

年度 

事業名：地域創造

支援事業･まちな

み整備事業･豊前

街道 

民間 豊前街道沿いの歴史的

景観形成建造物の保全と

修景事業に対して、経費の

一部を助成し、良好な景観

形成に努める事業であり、

商業や観光振興など街の

活力と魅力向上に寄与す

ることから、中心市街地の

活性化に必要である。 

○支援措置名 

まちづくり交付金 

○実施時期    

平成20年度 

 

 

 

実施場所：山鹿市

豊前街道沿道ゾー

ン 

事業概要：3件 

実施時期：平成20

年度～平成24年度 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：電線共同

溝事業･国道３号 

国（国土

交通省） 

安全で快適な通行空間

の確保と都市景観の向上

や防災性の向上を目指し

整備するものであり、本市

の骨格となる幹線道路を

整備することで整備効果

が大きく、中心市街地の活

性化に必要である。 

○支援措置名 

道路事業 

○実施時期 

平成20年度～ 

 

実施場所：国道３

号（新町～大橋通） 

事業概要：延長約

1,000ｍ 

実施時期：平成20

年度～ 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：合併支援

道路整備事業 

山鹿市  山鹿市の円滑な道路交

通網を担い、市内中心部と

菊鹿地域及び鹿本地域を

結ぶ幹線道路整備事業で

あることから、中心市街地

の活性化に必要である。 

○支援措置名 

合併特例事業債 

○実施時期 

平成18年度～ 

 

実施場所：山鹿市

方保田 

事業概要：十三部

御宇田線道路改良

工事 

延長L=1,100m 

幅員W=9.25m 

実施時期：平成17

年度～ 

事業名：合併支援

道路整備事業 

山鹿市  山鹿市の円滑な道路交

通網を担い、市内中心部と

菊鹿地域及び鹿本地域を

結ぶ幹線道路整備事業で

あることから、中心市街地

の活性化に必要である。 

 

 

 

 

○支援措置名 

合併特例事業債 

○実施時期 

平成18年度～ 

 

実施場所：山鹿市

蒲生 

事業概要：吹上稲

田線道路改良工事 

延長L=2,200m 

幅員W=9.25m 

実施時期：平成17

年度～ 

事業名：合併支援

道路整備事業 

山鹿市  山鹿市の円滑な道路交

通網を担い、市内中心部と

鹿央地域を結ぶ幹線道路

整備事業であることから、

中心市街地の活性化に必

要である。 

○支援措置名 

合併特例事業債 

○実施時期 

平成20年度～ 

 

実施場所：山鹿市

長坂 

事業概要：福原長

坂線道路改良工事 

延長L=1,600m 

幅員W=9.25m 

実施時期：平成19

年度～ 

事業名：まちなみ

整備事業 

民間  豊前街道沿いの歴史的

景観形成建造物の保全と

修景事業に対して、経費の

一部を助成し、良好な景観

形成に努める事業であり、

○支援措置名 

山鹿市まちなみ整

備事業補助金 

○実施時期    

平成21年度 

 

実施場所：山鹿市

豊前街道沿道ゾー

ン 
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事業概要：９件 商業や観光振興など街の

活力と魅力向上に寄与す

ることから、中心市街地の

活性化に必要である。 

～平成24年度 

実施時期：平成21

年度～平成24年度  

事業名：駐車場整

備事業 

山鹿市  観光客及び買物客の利

便に供し、大型バスも駐車

可能な駐車場を整備する

ことにより、中心市街地に

おける駐車場不足が解消

されることから、中心市街

地の活性化に必要である。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：山鹿市

上町 

事業概要：5,940

㎡・観光バス及び

一般駐車場の整備 

実施時期：平成22

年度 
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５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

 

［１］都市福利施設の整備の必要性  

（1） 都市福利施設の整備の必要性 

現状分析 

本市の中心市街地には、公共施設、医療施設、教育文化施設等の都市福利機能の集積が

図られている。 

本市の市民コミュニティはこれら都市機能に加え、文化の殿堂「八千代座」や市民会館、

さくら湯、温泉プール等を有する複合施設プラザファイブ、さらに山鹿灯籠まつり等の行

事･催しを通じて形成されてきた。    

特に八千代座は、歴史ある観光資源であり、市民の交流施設でもある。そのため、市民

の相互交流を目的としたハード･ソフト両面からの施設の充実が進められている。 

一方で、高齢者のいきがいづくりの拠点や子育てサポート施設など、市民が憩い、コミ

ュニティを醸成する場が不足している。 

事業の必要性 

現状分析で示すように、中心市街地にある歴史的文化施設や行事･催しを通じた市民コ

ミュニティの形成、高齢化社会へ向けた高齢者生活サービスの提供、加えて子育てや障害

者への支援のための都市福利施設の整備は、様々な立場の市民が安心で快適な生活を送る

うえで欠かすことのできない重要なものであり、中心市街地の活性化に必要なものであ

る。 

 

（2） フォローアップの考え方 

事業の進捗状況について毎年度確認し、必要に応じて事業を促進するための措置を講じ

ていく。 

 

 

［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 
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（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：地域生活

基盤施設･八千代

座第２次整備事業 

山鹿市 本市の代表的な観光文

化施設である八千代座の

関連施設を整備すること

により、市民の相互交流を

目的としたコミュニティ

活動を支える中核的な施

設としての整備が図られ、

中心市街地の活性化に必

要である。 

○支援措置名 

まちづくり交付金 

○実施時期 

平成21年度 

 

 

実施場所：木戸前

広場 

事業概要：木戸前

広場整備 P19の

イメージ図⑤参照 

実施時期：平成21

年度 

事業名：さくら湯

再生及び公園整備

事業（山鹿市プラ

ザファイブ地区） 

山鹿市  山鹿の元湯であり、古く

から市民に親しまれてき

たさくら湯を再建し、周辺

を公園化することにより、

商業施設と一体化した面

的整備が図られ、それらの

相乗効果により中心市街

地の活性化を推進するこ

とができる。 

○支援措置名 

社会資本整備総合

交付金（暮らし･

にぎわい再生事業

(山鹿市プラザフ

ァイブ地区)） 

○実施時期 

平成21年度 

～平成24年度 

 

実施場所：山鹿1

番地 

事業概要：さくら

湯の再建及び周辺

の公園整備 

実施時期：平成21

年度～平成24年度 

事業名：プラザフ

ァイブ再生事業

(施設整備事業) 

温泉プラ

ザ山鹿管

理組合法

人 

 

温泉プラ

ザ建替え

組合 

本市商業の核施設であ

る再開発ビル「プラザファ

イブ」をコンパクトにリニ

ューアルし、店舗の再編、

商業機能等の集積を図る

ことで、魅力ある中心市街

地の商業核、交流空間が再

生され、周辺商店街への波

及効果が期待できること

から、中心市街地の活性化

に必要である。 

○支援措置名 

暮らし･にぎわい

再生事業 

○実施時期 

平成18年度 

～平成21年度 

 

実施場所：山鹿市

山鹿１番地(プラ

ザファイブ地区) 

事業概要：再開発

ビルのリニューア

ルによる、中心市

街地の商業核、交

流空間の形成 

実施時期：平成18

年度～平成21年度 

事業名：地域生活

基盤施設･八千代

山鹿市 本市の代表的な観光文

化施設である八千代座の

○支援措置名 

社会資本整備総合
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座交流館前広場 関連施設を整備すること

により、市民の相互交流を

目的としたコミュニティ

活動を支える中核的な施

設としての整備が図られ、

中心市街地の活性化に必

要である。 

交付金（都市再生

整備計画事業(山

鹿中央地区)） 

○実施時期 

平成24年度 

 

実施場所：八千代

座交流館前 

事業概要：観光客

や地域住民のため

の多目的広場の整

備 

実施時期：平成24

年度 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置

付け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

そ の 他 の

事項 

事業名：八千代座

第２次整備事業

八千代座交流施

設建設 

山鹿市 本市の代表的な観光

文化施設である八千代

座の、関連施設を整備す

ることにより、市民の相

互交流を目的としたコ

ミュニティ活動を支え

る中核的な施設として

の整備が図られ、中心市

街地の活性化に必要で

ある。 

○支援措置名 

地域活性化・経済危

機対策臨時交付金 

○実施時期 

平成21年度 

～平成22年度 

 

 

 

実施場所：地域交

流センター 

事業概要：建設 

P19のイメージ図

④参照 

実施時期：平成20

年度～平成22年

度 

 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：八千代座

第２次整備事業空

調設備導入  

山鹿市 本市の代表的な観光文

化施設である八千代座本

体の機能を改善すること

により、年間を通じた利用

促進が図られることから

中心市街地の活性化に必

要である。 

○支援措置名 

熊本県地域振興総

合補助金 

○実施時期 

平成20年度 

 

 

実施場所：八千代

座便所 

事業概要：空調設 

備の導入 
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P19のイメージ図

⑦参照 

実施時期：平成20 

年度 

事業名：障害者地

域活動支援センタ

ー事業 

山鹿市 

( 社 会 福

祉法人に

委託) 

交流事業を通して障害

者の社会参加を促進する

コミュニティの醸成や誰

もが暮らしやすいユニバ

ーサルデザインのまちづ

くりの整備が図られるこ

とから、中心市街地の活性

化に必要である。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

    － 

 

実施場所：プラザ

ファイブ 

事業概要：障害者

交流サロン(ピア

ピア) 

実施時期：平成 14 

年度～ 

事業名：街中サロ

ン事業 

ＮＰＯ法

人やまが

元気倶楽

部 

 

 

高齢者の健康といきが

いづくりの拠点及び子育

てサポート施設として整

備されることから、中心市

街地の活性化に必要であ

る。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：プラザ

ファイブ 

事業概要：高齢者

のコミュニティ活

動促進及び子育て

相談等の実施 

実施時期：平成23 

年度～ 
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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のため

の事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

 

［１］街なか居住の推進の必要性  

（1） 街なか居住の推進の必要性 

現状分析 

近年、住宅地は道路が整備され、大型店の立地する郊外へと広がっており、中心市街地

の人口、世帯数も漸減傾向にあり、それに伴い中心市街地の空き家が増加している。 

中心市街地内には、老朽化した市営住宅が数多く存在しているにもかかわらず、改修や

建替えが進まず、高齢者や子育て世帯等が住みやすい住宅が不足している。 

中心市街地には、商業、医療、福祉、行政などの生活利便施設が充実しており、居住の

潜在的需要は、高齢者を中心に高いと思われる。 

事業の必要性 

現状分析を踏まえて、中心市街地活性化基本計画における街なか居住の推進について

は、現在進められている山鹿市住宅総合計画に沿って、中心市街地に点在する空き地空き 

家の流通促進を通じて行われる必要がある。 

また、今後の高齢化社会への展望を考慮すると、高齢者へも配慮したユニバーサルデザ

インの住宅による居住空間の供給が望まれ、加えて、街なか居住志向の背景となる居住環

境の整備がその一助になると考えられる。今後、実施予定の道路・公園の整備改善、プラ

ザファイブのリニューアル、福祉サービス施設の整備、市庁舎の現地建替え等により都市

機能がさらに集約、充実することで、高齢者や子育て世帯をはじめとした需要が期待でき

る。        

よって、居住人口の街なかへの回帰を促進するため、以上のような中心市街地の魅力を

高める住宅及び環境整備に資する事業が必要である。 

 

（2） フォローアップの考え方 

事業の進捗状況について毎年度確認し、必要に応じて事業を促進するための措置を講じ

ていく。 

 

 

［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし。 
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（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：都心住宅

の建設 

民間 住宅の用に供すること

を原則とした土地利用制

限付きの市有地を民間が

買受け、住宅を建設するこ

とは、街なか居住を促進

し、中心市街地の賑わいを

創出するために必要であ

る。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：花見坂

山鹿温泉駐車場跡

地 

事業概要：分譲住

宅の建設(総戸

数：10戸) 

実施時期：平成20 

年度～ 
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７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事

業及び措置に関する事項 

 

［１］商業の活性化の必要性  

（1） 商業の活性化の必要性 

現状分析 

昭和 50 年、山鹿市の中心市街地に都市再開発法に基づく市街地再開発事業により、大

規模な商業施設「プラザファイブ」がオープンし、中心市街地の商店街と相まって周辺市

町からの顧客を吸引し続けた。 

しかし、近年の中心商店街は周辺へのロードサイド店の出店、消費者の価値観や購買手

段の多様化等の環境変化の中で、著しく売上額が減少するとともに、後継者不足等に伴う

空き店舗の増加により、かつての賑わいを失い、空洞化が顕在化している。       

加えて、プラザファイブビルの老朽化、機能低下がその衰退に拍車をかけ、急速に商業

力の低下を招いている。 

事業の必要性 

現状分析で示すように、山鹿市の中心商店街は、プラザファイブを中心として発展して

きたが、平成 14 年のキーテナント撤退に伴い、空き床が全体の 50％を超えるなど求心力

が失われ、周辺商店街への波及効果も低下している。 

そのため、現在、プラザファイブではかつての活力を取り戻すために、店舗再編、商業

機能等の集積を図る目的で既存建物を活かしたリニューアル事業を推進している。  

一方、各商店街においても空き地空き店舗の有効利用、共同施設の整備、活力あるイベ

ントの実施等、行政支援を活用した自助努力が始められている。特に、豊前街道周辺の商

店街では、歴史的景観形成を目指した建物の修景も進められ、観光と商業が連携した各種

観光イベント等が実施されており、その町並みを活かした取り組みが新たな誘客の呼び水

となっている。 

よって、プラザファイブの再生及び豊前街道を軸とした商業の活性化を図ることは、中

心市街地活性化の重要な要素であり、賑わいと活力の創出に資する活性化の事業が必要で

ある。 

 

（2） フォローアップの考え方 

事業の進捗状況について毎年度確認し、必要に応じて事業を促進するための措置を講じ

ていく。 
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［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業等 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名： プラザフ

ァイブ再生事業

(テナントミック

ス事業) 

協同組合

山鹿温泉

商店街 

本市商業の核施設であ

る再開発ビル「プラザファ

イブ」をコンパクトにリニ

ューアルし、テナントミッ

クスに資する保留床の買

取り等による店舗の再編、

商業機能等の集積を図る

ことで、魅力ある中心市街

地の商業核、交流空間が再

生され、周辺商店街への波

及効果が期待できること

から、中心市街地の活性化

に必要な事業である。 

○措置の内容 

中小小売商業高度

化事業に係る特定

民間中心市街地活

性化事業計画の主

務大臣認定 

○実施時期 

平成21年度 

戦略的中

心市街地

中小商業

等活性化

支援事業

費補助金

を活用（経

済産業省） 

実施場所：山鹿市

山鹿１番地 

事業概要：再開発

ビルのリニューア

ルによる中心市街

地の商業核、交流

空間の形成 

実施時期：平成21

年度 

■ 当該中小小売商業高度化事業が当該中心市街地内における他の商店街等への商業活性化に係る取組

にもたらす影響（当該商店街等及び当該中心市街地内における他の商店街等の来街者数の現況等） 

・ 中心市街地の歩行者通行量の状況は、P12 の１．［２］（２）④、P45～46 の２．［３］（２）、P50 の

３．［２］①前文に記載。 

・ 当事業は、中心市街地の中心に位置する商業施設であるプラザファイブをリニューアルすることで、

中心市街地への集客効果が生まれ、周辺商店街への波及効果が期待でき、中心市街地全体の活性化

に貢献するものである。 

■ 個店の活力や集客力、営業状態等が全体の魅力の向上にどのように結び付き、また逆に、商店街の

特性や共同事業の成否が構成店舗の活力の向上にどのように結び付いているのか、「個々の取組」と

「共同的な取組」との連動内容 

・ プラザファイブのテナントミックスは、P32 の１．［３］⑫に示すように、市民の意向は「中心市街

地が活性化するために今後すべきこと」として、『新しく魅力ある店舗や施設立地をさせること』が

群を抜いて多いことから、新しいテナントミックスによる個々の魅力ある店舗の取組は、来街者の

来街動機となると考えられる。一方で、新しいコンセプト(ライフスタイルセンター)の元での商業

施設の共同のテナントミックスは、新規店舗だけでなく既存店舗も含め、全体として魅力ある集客

核となることから、新鮮な商業の場を創出するものと考えられる。 

このように、プラサファイブ再生事業では、「個々の取組」と「共同的な取組」は、商業施設全体の

魅力の向上に連動していると考える。 

■ 当該中小小売商業高度化事業に影響を与える空き店舗数･率の現況 

・ 現況は、P15 の１．［２］（２）⑤に記載。 

・ 当事業では、プラザファイブの空き店舗は、新たなテナントミックスにより解消される。また、プ

ラザファイブが中心市街地の集客核であることから、中心市街地への商業者の出店動機へとつなが

り、中心市街地商店街の空き店舗の低減にも寄与するものと考える。 

■ 文教施設、医療施設、公共事業等まちの諸事業と連動した中小小売商業高度化事業であること 

・ プラザファイブのリニューアルと併せて、さくら湯は往時を偲ばせる姿に再建され、豊前街道周辺

では回遊者のための歩行空間である小路(しゅうじ)の環境整備が図られる等、これらまちの諸事業

と連動した中小小売商業高度化事業である。 
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事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：大規模小

売店舗立地法特例

区域の指定の要請 

山鹿市  中心市街地の商業核と

して再生を目指すプラザ

ファイブは、平成 14 年度

に核テナントが撤退した

ことにより、個店の閉店が

相次ぎ、現在、50％以上が

空き床となっている。同地

区における大規模小売店

舗立地法の手続きを簡略

化することにより、大規模

商業施設の進出を支援。集

客力を持つ魅力ある核テ

ナントの誘致が促進され

ることから、中心市街地の

活性化に必要な事業であ

る。 

○支援措置名 

大規模小売店舗立

地法の特例（第１

種） 

○実施時期 

平成 21 年度～ 

 

実施場所：山鹿市

山鹿１番地 

事業概要：大規模

小売店舗立地法の

手続きが大幅に緩

和される「第１種

特例区域」の指定

についての県への

要請 

実施時期：平成 21

年度～ 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名： プラザフ

ァイブ再生事業

(テナントミック

ス事業) 

協同組合

山鹿温泉

商店街 

 本市商業の核施設であ

る再開発ビル「プラザファ

イブ」をコンパクトにリニ

ューアルし、テナントミッ

クスに資する保留床の買

取り等による店舗の再編、

商業機能等の集積を図る

ことで、魅力ある中心市街

地の商業核、交流空間が再

生され、周辺商店街への波

及効果が期待できること

から、中心市街地の活性化

に必要な事業である。 

○支援措置名 

戦略的中心市街地

中小商業等活性化

支援事業費補助金 

○実施時期 

平成21年度  

 

実施場所：山鹿市

山鹿１番地 

事業概要：再開発

ビルのリニューア

ルによる中心市街

地の商業核、交流

空間の形成 

実施時期：平成21

年度 

事業名：地域創造

支援事業･商店街

空き地空き店舗対

策事業 

商店街 各商店街に点在する空

き地空き店舗を有効利用

する新規開業者に対し、借

家料等の支援を行うこと

○支援措置名 

まちづくり交付金 

○実施時期 

平成20年度 
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実施場所：市内商

店街等 

により空き地空き店舗解

消の一助となり、賑わいあ

る明るい商店街を形成で

きる事業であることから、

中心市街地の活性化に必

要である。 

 

事業概要：商店街

の空き地空き店舗

解消のための支援 

実施時期：平成20

年度～平成24年度 

事業名：商店街空

き地空き店舗対策

事業 

山鹿市 各商店街に点在する空

き地空き店舗を有効利用

する新規開業者に対し、借

家料等の支援を行うこと

により空き地空き店舗解

消の一助となり、賑わいあ

る明るい商店街を形成で

きる事業であることから、

中心市街地の活性化に必

要である。 

○支援措置名 

中心市街地活性化

ソフト事業 

○実施時期 

平成11年度～ 

 

実施場所：各商店

街 

事業概要：商店街

の空き地空き店舗

解消のための支援 

実施時期：平成９

年度～ 

事業名：がんばる

商店街支援事業 

山鹿市 商店街及び商店街と連

携した組織が実施するソ

フト・ハード事業に対し支

援を行うことにより、魅力

ある商店街の形成と商店

街の振興が図られる。ま

た、商店街と地域住民との

連携を深め、コミュニティ

づくりを推進することか

ら中心市街地の活性化に

必要な事業である。 

○支援措置名 

中心市街地活性化

ソフト事業 

○実施時期 

平成20年度～ 

 

実施場所：各商店

街 

事業概要：商店街

等が自主的に取り

組むソフト・ハー

ド事業に対する支

援 

実施時期：平成20

年度～ 

事業名：山鹿灯籠

浪漫･百華百彩 

山鹿灯籠

浪 漫 ･ 百

華百彩実

行委員会 

 山鹿風情物語が八千代

座のみを会場に開くのに

対し、舞台を豊前街道まで

拡げ開催している。観光協

会をはじめ大学、商店街、

行政など地域住民が一体

となり取組んでおり、観光

閑散期である冬場の開催

にもかかわらず、年々、入

込客数を伸ばすなど商業

活性化にも大きく貢献し

ている。 

○支援措置名 

・中心市街地活性

化ソフト事業 

・山鹿灯籠浪漫･

百華百彩事業実施

補助金 

○実施時期 

平成 14 年度～ 

 

実施場所：八千代

座及び豊前街道周

辺 

事業概要：豊前街

道の魅力アップと

商店街の振興を図

るソフト事業 

実施時期：平成14

年度～ 
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事業名：歴史的祭

りによる賑わい創

出 

各種実行

委員会 

「山鹿灯籠まつり」や

「山鹿温泉祭」など歴史あ

るこれらの祭りは、これま

で官民一体となり取組み、

長い歳月を経て育んでき

たものであり、観光振興や

商店街の賑わいに寄与し

てきた。今後もこれらの伝

統を継承しながら新たな

魅力を付加し推進してい

くことは、中心市街地の一

層の活性化に必要である。 

○支援措置名 

・中心市街地活性

化ソフト事業 

・山鹿灯籠まつり

実行委員会補助金 

・山鹿温泉祭実行

委員会補助金 

○実施時期 

平成 11 年度～                                                            

 

実施場所：中心市

街地内 

事業概要：既存の

祭りを継承、推進

することによる地

域興し 

実施時期：過去よ

り継続実施 

事業名：誘客宣伝

事業 

山鹿市  観光振興に携わる団体

等と連携し、豊富な観光資

源を活用した効果的なＰ

Ｒを図ることで、年間を通

した固定客の確保と新し

い客層の掘り起こしを行

う。また、観光資源を見直

し、個性的で戦略的な活用

方策として観光基本計画

の策定に取り組む。 

○支援措置名 

中心市街地活性化

ソフト事業 

○実施時期 

平成 11 年度～ 

 

 

 

 

 

 

実施場所：全国各

地 

事業概要：効果的

な誘客宣伝活動に

よる観光客の誘致

促進 

実施時期：平成11 

年度～ 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：八千代座

100周年記念事業 

八千代座

100 周 年

実行委員

会 

明治43(1910)年に建て

られた八千代座は、平成22

年に建設100年、翌23年に

開業100年を迎える。この

100周年を契機に八千代座

から山鹿市を全国に広く

ＰＲし、観光誘客に努める

と同時に文化市民団体を

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：八千代

座及びその周辺 

事業概要：八千代

座100周年に伴う

文化振興及び文化

育成 
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実施時期：平成22 

年度～平成23年度 

育成し、新たな市民文化を

創造することで市内の文

化芸術活動の活性化を推

進する。 

事業名：豊前街道

八千代座まつり 

豊前街道

八千代座

まつり実

行委員会 

 

「市民のまつりは市民の

手で」を合言葉に豊前街道

沿いの４つの商店街及び

地域住民が協力して各種

催しを行うことにより、商

店街同士の連携強化と八

千代座～豊前街道を軸と

した商店街の賑わい創出

が図られることから、中心

市街地の活性化に必要で

ある。 

○支援措置名 

山鹿市がんばる商

店街支援事業補助

金 

○実施時期 

平成13年度 

～平成20年度 

 

 

実施場所：八千代

座及び豊前街道周

辺 

事業概要：豊前街

道の魅力アップと

商店街の振興を図

るソフト事業 

実施時期：平成２

年度～平成20年度 

事業名：やまが七

夕聖天祭 

九日町商

店街 

商店街の中心にある金

剛乗寺の祭事と観光客や

地域住民を楽しませる祭

りをかけ合せ、七夕のイベ

ントとして実施。商店街の

賑わい創出とともにご利

益観光スポットとしての

金剛乗寺もＰＲできるこ

とから、中心市街地の活性

化に必要である。 

○支援措置名 

山鹿市がんばる商

店街支援事業補助

金 

○実施時期 

継続実施 

 

 

実施場所：九日町

商店街、金剛乗寺

境内 

事業概要：商店街

の振興を図るソフ

ト事業 

実施時期：平成18

年度～ 

事業名：さくら湯

オープニングイベ

ント 

山鹿市  山鹿温泉のシンボルで

ある「さくら湯」の再建は、

中心市街地活性化への大

きな貢献が期待でき、オー

プニングイベントを通じ

てさくら湯と山鹿の歴

史・伝統を次世代へつなぐ

ことにより、地域に誇りと

活力を注ぐ。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：さくら

湯とその周辺 

事業概要：さくら

湯再建を記念した

イベントを実施 

実施時期：平成24

年度 

事業名：肥後国衆

一揆兜まつり 

肥後国衆

一揆兜ま

つり実行

委員会 

肥後国衆一揆にまつわ

る山鹿の歴史をまちづく

りに活かそうと平成18年

度から開催。商店街の賑わ

○支援措置名 

山鹿市地域活動補

助金 

○実施時期 

 

実施場所：豊前街

道 
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事業概要：商店街 

の振興を図るソフ 

ト事業 

い創出が期待できること

から、中心市街地の活性化

に必要である。 

平成20年度 

 

実施時期：平成 18

年度～平成21年度 

事業名：スポーツ

イベント誘致事業 

山鹿市 スポーツイベントを積

極的に誘致することによ

り、交流人口の拡大が図ら

れ、宿泊需要の創出、観光

産業の振興等、地域経済の

活性化に資するため、中心

市街地の活性化に必要で

ある。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：カルチ

ャースポーツセン

ター 

事業概要：スポー

ツイベントの誘致

受入れ 

実施時期：平成 20

年度～ 

事業名：山鹿風情

物語 

山鹿温泉

観光協会 

 中心市街地活性化と密

接なかかわりがあるとと

もに、貴重な観光資源であ

る八千代座をクローズア

ップさせたイベントを実

施。より多くの観光客を呼

び込むことにより、商業振

興に大きな効果が期待で

きる。 

○支援措置名 

山鹿風情物語事業

実施補助金 

○実施時期 

平成 11 年度～ 

 

実施場所：八千代

座 

事業概要：山鹿灯

籠踊りと山鹿太鼓

の共演 

実施時期：平成 11

年度～ 

事業名：語り部と

歩く山鹿探訪 

山鹿市旅

先案内人

の会 

 

下町惣門

会 

 

山鹿温泉

観光協会 

山鹿の観光ガイド役と

して歴史と文化を土地の

言葉で案内する「山鹿市旅

先案内人の会」、“米”を

テーマに試飲、試食をしな

がら町並みを楽しむ「米米

惣門ツアー」、軽快な足取

りとトークで市内名所を

案内する「山鹿人力車」こ

れら語り部達による案内

は、心温まる山鹿独自のホ

スピタリティとして観光

振興に寄与することから、

中心市街地の活性化に必

要である。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：豊前街

道界隈 

事業概要：わが町

を愛する語り部が

心を込めて観光客

を案内する 

実施時期： 

･旅先案内人の会 

平成 6年度～ 

･米米惣門ツアー 

平成 12 年度～ 

･山鹿人力車 

平成 15 年度～ 
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事業名：山鹿灯籠

踊り保存会による

観光宣伝事業 

山鹿灯籠

踊り保存

会 

 和紙と糊だけで作られ

た灯籠を頭に載せて優雅

に踊る山鹿灯籠踊り保存

会は未婚女性(踊り手)と

地方から成り、創立以来、

山鹿灯籠まつりをはじめ

とする市内外の各種イベ

ントに積極的に参加して

きた。現在では、国内に留

まらず海外公演にも出演

している。今後も事業を継

続していくことは、誘客促

進及び観光地としての魅

力向上につながることか

ら中心市街地の活性化に

必要である。 

○支援措置名 

山鹿灯籠踊り保存

会補助金 

○実施時期 

継続実施                                                                                                 

 

実施場所：全国各

地 

事業概要：郷土芸

能「山鹿灯籠踊り」

による誘客宣伝 

実施時期：昭和 29

年度～ 

事業名：一店逸品

運動 

山鹿商店

街連盟 

 

各商店街 

個店が自店の取扱商品

にこだわりを持った逸品

を開発し、それを商店街内

の各店が理解し紹介し合

う。また、各個店が逸品や

こだわりをチラシ・ポスタ

ー等により店頭で紹介を

行い、消費者へのＰＲを図

る。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：各商店 

事業概要：一店逸

品の相互紹介とＰ

Ｒ 

実施時期：継続実

施 

事業名：ポイント

カード事業 

各商店街 現在行っている YOUYOU

カードへの加入をプラザ

ファイブ全店に義務付け

るとともに、中心市街地内

各商店街の希望店の加入

を図り、中心市街地のポイ

ントカードへと発展させ

る。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：各商店 

事業概要：ポイン

トカード事業参加

者の拡大 

実施時期：継続実

施 

事業名：共通駐車

券事業 

商店街等 プラザファイブが整備

する駐車場を中心市街地

内全体の駐車場として位

置付け、中心市街地の各店

舗利用客にも利用しても

らえるよう、駐車券の発行

を促す。将来は、中心市街

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：商店街

等 

事業概要：有料駐

車場をネットワー

クした共通駐車券
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システムの導入 地内の有料駐車場をネッ

トワークした共通駐車券

システムの導入を目指す。 
実施時期：平成 21

年度～ 

事業名：消費者動

向調査事業 

中心市街

地活性化

協議会 

 

 

中心市街地商店街のモ

ニターとして公募、契約し

た消費者に商店街の活動

や評判等をモニタリング

してもらい、定期的に意見

を吸い上げることで、全体

のサービス向上を目指す。

また、崇城大学と連携を図

り、市中心部の買物客の動

向調査をはじめ、各種調査

を実施することで、消費者

の視点における中心市街

地の現状と課題を認識し、

今後の活性化につなげる。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：商店街

等 

事業概要：商店街

に対する消費者の

意向把握調査等に

よる現状と課題の

認識 

実施時期：平成 20

年度～ 

事業名：豊前街道

まちあるき企画～

ぶらぶぜんプロジ

ェクト 

商店街等 八千代座やさくら湯、米

米惣門ツアーなどを訪れ

る観光客を商店主一人ひ

とりが街道歩き案内人に

なり、観光客の街歩きをサ

ポートすることで、賑わい

再生に効果が期待できる。 

○支援措置名 

・ 地域づくり“ 

チャレンジ”推進

補助金 

・ 山鹿市がんば 

る商店街支援事業

補助金 

・ 山鹿市空き地 

空き店舗対策事業

補助金 

○実施時期 

平成 23 年度～ 

 

実施場所：山鹿市 

事業概要：街道歩

き案内図を作成し

街歩きのサポート

をする 

実施時期：平成 23

年度～ 
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８． ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

 

［１］公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性  

（1） 公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性 

現状分析 

本市においては、自家用車が市民の生活交通の中心となっている。 

中心市街地への公共交通は、各方面から乗り入れている路線バスが主であり、自家用車

を自ら利用出来ない者への交通手段となっているが、路線によっては廃止や便数が減少

するなど必ずしも全ての市民にとって利便性の高いものとはなっていない。 

一方、本市の高齢化率は県平均を上回っており、車の運転が出来ない交通弱者も増加

傾向にある。 

事業の必要性 

現状分析から、高齢者をはじめとする交通弱者にとっては、生活に必要な機能が集積

する市内中心部への来街が困難となっており、生活上の不便を余儀なくされている。 

このことから、中心市街地へのアクセスは、更に身近で便利な交通システムが求めら

れている。 

よって、中心市街地への移動手段を確保する事業は、中心市街地の活性化に必要であ

る。 

 

（2） フォローアップの考え方 

事業の進捗状況について毎年度確認し、必要に応じて事業を促進するための措置を講

じていく。 

 

 

［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：地域創造

支援事業･市街地

循環バス運行事業 

バス事業

者 

主に公共交通が整備さ

れていない地域の高齢者

をはじめとした交通弱者

の生活交通の確保に関す

る社会実験を行うことで、

中心市街地への集客促進

や地域内の回遊性が見込

まれることから、中心市街

地の活性化が期待できる。

○支援措置名 

まちづくり交付金 

○実施時期 

平成20年度 

 

  

実施場所：中心市

街地及びその郊外 

事業概要：中心市

街地及びその郊外

を運行する循環バ

スの社会実験 
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実施時期：平成20

年度 

また、運行結果を今後の本

格運行への基礎資料とす

る。 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし。 

 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付

け及び必要性 

支援措置の内容及

び実施時期 

その他の

事項 

事業名：市街地循

環バス運行事業 

山鹿市  主に公共交通が整備さ

れていない地域の高齢者

をはじめとした交通弱者

の生活交通の確保に関す

る社会実験を行うことで、

中心市街地への集客促進

や地域内の回遊性が見込

まれることから、中心市街

地の活性化が期待できる。

また、運行結果を今後の本

格運行への基礎資料とす

る。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：中心市

街地及びその郊外 

事業概要：中心市

街地及びその郊外

を運行する循環バ

スの社会実験 

実施時期：平成19

年度～ 

事業名：あいのり

タクシー運行事業 

山鹿市  高齢者等の通院、買物

等、車を利用できない者の

日常生活の移動手段を確

保することにより、地域の

活性化・中心市街地への集

客が見込まれ、中心市街地

の活性化に必要である。 

○支援措置名 

該当なし 

○実施時期 

－ 

 

実施場所：農村郊

外～市街地へ 

事業概要：農村郊

外から市街地への

タクシー運行 

実施時期：平成20

年度～ 
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◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

4A 公園･都市計画公園泉田公園整備事業 7B 大規模小売店舗立地法特例区域の指定の要請 

4B 高質空間形成施設･都市計画道路西中町泉町線整備事業 7C 地域創造支援事業･商店街空き地空き店舗対策事業 

4C 高質空間形成施設･金剛乗寺参道線整備事業 7D 商店街空き地空き店舗対策事業 

4D 高質空間形成施設･裏雨屋小路線整備事業 7E がんばる商店街支援事業 

4E 高質空間形成施設･宗方口線整備事業 7F 山鹿灯籠浪漫･百華百彩 

4F 高質空間形成施設･中町小路線整備事業 7 歴史的祭りによる賑わい創出 

4G 高質空間形成施設･院の馬場線整備事業 7 誘客宣伝事業（全国） 

4H 高質空間形成施設･石丸口線整備事業 7G 豊前街道八千代座まつり 

4I 高質空間形成施設･玄小路線整備事業 7H やまが七夕聖天祭 

4J 地域創造支援事業･まちなみ整備事業･豊前街道 7I さくら湯オープニングイベント 

4K 駐車場整備事業 7J 八千代座 100 周年記念事業 

4L 電線共同溝事業･国道３号 7K 肥後国衆一揆兜まつり 

4 合併支援道路整備事業･十三部（中心市街地外） 7 スポーツイベント誘致事業（中心市街地外） 

4 合併支援道路整備事業･蒲生（中心市街地外） 7L 山鹿風情物語 

4 合併支援道路整備事業･長坂（中心市街地外） 7 豊前街道まちあるき企画～ぶらぶぜんプロジェクト 

5A 

地域生活基盤施設･八千代座交流館前広場、 

地域生活基盤施設・八千代座第２次整備事業、

八千代座第２次整備事業（八千代座交流施設

建設・空調設備導入）     

7M 語り部と歩く山鹿探訪 

7 山鹿灯籠踊り保存会による観光宣伝事業（全国） 

7N 一店逸品運動 

5B さくら湯再生及び公園整備事業 7O ポイントカード事業 

5C プラザファイブ再生事業（施設整備事業） 7P 共通駐車券事業 

5D 障害者地域活動支援センター事業 7Q 消費者動向調査事業 

5E 街中サロン事業 8A 市街地循環バス運行事業（中心市街地内外） 

6A 都心住宅の建設 8 あいのりタクシー運行事業（中心市街地内外） 

7A プラザファイブ再生事業（テナントミックス事業）   
 

千代の園酒造 

天聴の蔵 

山鹿市役所 

山鹿中学校 

山鹿小学校（※グラウンドは、千人灯籠踊り会場に使用される） 

大宮神社（※燈籠殿、山鹿灯籠まつり） 

八千代座 

真覚寺 

長源寺 

円頓寺 

光専寺 

金剛乗寺・石門 光顕寺 

山鹿灯籠民芸館 

歩行者広場 

歩行者広場 

交通広場 

バスの駅 

湯の端公園 

さくら湯 プラザファイブ 

薬師堂 

惣門 

4H 

4I 

千代の園酒造 

東原稲荷神社 

5A･7E･7F･7J･7L 

5C･5D･5E･7A･7B 
 

八千代座交流館交流館 

4J･7F･7G･7H･7K･7M 

歩行者広場 

花見坂山鹿温泉駐車場跡地 

4B 

4K 7C･7D･7E･7N･7O･7P･7Q 

8A 

山鹿税務署 

山鹿警察署 

山鹿郵便局 

熊本県鹿本地域振興局 

6A 

5B･7I 

4G 

4C 

旅館･ホテル 

病院･医療施設 

保育施設 

都市公園 

他の公共施設 

4F 

4A 

4D 

4E 

4L 

子育て支援センター 

本澄寺 

（地域交流センター） 

（温泉プラザ山鹿） 

崇城大学 
山鹿まちづくり工房 
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９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

 

［１］市町村の推進体制の整備等 

中心市街地の活性化対策の積極的な推進を図り、庁内の関係部局との連絡調整を行う市

の組織として「山鹿市中心市街地活性化対策推進本部」を平成 19 年４月１日に設置した。 

① 山鹿市中心市街地活性化対策推進本部規程 

山鹿市中心市街地活性化対策推進本部規程 
平成 19 年 4 月 1 日  

訓令第 5 号 
(設置) 

第１条 中心市街地の活性化対策の積極的な推進を図るため、山鹿市中心市街地

活性化対策推進本部(以下「本部」という。)を設置する。 
(所掌事務) 

第２条 本部の所掌事務は、次のとおりとする。 

 (1) 中心市街地活性化基本計画の策定及び各部局間の意見調整に関すること。 
 (2) 中心市街地活性化基本計画の推進及び実施に関すること。 
 (3) その他中心市街地の活性化に係る重要事項に関すること。 

(組織) 
第３条 本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織する。 
2 本部長は、市長をもって充て、副本部長は副市長をもって充てる。 

3 本部員は、市長部局の各部長、教育部長、商工観光部次長、総務課長、財政課
長、企画課長、福祉課長、いきがい推進課長、子育て支援課長、農林企画課長、
農林振興課長、観光課長、建設課長、都市計画課長、住宅課長、文化課長及び社

会体育課長の職にある者をもって充てる。 
(本部長及び副本部長) 

第４条 本部長は、本部の事務を総理し、会議の議長となる。 

2  副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故があるときは、その職務を代理す
る。 

(会議) 

第５条 本部の会議は、必要に応じて本部長が招集する。 
(専門部会) 

第６条 所掌事務について調査検討させるため、本部に専門部会を置く。 

 2 専門部会の専門委員は、職員のうちから市長が任命する。 
 3 専門部会に部会長を置き、専門委員のうちから市長が任命する。 
 4 推進会議は、必要に応じて部会長が招集し、部会長が議長となる。 

5 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長が指名した者がその職務を行う。 
(庶務) 

第７条 本部の庶務は、商工観光部商工課において処理する。 

(その他) 
第８条 この規程に定めるもののほか、本部の運営に関し必要な事項は、本部長

が定める。 

附 則 
この規程は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。  

② 前ページ①の部員名簿 

山鹿市中心市街地活性化対策推進本部員名簿        平成 19 年 4 月 1 日時点  

本 部 長 市長 副本部長 副市長 

本 部 員 総務部長 本 部 員 市民福祉部長 

〃 農林部長 〃 商工観光部長 

〃 建設部長 〃 環境部長 

〃 教育部長 〃 商工観光部次長 



84 

〃 総務課長 〃 企画課長 

〃 財政課長 〃 福祉課長 

〃 いきがい推進課長 〃 子育て支援課長 

〃 農林企画課長 〃 農林振興課長 

〃 観光課長 〃 建設課長 

〃 都市計画課長 〃 住宅課長 

〃 文化課長 〃 社会体育課長 

 

事  務  局  商工課 

③ 上記①の専門部会員名簿 

山鹿市中心市街地活性化対策推進本部専門委員名簿  平成 19 年 4 月 1 日時点  

所 属 課 役   職 備  考 

総 務 課 総務係長  

企 画 課 課長補佐兼企画係長 部 会 長 

〃 課長補佐兼地域交通係長  

財 政 課 課長補佐兼財政係長  

福 祉 課 課長補佐兼福祉総務係長  

いきがい推進課 高齢福祉係専門員  

子育て支援課 課長補佐兼児童家庭係長  

農林企画課 農林企画係専門員  

農林振興課 農林振興係長  

観 光 課 観光振興係長  

〃 観光企画係長  

建 設 課 課長補佐兼建設総務係長  

都市計画課 課長補佐兼都市整備係長  

〃 都市計画係長 副部会長 

住 宅 課 管理係専門員  

文 化 課 課長補佐兼文化振興係長  

社会体育課 課長補佐兼スポーツ振興係長  

④ 山鹿市中心市街地活性化対策推進本部の活動状況 

年 月 日 会議名等 概 要 

平成 19 年４月１日 山鹿市中心市街地活性化対策推進本
部及び同専門部会設置 

・ 設置規程の施行 

平成 19 年８月 22 日 第１回山鹿市中心市街地活性化対策
推進本部専門部会推進会議 

・ 基本計画の説明 
・ 各種事業 

平成 19年 11月 21日 第１回山鹿市中心市街地活性化対策

推進本部会議 

・ 基本計画の説明 

・ 進捗状況 
・ 今後のスケジュール 

平成 19 年 12 月３日 第２回山鹿市中心市街地活性化対策
推進本部専門部会推進会議 

・ 経過報告 
・ 過去の事業検証及び新規事業 

平成 20 年２月 15 日 第３回山鹿市中心市街地活性化対策

推進本部専門部会推進会議 

・ 経過報告 

・ 基本計画(素案)検討、承認 
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平成 20 年３月 18 日 第２回山鹿市中心市街地活性化対策
推進本部会議 

・ 経過報告 
・ 活性化協議会の状況 
・ 基本計画(素案)検討、承認 

平成 20 年９月 24 日 平成 20 年度第１回山鹿市中心市街地
活性化対策推進本部、専門部会合同会

議 

・ 経過報告 
・ 基本計画(最終素案)検討、承

認 

⑤ その他の活動状況 

（1） 市議会における関連事項の議題 

平成 18 年６月定例会 

① 中心市街地活性化の施策を推進している中で、桜町地区に大型店進出に伴う農振除外の申

請に関する対応について 

② １年半後に施行されるまちづくり三法の改正が、現在の山鹿市で行われている事業にどの

ような影響を及ぼすかについて 

平成 18 年９月定例会 

① まちづくり三法の中の改正都市計画法について、大型店が進出するとき都市計画区域内の

用途地域での制限等、改正の内容等について 

② 中心市街地活性化法の改正の主な内容と対応、法改正に伴う新たな支援策の活用について 

③ まちづくり三法も含めた中心市街地活性化の取り組みについて 

平成 18 年 12 月定例会 

① 平成18年度山鹿市一般会計補正予算(目)商工費プラザファイブ再生支援事業の内容につい

て 

② 山鹿市の中心市街地活性化について 

平成 19 年６月定例会 

① プラザファイブ再生支援事業について 

② プラザファイブの建替え決議に付随する諸問題について 

平成 20 年６月定例会 

① 中心市街地活性化対策事業及びプラザファイブ再生事業について 

② 中心市街地活性化と大型店対策について 
 

［２］中心市街地活性化協議会に関する事項 

平成 19 年１月より、商工会議所を中心に「山鹿市中心市街地活性化協議会」を設立すべ

く準備活動を行い、③に示すとおり設立に向けた検討を進め、平成 20 年７月 25 日に設立

された。 

① 山鹿市中心市街地活性化協議会規約 

山鹿市中心市街地活性化協議会規約 

 
第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、山鹿市中心市街地活性化協議会（以下「協議会」という。）と称する。 
（事務所） 
第２条 協議会の事務所は、熊本県山鹿市山鹿 1613（山鹿商工会議所内）に置く。 

（目的） 
第３条 協議会は、山鹿市中心市街地（以下「中心市街地」という。）における都市機能の増進及
び経済活力の向上を総合的かつ一体的に推進し、市民生活の向上及び経済の健全な発展を図るこ

とを目的とする。 
（公告の方法） 
第４条 協議会の公告は、山鹿商工会議所の広報への掲載の他、必要があると認めるときは、新聞

掲載等によりこれを行うものとする。 
（活動） 
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第５条 協議会は、その目的を達成するため、次の活動を行う。 
（１）中心市街地の活性化に係る総合調整に関すること。 

ア 山鹿市が策定する中心市街地活性化基本計画並びに認定基本計画及びその実施に関し必要

な事項について意見提出 
イ 中心市街地の活性化に関する事業の総合調整 
ウ 中心市街地の活性化に関する会員相互の意見及び情報交換 

エ 中心市街地の活性化に寄与する調査研究の実施 
オ 中心市街地活性化のための勉強会、研修及び情報交換 
カ その他協議会の設立の趣旨に沿った活動の企画及び実施 

（２）中心市街地の活性化に係る事業に関すること。 
ア 市街地整備改善事業に関すること。 
イ 都市福利施設整備事業に関すること。 

ウ 街なか居住促進事業に関すること。 
エ 市街地の交通体系整備に関すること。 
オ 商業活性化事業に関すること。 

カ 公共交通機関の利便性の向上に関すること。 
（３）その他中心市街地の活性化に関すること。 
 

第２章 協議会 
（構成員） 
第６条 協議会は、第 5条の活動を行い、第 3条の目的を達成するため会員と協力会員で構成する。 

（会員） 
第７条 協議会会員は、中心市街地の活性化に関する法律（以下「法」という。）第 1 条第 1 項、
第 4 項、第 7 項、第 8 項の規定に該当するもので、別表に掲げるものとする。 

２ 法第15条第 4項に基づいて協議会に申し出のあった場合又は法第15条第6項の要請をする場
合は、これを幹事会に諮り決定する。 
（協力会員） 

第８条 第 7 条以外のもので、協議会の目的に賛同し、入会しようとするものは、幹事会の承認を
得て、協力会員となることができる。 

２ 協力会員は、協議会の活動に参画することができる。 

（退会） 
第９条 会員及び協力会員は、協議会を退会しようとするときは、その旨を会長に届け出なければ
ならない。ただし、法第 15 条第 1項に該当する会員は除く。 

２ 法第 15 条第 4 項に該当する会員で退会を申し出るものは、幹事会に諮り、処理するものとす
る。 

３ その他、会員及び協力会員の処遇については、幹事会で諮るものとする。 

 
第３章 役員 

（役員） 

第１０条 協議会に次の役員を置く。 
（１）会長         １名 
（２）副会長        ２名 

（３）幹事         ５名以内 
（４）監事         ２名 
２ 会長は、山鹿商工会議所会頭をもって充てる。 

３ 副会長、幹事、監事は、会長が会員の中から選出する。 
（役員の任期） 
第１１条 役員の任期は 2 年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 役員は任期終了後、後任者の就任するまで引き続きその職務を行うものとする。 
３ 補充で選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（職務） 

第１２条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理す
る。 

３ 幹事は、幹事会を構成し、協議会の運営のための活動を行う。 
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４ 監事は、協議会の会計を監査し、協議会に報告を行う。 
（事務局） 
第１３条 協議会の事務を処理するために、事務局を置く。 

 
第４章 会議 

（会議） 

第１４条 協議会の会議は、（以下「会議」という。）会長が招集する。 
２ 会長は、会員の 4分の 1 以上の者から会議の招集の請求がある時は、会議を招集しなければな
らない。 

３ 会長は、会議を招集するときは、会議の開催場所及び日時並びに会議に付すべき事項をあらか
じめ会員に通知しなければならない。 
４ 会議は、会員の半数以上が出席しなければこれを開くことができない。尚、会議への出席は代

理出席及び委任状出席を認めるものとする。 
５ 会長は、会議の議長となる。 
６ 会議の議事は、出席者の過半数をもってこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 
（幹事会） 
第１５条 協議会は、活動を円滑に推進するために幹事会を置く。 

２ 幹事会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 
 

第５章 会計 

（会計年度） 
第１６条 協議会の会計年度は、毎年 4月 1日から翌年 3月 31 日までとする。 
（収入・支出） 

第１７条 協議会の収入は、補助金、負担金、寄附金、事業収入及びその他による。 
２ 協議会の支出は、通信費、事務費、会議費その他運営に要する経費及び事業費とする。 
 

第６章 解散 
（解散） 
第１８条 解散する場合は、会員の 3 分の 2以上の同意を得なければならない。 

２ 解散のときに存する残余財産は、協議会の議決を得て協議会と類似の目的を持つ団体に寄附す
るものとする。 

 

附則 
１ この規約は、平成 20年 7月 25 日から施行する。 
２ 協議会設立時の役員の任期は、平成 22年 3月 31 日までとする。 

３ この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項については、幹事会の承認を得
て、別に定める。 

② ①の会員名簿 

中心市街地活性化協議会委員名簿 

所属先・役職名 根拠法令 

山鹿商工会議所会頭 法第 15 条第 1項関係 

山鹿商工会議所副会頭 法第 15 条第 1項関係 

山鹿商工会議所副会頭 法第 15 条第 1項関係 

山鹿温泉まちづくり株式会社代表取締役 法第 15 条第 1項関係 

山鹿温泉まちづくり株式会社取締役 法第 15 条第 1項関係 

山鹿商工会議所専務理事 法第 15 条第 1項関係 

崇城大学 法第 15 条第４項関係 

崇城大学 法第 15 条第４項関係 

山鹿市副市長 法第 15 条第４項関係 
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山鹿市温泉観光協会会長 法第 15 条第４項関係 

山鹿商店街連盟会長 法第 15 条第４項関係 

協同組合山鹿温泉商店街理事長 法第 15 条第４項関係 

温泉プラザ山鹿管理組合法人理事長 法第 15 条第４項関係 

山鹿青年会議所理事長 法第 15 条第４項関係 

九州産交バス株式会社山鹿営業所長 法第 15 条第４項関係 

学識経験者 法第 15 条第８項関係 

鹿本農業協同組合常務理事 法第 15 条第８項関係 

山鹿校区長 法第 15 条第８項関係 

福祉関係者 法第 15 条第８項関係 

国土交通省九州地方整備局都市･住宅整備課長 オブザーバー 

九州経済産業局流通･サービス産業課長 オブザーバー 

熊本県都市計画課長 オブザーバー 

熊本県商工政策課長 オブザーバー 

熊本県鹿本地域振興局総務振興課長 オブザーバー 

中小企業基盤整備機構サポートマネージャー オブザーバー 

中小企業基盤整備機構地域振興課長 オブザーバー 

③ 山鹿市中心市街地活性化協議会の設立及び検討の経緯 

年 月 会 議 内 容 等 

19 年 １月 勉強会 中小機構九州支部水田氏来所 協議会について 

勉強会 中小企業診断士槇本氏来所 協議会設立について 

２月 勉強会 協議会設立に向けての打合せ(市) 

勉強会 水田氏来所 協議会設立に向けて 

３月 勉強会 協議会設立に向けて 

商業委員会 今後のまちづくりについて 

勉強会 槇本氏来所 協議会設立に向けて 

４月 勉強会 
・組織の検討 
・基本計画策定に向けて 

商工会議所において今後の取り組みについて検討 

５月 第１回準備会 
・まちづくり会社 
・設立検討 

設立趣意書の検討（中心市街地活性化の課題整理その対
応策） 
組織体の検討(官民協同のまちづくり組織) 

・設立時期の検討 ・まちづくり会社 

勉強会 槇本氏来所 協議会設立に向けて 

６月 正副会頭会議 正副会頭会議においてまちづくり会社の検討 
・本年度議員改選期にあたり９月設立を目指す 
・民間出資による法人設立(運営管理方法の検討) 

７月 正副会頭会議 役員・事務局の検討(協議会の役員･事務局の選任) 
・実働可能な人材をそれぞれの組織から人選 

第２回準備会 
・基本計画検討 

タウンマネージャーの人選(まちづくりの推進を図る) 
・協議会を運営するリーダーの選考 
規約の検討(協議会の事業内容、会費、収入源等自主財

源確保) 

８月 第３回準備会 協議会の委員及び運営委員会構成員の検討 

まちづくり会社の検討 
(観光協会･物産振興･正
副会頭) 

民間活力によるまちづくり会社(出資、組織体)検討 
・今後５年間の事業目標を達成するために実行力ある人
材を選任（タウンマネージャーの検討） 
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９月 正副会頭会議 設立総会議案の確認・設立趣意書・規約案・会員名簿等
の検討 

観光協会長との協議 まちづくり会社について協議 

基本計画検討 構成関係団体に対する設立趣意書に基づく検討会の開
催 

ＴＭＯ委員長との協議 今後の取り組みについて 

10 月 正副会頭会議 準備会に於いて検討した各項目の承認 

まちづくり会社設立につ
いて 

観光協会・物産協会関係者との協議 

11 月 新正副会頭会議 今後の事業展開について 

勉強会 協議会設立に向けての打合せ(市) 

勉強会 今後のまちづくりについて(青年部) 

勉強会 今後のまちづくりについて(商店街連盟) 

12 月 正副会頭会議 今後のまちづくりについて 

商工会議所新体制による事業の確認 

商業委員会 今後のまちづくりについて 

20 年 １月 勉強会 協議会設立に向けての打合せ(市) 

勉強会 水田氏来所(市、商工会議所の商業･工業両委員長との勉
強会) 

正副会頭会議 まちづくり会社について 
平成 20 年度事業に向けての検討 

打合せ 次年度事業について(市) 

商業委員会 協議会とまちづくり会社について 

総務委員会 協議会とまちづくり会社について 

工業労働委員会 協議会とまちづくり会社について 

２月 
 

正副会頭会議 今後の事業推進について 
中心市街地活性化協議会設立について 第４回準備会 

３月 正副会頭会議 
第５回準備会 

まちづくり会社について 
中心市街地活性化事業について 

(山鹿市中心市街地活性化基本計画案) 

４月 
 

正副会頭会議 中心市街地活性化協議会設立について 

第６回準備会 中心市街地活性化協議会設立について 

５月 正副会頭会議 まちづくり会社設立について 

第７回準備会 中心市街地活性化事業について 
まちづくり会社設立について 

７月 まちづくり会社設立総会 定款(案)について 

役員選任について 
事業計画(案)、収支予算(案)について 

第８回準備会 中心市街地活性化協議会設立について 

中心市街地活性化協議会
設立会議（第１回協議会） 

規約(案)について 
役員選任について 

事業計画(案)、収支予算(案)について 
山鹿市の取り組み状況について 
民間事業の提案について 

８月 第２回協議会 中心市街地活性化協議会について 
民間事業の抽出 

９月 第３回協議会 基本計画について(進捗状況等報告) 
民間ソフト事業について 
プラザファイブ再生事業進捗状況報告 

基本計画の変更箇所について 

第４回協議会 基本計画最終案について(市より説明) 

最終意見の取りまとめ 
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④ 山鹿市中心市街地活性化基本計画(案)に対する協議会の意見 

平成 20 年９月 22 日に協議会が市長に提出した意見は下記のとおりである。 

平成 20 年 9 月 22 日 
山鹿市長 中嶋 憲正 様 

山鹿市中心市街地活性化協議会 

                           会長  高口 功二郎   
              

山鹿市中心市街地活性化基本計画(案)について（意見） 

 
このことについて、平成 20 年 7 月 25 日付け山商Ｌ1-27 号により山鹿市長より意見をもとめら

れましたので、これまでの協議を踏まえ、別添のとおり意見を提出します。 

 
＜本協議会の意見＞ 

（１）基本計画全般について 

多くの「まち」で、モータリゼーション進展への対応の遅れ、商業を取り巻く環境の変化、中
心部の人口の減少と高齢化などを背景に、中心市街地の衰退・空洞化という問題が深刻化して参
りました。 

また、少子高齢化社会の到来を前提とした都市機能のあり方、財政基盤を踏まえた継続的なイ
ンフラ整備と維持コストの低減、コミュニティーの維持の重要性を考慮すると、今後はコンパク
トで賑わいあふれるまちづくりを目指して行くことが求められます。 

このような中、山鹿市において策定された「新山鹿市中心市街地活性化基本計画(案)」につい
て、「山鹿温泉まちづくり会社」と「山鹿商工会議所」が共同し、行政、市民、関係各団体と連携
し、民間活力を最大限に活かした法定協議会である「山鹿市中心市街地活性化協議会」を平成 20

年 7月 25 日に設立し、各関係者を含めこれまで協議を重ねて参りました。 
今回提出された基本計画(案)では、中心市街地活性化の現状把握と、旧活性化基本計画の進捗

状況と事業効果の検証を基に、「活性化の推進課題」「活性化のテーマ」「中心市街地の将来像」の

順で具体的な方針を中心市街地活性化基本法が示す５つの事業毎にまとめられており、総合的に
判断し本協議会としては承認することと結論づけいたしました。 

ただし、本基本計画実施にあたっては、本協議会の協議の中で要望のあった事項について、次

のとおり付記いたします。 
（２）個別事項 
１．市街地の整備改善について 

豊前街道においては旧活性化基本計画に基づいた事業の取り組みが進み、景観形成において効
果が高いものとなっております。さらなる面的広がりを目指すうえで、国道 325 号添いの景観に
ついても「やまがらしさ」のある町並みづくりのご検討をお願いします。 

また、市街地の交通路改善における「小路」の整備では、沿道関係者・住民を含めた、多くの
利用者を活性化に巻き込んで行く必要があります。長期的な戦略を立て、生活者と観光で訪れる
来街者のコミュニケーションの場として、魅力ある小路が形成できる方策の検討をお願いします。 

特に現産交バス駐車場については、中心市街地活性化に資する駐車場を含めた有効活用促進策
の早急な実現をお願いします。 

さらに市の公用地に関しましては、民間活用を含めた中心市街地活性化に資する有効活用が円

滑に図られようご検討をお願いいたします。 
２．都市福利施設の整備について 

新市庁舎の位置について、移転することなく現庁舎を含めた中心市街地内に予定されることは、

コンパクトシティーを目指した山鹿市の市街地政策への思いを強く感じさせられるものです。是
非、計画どおり進められることを強くお願いいたします。 
３．街なか居住の推進について 

神祖跡地の市有地売却については、周辺環境に配慮した民間の集合住宅建設を計画され、街な
か居住の促進を図るうえで効果的事業であります。基本計画に基づき住宅建設を進めて頂きたい
と思います。 

４．商業の活性化について 
市の空き店舗補助事業に関しては、事業終了後に商店街会員を脱退、廃業する店舗が見られる

ことから、今後支援のあり方については検討して行く必要があると思われます。 

中心市街地内の商店街活性化は、日常的に来街頻度を高め、商業だけではなく防犯対策、市民
の交流の場、観光客にとっても賑わいのある空間づくりが大事になります。各商店街や個店が自
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助努力を行い魅力を高め、八千代座、プラザファイブ、豊前街道を軸に周辺商店街と連携した事
業推進をする必要があります。 

新たな拠点整備として、山鹿温泉のシンボルであります「さくら湯」再建の早期実現とプラザ

ファイブ再生事業についてのご支援をお願いいたします。 
５．公共交通機関の利便性の増進について 

高齢化が進展する中で、様々な都市機能が充実する中心市街地への交通アクセスの整備は重要

な課題であります。現在試験的に循環バスの運行がなされておりますが、運行実績を基に利便性
の高い運行ルートの検討をお願いします。 
（３）中心市街地活性化の推進体制について 

基本計画における数値目標を実現するためには、事業関係者、地域の人々の理解と協力が不可
欠で、市民を巻き込んだ活動が求められます。ワークショップ等を取り入れ、広く関係者の意見
を聞きながら取り組んで行く必要があります。 

当協議会に課せられた総合調整役としての役割と重要性を認識し、行政、市民、関係各団体と
連携、協力した「山鹿らしさ」のある「まちづくり」のために、中心市街地活性化事業に関する
活動を積極的に展開して参りたいと存じます。 

⑤ 法第 15 条第３項、第４項、第５項の適合 

・ 法第 15 条第３項による協議会の構成員の氏名、名称、規約等は、山鹿商工会議所ホー

ムページで公表する。 

・ 法第 15 条第４項、第５項については法令を遵守している。 

［３］基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進 

次のとおり、基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進を行った。 

① 地域ぐるみでの取組状況 

本市においては、旧基本計画策定以降、中心市街地の区域内において、商業者や観光

協会、大学、ＮＰＯ団体等、様々な主体が関わったまちづくり活動が積極的に展開され

てきた。本計画の事業実施においても、これらの活動を継承し、深化・発展させながら

取組んでいく。 

○山鹿下町惣門会 

平成 12 年に放送されたＮＨＫ朝の連続テレビ小説「オードリー」のロケに住民が参加

したことがきっかけで、商店街の店主達が町おこしのために会を結成した。 

同会が行う「米米惣門ツアー」は“米”をキーワードに山鹿の歴史を辿るツアーで、

地域資源の見直しやまちの活性化につなげる民間主導によるまちづくり事業である。ツ

アーの参加者も年々増え、今や山鹿になくてはならない観光名物となっている。 

その功績が認められ、平成 14 年には第１回くまもと観光賞を、平成 19 年には西日本

新聞社主催の「九州よかとこ案内人大賞」（九州運輸局、九州観光推進機構後援）を受賞

した。                                                                                          

○崇城大学との連携 

平成 18 年に産業振興、まちづくり推進などで山鹿市と連携協定を結んだ崇城大学は、

山鹿灯籠浪漫・百華百彩や山鹿体験ツアー等を通じて山鹿のまちづくり活動を積極的に

行っている。平成 19 年には、学生らが連携した活動を進めるうえでの拠点となるサテラ

イト教室「山鹿まちづくり工房」を開設した。同大学が設置するサテライト教室は県内

で初めてであり、今後はまちづくり活動への参加継続だけでなく、これまでの実践的活

動を踏まえたまちづくりに関する助言やイベント等の実態調査を実施するなど、中心市

街地活性化に向けた連携強化を図っていく。 
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② 客観的現状分析、ニーズ分析等 

(1) 旧中心市街地活性化基本計画及び中心市街地での関係･影響してきた過去の取組の

評価、成果、反省点 

P35 の１.[４]旧中心市街地活性化基本計画の進捗状況と事業効果の検証に記載。 

(2) 統計的なデータ等による客観的な把握･分析 

P7 の１.[２]中心市街の現状分析に記載。 

③ 地域住民のニーズ等の客観的な把握･分析 

P28 の１.[３]将来の中心市街地に関わるまちづくりのあり方について市民の意向に

記載。 
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10．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

 

［１］都市機能の集積の促進の考え方 

第１次山鹿市総合計画において、中心市街地を含む山鹿地域整備の方向性の中で次のよ

うに考え方を示している。 

・ 生活の交流の拠点となるような都市機能の充実･強化を図り、賑わいのある商店街づく

りを推進する。 

・ 山鹿市商業の核であるプラザファイブが実施する再生事業を支援するとともに連携して

事業実現を目指す。 

・ 空き地空き店舗活用への支援や地産地消を生かした魅力的な個店づくりを支援する。 

・ 雇用機会拡大のため、新たな雇用対策の推進や積極的な企業誘致活動に努める。 

現在、中心市街地内には自動車学校跡地等の比較的大規模な未利用地があり、都市機能

施設の立地に際しては積極的にこれらの土地利用の促進を進める考えである。 

 

［２］都市計画手法の活用 

本市のような地方都市の場合、大都市と比べて人口や都市活動の規模が相対的に小さ

く、立地が許容される用途地域内といえども、大規模集客施設の立地そのものが都市構造

や中心市街地活性化に大きな影響を与える恐れがある。 

このため、これらの地域における大規模集客施設の立地を規制し、都市機能を中心市街

地へ誘導するために、平成 20 年７月１日に中心市街地内を含む「山鹿都市計画準工業地

域」全域の約 41ha を対象に特別用途地区の都市計画決定を行い、併せて「山鹿市特別用

途地区内の建築物の制限に関する条例」を同時施行した。 

これにより、商業機能の集積誘導エリアが既存商店街組織のあるプラザファイブ及びそ

の周辺に限られることになり、中心市街地における商業地の活性化を促すこととした。 

 

山鹿都市計画特別用途地区の決定（山鹿市決定） 

 
 山鹿都市計画特別用途地区を次のように決定する。 

種  類 面  積 備  考 

 
山鹿都市計画大規模集客施設

立地制限地区 
    （合計） 
 

約４１ha 

 
（約４１ha） 

山鹿都市計画準工業地域の全域 
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山鹿市特別用途地区内の建築物の制限に関する条例 
（趣旨） 

第１条 この条例は、建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号。以下「法」という。）第 49 条第 1 項の

規定に基づき、都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）第 8 条第 1 項第 2 号に規定する特別用途地
区の区域における建築物の建築の制限に関し、必要な事項を定めるものとする。 
（定義） 

第２条 この条例における用語の意義は、法及び建築基準法施行令（昭和 25 年政令第 338 号。以下
「令」という。）に定めるところによる。 
（建築制限） 

第３条 特別用途地区のうち別表左欄に掲げる建築物を建築してはならない。 
（既存の建築物に対する制限の緩和） 

第４条 法第 3条第 2 項の規定により前条の規定の適用を受けない建築物について、次に掲げる範囲

内において増築又は改築をする場合においては、法第 3条第 3 項第 3号及び第 4号の規定にかかわ
らず、前条の規定は適用しない。 
(1)  増築又は改築が基準時(法第3条第2項の規定により前条の規定の適用を受けない建築物につ

いて、同項の規定により引き続き同条の規定(同条の規定が改正された場合においては、改正前
の規定を含む。）の適用を受けない期間の始期をいう。以下同じ。）における敷地内におけるも
のであり、かつ、増築又は改築後における延べ面積（同一敷地内に 2 以上の建築物がある場合

においては、その延べ面積の合計）及び建築面積（同一敷地内に 2 以上の建築物がある場合に
おいては、その建築面積の合計）が基準時における敷地面積に対してそれぞれ法第 52 条第 1
項、第 2 項及び第 7項並びに法第 53 条の規定に適合すること。 

(2)  増築後の床面積の合計が、基準時における床面積の合計の 1.2 倍を超えないこと。 
(3)  増築後の前条の規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積の合計が、基準時にお

ける当該床面積の合計の 1.2 倍を超えないこと。 

(4) 用途の変更（令第 137 条の 17 に規定する類似の用途相互間におけるものを除く。）を伴わな
いこと。 

（既存の建築物の用途変更に係る類似の用途） 

第５条 令第 137 条の 18 第 3 項の規定により指定する類似の用途は、令第 137 条の 17 に規定する類
似の用途とする。 
（罰則） 

第６条 次の各号のいずれかに該当する者は、50万円以下の罰金に処する。 
 (1) 第 3 条の規定に違反した場合における当該建築物の建築主 
 (2) 法第87条第2項において準用する第4条の規定に違反した場合における当該建築物の所有者、

管理者又は占有者 
（両罰規定） 

第７条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業

務に関し、前条の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対し、同条の罰
金刑を科する。 

 

  附 則 
 この条例は、平成 20年 7月 1 日から施行する。 
 

 別表（第３条関係） 

特別用途地区 建築してはならない建築物 

大規模集客施設立地制限地区（都市計画
法第 20 条第 1項（同法第 21 条第 2項に
おいて準用する場合を含む。）の規定に

基づき告示する都市計画の特別用途地
区のうち大規模集客施設制限地区をい
う。） 

劇場、映画館、演芸場若しくは観覧場又は店舗、飲食
店、展示場、遊技場、勝馬投票券発売所、場外車券売
場その他これらに類する用途に供する建築物でその

用途に供する部分（劇場、映画館、演芸場又は観覧場
の用途に供する部分にあっては、客席の部分に限る。）
の床面積の合計が 1万平方メートルを超えるもの 
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［３］都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等 

① 中心市街地における大規模建築物等の既存ストックの現況 

次に示すとおりである。 

プラザファイブ 

敷地面積 延床面積 経過年数 

10,641.96 ㎡ 30,401.48 ㎡ 32 年 

利用状況等 

商業・公益・住宅・駐車機能を有する大型複合再開発ビルである

が、大型スーパーが閉店し、現在は、小型スーパーと専門店街、市

営住宅、温泉、市民会館が稼動しており、P66 の５に記載したさくら

湯再生及び公園整備事業、P67 の５及び P73 の７に記載したプラザフ

ァイブ再生事業に示すとおり再生事業を進めている。 

② 山鹿市内の行政機関･病院･学校等の都市福利施設の立地状況及び移転計画 

次に示すとおりであり、中心市街地外への移転計画はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■山鹿市の病院･医院の診療科目別立地状況
診療科目 中心市街地内 中心市街地外

内科 8 20
呼吸器科 3 3
消化器科 6 2
循環器科 4 6
胃腸科 3 3
神経内科 3 1
腎臓内科 1 0
小児科 2 10
産科 2 4
婦人科 3 2
外科 4 7
脳神経外科 2 0
整形外科 3 6
形成外科 2 2
リハビリ科 6 4
リウマチ科 3 1
耳鼻科 1 1
皮膚科 3 6
眼科 1 2
アレルギー科 2 1
心臓内科 1 1
精神科 0 1
神経科 0 1
肛門科 3 0
泌尿器科 1 2
歯科 10 14
小児歯科 1 1
放射線科 4 1
麻酔科 0 2
内分泌科 1 0
救急 3 1
人工透析 1 1
人間ドック 2 1
脳ドック 0 1

合　計 89 108
資料：｢全国10万件以上のお医者さんガイド｣ホームページ

■山鹿市の行政機関等の立地状況
種　別 中心市街地内 中心市街地外

山鹿市関連*1 16 53
その他*2 8 0
*1：市役所、公共施設（福祉･文化･環境･他）
*2：山鹿税務署
　　山鹿警察署
　　山鹿簡易裁判所
　　熊本地方裁判所山鹿支部
　　熊本家庭裁判所山鹿支部
　　熊本地方検察庁山鹿支局・山鹿区検察庁
　　熊本地方法務局山鹿支局
　　鹿本総合庁舎

■山鹿市の学校等の立地状況
種　別 中心市街地内 中心市街地外

保育所･園 2 24
幼稚園 1 2
小学校 1 19
中学校 0 6
高等学校 0 4
専門学校等 1 0
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③ 山鹿市内及びその周辺の大規模集客施設の立地状況及び設置計画 

次に示すとおりであり、その他に設置計画はない。 

■1万㎡以上の大規模集客施設の立地状況 

大規模集客施設名 開店時期 売場面積 備 考 

プラザファイブ（商業施設） 
昭和 50 年
８月 

13,161 ㎡ 
P96①に示すとおり、再生事業
を進めている。 

ハイパーモールメルクス山
鹿店（商業施設） 

平 成 ７ 年
12 月 

13,119 ㎡ 
 

 

［４］都市機能の集積のための事業等 

４から８に記載した事業等のうち、都市機能の集積に特に資すると考えられる事業等は、

次に示すとおりである。 

４．市街地の整備改善

のため事業 

○ 公園・都市計画公園泉田公園整備事業 

○ 高質空間形成施設・都市計画道路西中町泉町線整備事業 

○ 高質空間形成施設・金剛乗寺参道線整備事業 

○ 高質空間形成施設・裏雨屋小路線整備事業 

○ 高質空間形成施設・宗方口線整備事業 

○ 高質空間形成施設・中町小路線整備事業 

○ 高質空間形成施設・院の馬場線整備事業 

○ 高質空間形成施設・石丸口線整備事業 

○ 高質空間形成施設・玄小路線整備事業 

○ 地域創造支援・まちなみ整備事業・豊前街道 

○ 駐車場整備事業 

５．都市福利施設を整

備する事業 

○ 地域生活基盤施設・八千代座第２次整備事業 

○ さくら湯再生及び公園整備事業(山鹿市プラザファイブ地区) 

○ プラザファイブ再生事業(施設整備事業) 

○ 地域生活基盤施設・八千代座交流館前広場 

○ 八千代座第２次整備事業八千代座交流施設建設 

○ 八千代座第２次整備事業土庇復旧 

○ 八千代座第２次整備事業空調設備導入 

６．居住環境向上のた

めの事業 
○ 都心住宅の建設 

７．商業の活性化のた

めの事業 

○ プラザファイブ再生事業(テナントミックス事業) 

○ 大規模小売店舗立地法特例区域の指定の要請 

○ 地域創造支援事業・商店街空き地空き店舗対策事業 

８．４から７までに掲

げる事業及び措置

と一体的に推進す

る事業 

○ 市街地循環バス運行事業 

○ あいのりタクシー運行事業 
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11．その他中心市街地の活性化のために必要な事項 

 

［１］基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項 

次に示す事業について、実践的、試行的な活動を行っている。 

 

① 山鹿市予約制あいのりタクシー試験運行(８に記載したあいのりタクシー運行事業の

試行) 

概要及び結果 P5 の１.[１](６)①に記載。 

 

留意点･創意工夫点 

・ 日常生活の利便性の向上を図るため、新しい地域生活交通の実証試験として、農村

集落と市街地を結ぶタクシー車両を使った自宅から希望箇所へ運ぶ予約制あいのり

タクシーとして実施した。山鹿市の運行計画に基づく初めての試みであるため、道

路運送上の問題や路線バスとの競合関係など多くの制約等があり、その運行内容の

検討と実施までに時間を要した。 

・ 予約に応じた運行であるため利用者の利便性に応じた運行時刻や区域設定、運行形

態への住民説明、周知などに時間をかけ、市民への配慮を行った。 

・ 試験運行結果としては、利用者にとっても初めての運行形態であるため、利用者の

理解や予約制への面倒など、検討すべき問題点もあり、利用数についてはそれほど

多くはなかったが、利便性や効率性からも路線バスに変わる新しい生活交通として

有望である。 

 

② やまが市街地循環バス試験運行(８に記載した市街地循環バス運行事業の試行) 

概要及び結果 P6 の１.[１](６)②に記載。 

 

留意点･創意工夫点 

・ 高齢化が進む市街地における新しい生活交通として、中心市街地とその周辺地域を

循環するバス試験運行として実施している。 

・ 料金については、小銭の取出しなどの煩雑さを抑えて利用しやすいように、原則 1

回乗車 200 円の均一料金での設定である。 

・ 運行コースの設定については、市街地における商業施設や病院、公共施設、住宅地

等や道路の状況や路線バスの状況などを検討してコース設定を行った。 

・ 運行ダイヤについても、買物時間や通院時等を考慮して設定しているが、利用状況

を見ながら、随時、運行内容の改正を行いながら実証運行を行っていきたい。 

・ 運行車両については、山鹿市の観光資源である八千代座や灯籠踊り等のラッピング

にて運行し、愛着を持ってもらえるようなデザインとしている。 
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［２］都市計画との調和等 

① 都市計画との整合について 

中心市街地の都市計画は、P8 の１.[２]中心市街地の現状分析の(２)②に記載のとおり

であり、当中心市街地活性化基本計画は整合している。 

 

② 都市計画マスタープランとの整合について 

現都市計画マスタープランは、平成 10 年９月に策定され、平成 17 年１月の１市４町の

合併に伴い、現在、新都市計画マスタープランが策定中でる。(平成 20 年度末策定予定) 

現都市計画マスタープ

ランに示されている「都市

整備の基本方針」は、次に

示すとおりであり、当中心

市街地活性化基本計画と

整合している。 

また、新都市計画マスタ

ープランは、当中心市街地

活性化基本計画と整合を

図るものとする。 

 

③ 総合計画との整合につ

いて 

山鹿市の総合計画は、

P20 の１.［２]中心市街地

の現状分析の(３)①に記

載のとおりであり、当中心

市街地活性化基本計画と

整合は図られている。 

 

［３］その他の事項 

 

 

 

 

■現山鹿市都市計画マスタープラン 
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12．認定基準に適合していることの説明 

 

基 準 項  目 説 明 

第 1 号基準 

基本方針に

適合するも

のであるこ

と 

意義及び目標に関する事項 

１．［５］及び３．［１］に記載。 

認定の手続 

９．［２］及び［３］に記載。 

中心市街地の位置及び区域

に関する基本的な事項 ２．［３］に記載。 

４から８までの事業及び措

置の総合的かつ一体的推進

に関する基本的な事項 
９．に記載。 

中心市街地における都市機

能の集積の促進を図るため

の措置に関する基本的な事

項 

10．に記載。 

その他中心市街地の活性化

に関する重要な事項 11．に記載。 

第 2号基準 

基本計画の

実施が中心

市街地の活

性化の実現

に相当程度

寄与するも

のであると

認められる

こと 

目標を達成するために必要

な４から８までの事業等が

記載されていること 
４．から８．に記載。 

基本計画の実施が設定目標

の達成に相当程度寄与する

ものであることが合理的に

説明されていること ３．に記載。 

第 3号基準 

基本計画が

円滑かつ確

実に実施さ

れると見込

まれるもの

であること 

事業の主体が特定されてい

るか、又は、特定される見込

みが高いこと 
４．から８．に記載。 

事業の実施スケジュールが

明確であること ４．から８．に記載。 

 


